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平成３０年上富良野町決算特別委員会会議録（第１号） 

 

平成３０年１０月１日（月曜日） 午前９時００分開会  

─────────────────────────────────────────────── 

○委員会付託案件 

議案第 ８号 平成２９年度上富良野町各会計歳入歳出決算の認定について 

 議案第 ９号 平成２９年度上富良野町企業会計決算の認定について 

─────────────────────────────────────────────── 

○議事日程 

１ 正・副委員長選出 

開会宣告・開議宣告 

２ 議案審査 

  (1) 付議事件名〔平成３０年第３回定例会付託〕 

    議案第 ８号 平成２９年度上富良野町各会計歳入歳出決算の認定について 

    議案第 ９号 平成２９年度上富良野町企業会計決算の認定について 

  (2) 日程 

    書類審査〔第２会議室へ移動し２分科会による全体審査〕 

散会宣告 

─────────────────────────────────────────────── 

○出席委員（１１名） 

   委 員 長  村 上 和 子 君   副 委 員 長       岡 本 康 裕 君 

   委   員  中 澤 良 隆 君   委   員  佐 川 典 子 君    

   委   員  長谷川 徳 行 君   委   員  金 子 益 三 君    

   委   員  北 條 隆 男 君   委   員  竹 山 正 一 君    

   委   員  荒 生 博 一 君   委   員  髙 松 克 年 君    

   委   員  米 沢 義 英 君 

   （議長 西村昭教君 （オブザーバー）     ） 

─────────────────────────────────────────────── 

○欠席委員（１名） 

   委   員  中 瀬   実 君    

─────────────────────────────────────────────── 

○遅参委員（０名） 

─────────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 

 町 長         向 山 富 夫 君     副 町 長         石 田 昭 彦 君 

 教 育 長         服 部 久 和 君     代表監査委員         米 田 末 範 君 

 会 計 管 理 者         林   敬 永 君     監 査 委 員  今 村 辰 義 君 

 総 務 課 長         宮 下 正 美 君     企画商工観光課長         辻     剛 君 

 町民生活課長         北 越 克 彦 君     保健福祉課長         鈴 木 真 弓 君 

 農業振興課長         狩 野 寿 志 君     建設水道課長         佐 藤   清 君 

 農業委員会事務局長  大 谷 隆 樹 君     教育振興課長         及 川 光 一 君 

 ラベンダーハイツ所長         北 川 和 宏 君     町立病院事務長  北 川 徳 幸 君 

─────────────────────────────────────────────── 

○議会事務局出席職員 

 局 長         深 山   悟 君     次 長         岩 﨑 昌 治 君          

 主 事         大 井 千 晶 君 
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午前 ９時００分 開会  

（出席委員 １１名） 

─────────────────── 

○事務局長（深山 悟君） おはようございます。 

 決算特別委員会に先だちまして、議長と町長から

御挨拶をいただきます。 

 初めに、議長から御挨拶をいただきます。 

○議長（西村昭教君） おはようございます。 

 決算特別委員会スタートに当たりまして、一言御

挨拶を申し上げます。 

 ３日間という長丁場になりますけれども、ひとつ

よろしくお願いを申し上げたいと思います。 

 また、決算に当たりまして、皆さんがとっていた

だいている「議会人」の７、８、９月号に、予算、

決算の着眼点、ポイント、そういうものが非常に詳

しく載っております。皆さん読んでおられると思い

ますので、そういう中で、全部がということはでき

ないと思いますけれども、そこに大事なことが結構

載っていましたので、そんな視点で、ひとつ審査に

当たっていただきたいと思います。それぞれ今まで

やってきた職員の仕事ぶりを見るわけでありますの

で、そこら辺は議会も議決をしたという経緯がござ

いますので、そんなことも十分踏まえながら、よろ

しくお願いを申し上げたいと思います。 

 また、町長には、２カ月ぶりにやっと顔を出して

いただいて、議会もほっとしておりますけれども、

職員の皆さん方もほっとしておられますけれども、

何といっても町民がいろいろな形で心配をしていた

のかなと、声も聞きました。ひとつ無理をしない

で、体力を十分つけながら、またひとつまちの発展

のために御尽力いただきたいと思います。 

 以上、開会に当たりまして御挨拶にかえさせてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 

○事務局長（深山 悟君） 続きまして、町長から

御挨拶をいただきます。 

○町長（向山富夫君） 議長のお許しをいただきま

して、決算特別委員会の開会に先だちまして、一言

御挨拶を申し上げたいと思います。 

 冒頭、議長から大変心温まるお言葉を賜りまし

て、６０日ぶりに皆さん方のもとへ戻ってこれまし

たことに改めて感謝を申し上げ、本当に多くの町民

の皆さん方からお力添えをいただいたということを

改めてひしひしとかみしめたところでございます。

本当にありがとうございました。 

 さて、本日から平成２９年度の決算にかかわりま

す特別委員会を開会していただくこととなりまし

た。議長の御挨拶にもございましたように、限られ

た予算を最大限効率的に執行するのは私どもの役目

でございます。そういった１年間の成果を、この委

員会を通じて皆さん方からしっかり御審議賜ればと

いうふうに思います。 

 そして私どもも、非常に難しい社会情勢の中、少

子高齢化がますます加速する中、さらに、ことしは

特に自然災害の恐ろしさというものを本当に切れ目

なく感じる、そんな年でもありました。 

 そういったもろもろのことを、この決算委員会を

通じまして御意見を賜った中から、折しもきょうか

ら年度の後半戦に入ります。我々といたしまして

は、新しい年度に向けての予算の組み立てもスター

トする、そういう時期でもございます。皆さん方の

御意見をしっかりと受けとめまして、これからの行

政運営に反映させていただきたいと思いますので、

どうぞ御審議賜りますようお願い申し上げ、加え

て、御認定賜りますよう改めてお願い申し上げまし

て、御挨拶とさせていただきます。何とぞよろしく

どうぞお願いいたします。 

○事務局長（深山 悟君） ありがとうございまし

た。 

 正副委員長の選出でございますが、平成３０年第

３回定例会で、議長及び議会選出の監査委員を除く

１２名をもって決算特別委員会を構成しております

ので、正副委員長の選出については、議長からお諮

りを願います。 

────────────────── 

◎正 副 委 員 長 選 出             

○議長（西村昭教君） 正副委員長の選出について

お諮りいたします。 

 議会運営に関する先例により、委員長に副議長、

副委員長に総務産建常任委員長を選出することで御

異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（西村昭教君） 御異議なしと認めます。 

 よって、決算特別委員会の委員長に村上和子君、

副委員長に岡本康裕君と決しました。 

○事務局長（深山 悟君） 村上委員長は、委員長

席へ御移動願います。 

（村上委員長、委員長席へ移動） 

○事務局長（深山 悟君） それでは、村上委員長

から御挨拶をいただきます。 

○委員長（村上和子君） 改めまして、皆さん、お

はようございます。 

 一言御挨拶を申し上げます。 

 決算特別委員会の委員長に御指名をいただきまし

た村上でございます。何分にも不慣れでございます

が、皆様方の御協力をお願いいたしたいと思いま

す。 

 きょうから３日間にわたりまして決算審査を行う

わけでございますが、今、ちょっと台風２４号の影
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響が心配になるところでございますけれども、執行

済み、既に使われたものであるというような視点で

なく、予算が適正に執行されたかどうか、また、そ

れによってどのような効果をもたらしたのか、議長

からもございましたが、「議会人」の中にありまし

たように、決算審査、昨年は２９年、開基１２０年

を記念しての行事等もたくさんございました。上富

良野町が持続可能で町民が望むまちづくりとなり得

たのか、また、将来を見据えたものとなったのであ

るかどうかなど、主要施策の成果報告書等、いろい

ろ資料もちょうだいしておりますので、それらを駆

使しながら、委員各位の熱心なる御審議を賜ります

ようお願い申し上げまして、御挨拶とかえさせてい

ただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

────────────────── 

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告             

○委員長（村上和子君） ただいまの出席委員は１

１名であり、定足数に達しておりますので、これよ

り決算特別委員会を開会します。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本委員会の委員会日程等について、事務局長から

説明をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（深山 悟君） 御説明申し上げます。 

 本委員会の案件は、平成３０年第３回定例会にお

いて付託されました、議案第８号平成２９年度上富

良野町各会計歳入歳出決算の認定について、議案第

９号平成２９年度上富良野町企業会計決算の認定に

ついての２件であります。 

 本委員会の委員会日程につきましては、お手元に

配付いたしました委員会日程のとおり、会期は本日

から３日までの３日間とし、本日は、これより会場

を第２会議室に移し、２分科会に分かれ、各分科会

において分科長を選出し、会計の書類審査をお願い

いたします。 

 ２日目の２日は、議事堂において、一般会計の質

疑を決算書により行います。 

 なお、歳出につきましては款ごとに質疑を進めま

す。 

 ３日目の３日は、議事堂において、特別会計及び

企業会計決算の質疑を決算書により行います。 

 その後、分科会ごとに審査意見書案の作成、全体

で審議をして成案を決定、理事者に審査意見書を提

出し、理事者の所信表明、討論、表決という順序で

進めます。 

 なお、分科会の構成は、１３番村上委員長を除

き、第１分科会は議会選出の５番今村監査委員を除

く議席番号１番から６番までの５名の委員、第２分

科会は議席番号７番から１２番までの６名の委員と

なります。 

 本委員会の説明員は、町長を初め議案審議に関係

する課長、主幹並びに担当職員となっております。 

 以上であります。 

○委員長（村上和子君） お諮りいたします。 

 本委員会の委員会日程については、ただいまの説

明のとおりにしたいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） 異議なしと認めます。 

 よって、本委員会の委員会日程は、ただいまの説

明のとおり決しました。 

 お諮りいたします。 

 本委員会は公開とし、傍聴人の取り扱いは委員長

の許可としたいと思います。これに御異議ございま

せんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本委員会は公開とし、傍聴人の取り扱い

は委員長の許可とすることに決しました。 

 これより、本委員会に付託されました議案第８号

平成２９年度上富良野町各会計歳入歳出決算の認定

について及び議案第９号平成２９年度上富良野町企

業会計決算の認定についてを議題といたします。 

 本件は、さきに説明が終了しておりますので、直

ちに分科会を開催し、各分科長を選出の上、地方自

治法第９８条第１項の規定による書類審査を行いま

す。 

 なお、本委員会の書類審査は、各会計歳入歳出決

算及び企業会計決算の審査といたします。 

 事前の資料要求がありましたので、さきに配付の

とおりですので、審査の参考に願います。 

 念のために申し上げます。 

 書類審査により知り得た事項の中には、秘密に属

する事項があるかと思いますが、これについては外

部に漏らすことのないように、十分に御注意願いま

す。 

 また、審査に当たって、所定の書類以外に必要な

資料等がございましたら、各分科会で協議し、決算

特別委員会審査資料要求書に必要事項を記入の上、

委員長に申し出てください。 

 なお、資料要求は本日の書類審査までとし、あす

以降の質疑応答中は要求することはできませんの

で、御注意願います。 

 これより、会場を第２会議室に移しますので、そ

の間、暫時休憩といたします。 

─────────────── 

午前 ９時１１分 休憩 

午前 ９時１５分 再開 
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─────────────── 

以下第２会議室にて 

─────────────── 

◎書 類 審 査        

○委員長（村上和子君） 休憩前に引き続き、委員

会を再開します。 

 ただいまから、分科会ごとの書類審査を始めま

す。直ちに分科長の選出をお願いいたします。 

○委員長（村上和子君） 各分科長選出の報告を求

めます。 

 (第１分科会から「長谷川君」と報告あり) 

 (第２分科会から「荒生君」と報告あり) 

○委員長（村上和子君） 第１分科長に長谷川徳行

委員、第２分科長に荒生博一委員が選出されまし

た。 

 それでは、書類審査を始めてください。 

(書類審査) 

○委員長（村上和子君） お諮りいたします。 

 書類審査について、以上で終了することで御異議

ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） 御異議なしと認めます。 

 以上で、全体の書類審査を終了いたします。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告             

○委員長（村上和子君） 本日の日程は全部終了い

たしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 

午後 ０時００分 散会 
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   上記会議の経過は、議会事務局の調製したものであるが、その内容の 

 

  正確なることを証するため、ここに署名する。 

 

 

     平成３０年１０月１日 

 

 

   決算特別委員長    村 上 和 子 
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平成３０年上富良野町決算特別委員会会議録（第２号） 

 

平成３０年１０月２日（火曜日） 午前９時００分開会  

─────────────────────────────────────────────── 

○委員会付託案件 

議案第 ８号 平成２９年度上富良野町各会計歳入歳出決算の認定について 

議案第 ９号 平成２９年度上富良野町企業会計決算の認定について 

─────────────────────────────────────────────── 

○議事日程 

開議宣告 

１ 議案審査 

  議案第 ８号 平成２９年度上富良野町各会計歳入歳出決算の認定についての質疑 

   (1) 一般会計歳入歳出決算事項別明細書（歳入） 

     １款（町税）～２１款（町債） 

   (2) 一般会計歳入歳出決算事項別明細書（歳出） 

     ①１款（議会費）～２款（総務費） 

     ②３款（民生費） 

     ③４款（衛生費） 

     ④５款（労働費）～７款（商工費） 

     ⑤８款（土木費） 

     ⑥９款（教育費） 

     ⑦１０款（公債費）～１３款（予備費） 

散会宣告 

─────────────────────────────────────────────── 

○出席委員（１２名） 

   委 員 長  村 上 和 子 君   副 委 員 長       岡 本 康 裕 君 

   委   員  中 澤 良 隆 君   委   員  佐 川 典 子 君    

   委   員  長谷川 徳 行 君   委   員  金 子 益 三 君    

   委   員  北 條 隆 男 君   委   員  竹 山 正 一 君    

   委   員  荒 生 博 一 君   委   員  髙 松 克 年 君    

   委   員  米 沢 義 英 君   委   員  中 瀬   実 君    

   （議長 西村昭教君 （オブザーバー）     ） 

─────────────────────────────────────────────── 

○欠席委員（０名） 

─────────────────────────────────────────────── 

○遅参委員（０名） 

─────────────────────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条による説明員の職氏名 

 副 町 長         石 田 昭 彦 君     教 育 長         服 部 久 和 君 

 会 計 管 理 者         林   敬 永 君     総 務 課 長         宮 下 正 美 君 

 企画商工観光課長         辻     剛 君     町民生活課長         北 越 克 彦 君 

 保健福祉課長         鈴 木 真 弓 君     農業振興課長         狩 野 寿 志 君 

 建設水道課長         佐 藤   清 君     農業委員会事務局長  大 谷 隆 樹 君 

 教育振興課長         及 川 光 一 君     ラベンダーハイツ所長         北 川 和 宏 君 

 町立病院事務長  北 川 徳 幸 君 

 関係する主幹・担当職員 

─────────────────────────────────────────────── 

○議会事務局出席職員 

 局 長         深 山   悟 君     次 長         岩 﨑 昌 治 君          
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 主 事         大 井 千 晶 君 
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午前 ９時００分 開議  

（出席委員 １２名） 

─────────────────── 

○委員長（村上和子君） おはようございます。御

出席、御苦労に存じます。 

 ただいまの出席委員は１２名であり、定足数に達

しておりますので、これより決算特別委員会２日目

を開会いたします。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

 本日の委員会日程については、さきにお配りしま

した日程にとおりであります。 

 これより、平成２９年度上富良野町各会計歳入歳

出決算の認定に関し、質疑を行います。 

 初めに、各会計決算の一般会計より質疑を行いま

す。 

 一般会計の歳出については、款ごとに調書及び資

料とあわせて質疑を行います。 

 委員及び説明員にお願い申し上げます。 

 審議中の質疑、答弁につきましては、要点を明確

にし、簡潔に御発言されるようお願いします。 

 なお、質疑の方法は、一問一答で１項目ごとに質

疑を行いますので、質疑のある場合は挙手の上、議

席番号を告げ、委員長の許可を得てから自席で起立

し、ページ数と質問の件名を申し出て発言願いま

す。 

 また、説明員は、挙手の上、職名を告げ、委員長

の許可を得てから自席で起立し、答弁願います。 

 それでは、質疑に入ります。 

 最初に、歳入、１款町税の２２ページから、２１

款町債の５９ページまで、一括して質疑を行いま

す。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ５８ページ、臨時対策債

の考え方等について、基本的なところについてお伺

いいたします。 

 これは地方交付税の不足分を補うという形になっ

ているというふうに思います。これにかかわる後日

のいわゆる償還分については、全額、ルール上は補

填されるという形になっておりますが、現状として

はどのようになっているのか、この点、確認してお

きたいというふうに思います。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） １１番米沢委員からあ

りました、臨時財政対策債に関します御質問に私の

ほうからお答えをいたします。 

 こちらにつきましては、先ほど、委員の質問にあ

りましたが、いわゆる普通交付税の代替分というこ

とで許可をされているものでございますが、これに

相当する金額につきましては、翌年度以降の普通交

付税の中で、算定上は１００％算定がされていると

いう状況になっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） ５７ページの上段のところ

に、雑収入で入っております三水会事務費２,００

０円、少額ですけれども、三水会ということで言葉

が入っているのですけれども、これはたしか薬剤師

の方々の、違いましたか。ちょっと認識していたの

ですけれども、なぜこういうところに入っているの

かなと思いまして、ちょっと質疑なのですけれど

も。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） ８番竹山委員からあり

ました、雑入におけます三水会の事務費の質問でご

ざいますが、こちらの三水会につきましては、医療

の三師会のほうではなくて、三水会という会を、ま

ちの中で、会長は町長が務めておりますが、まちの

公共的団体、あと、民間の部分の各代表者の方で集

まる会というのをつくってございまして、それの事

務局を役場の総務課長がやっているというところで

ございます。この部分につきましては、例会等がご

ざいますので、それの御案内等をしているところで

すが、それに関する事務費ということで、ハガキで

すとか郵便料ですとかかかりますので、それに対す

る事務費ということで、それぞれ皆さんからいただ

いたお金を雑入で受けているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ９番荒生委員。 

○９番（荒生博一君） ２８ページの衛生使用料の

墓地使用料に関して確認します。 

 当初予算４０万円に対して１６万円の決算という

ことで、何区画売却になったのか、確認させていた

だきます。 

 また、やはり少子化に伴い、共同墓という考え方

に関しては、私自身、一般質問でもさせていただき

ましたが、今後の整備方針に関して、考えをお伺い

します。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北越克彦君） ９番荒生委員の、

墓地の使用許可に関する御質問にお答えいたしま

す。 

 ２９年度の使用の許可は２区画ということでござ

いまして、平成２７年に造成した１０万円のところ

が１区画、それと、平成４年に造成をいたしました
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６万円のところが１区画で、合計２区画でございま

した。 

 共同墓の関係につきましてでございますが、３月

の一般質問でも荒生委員から御質問がございまし

て、議論したところでございましたけれども、富良

野市のほうではそのような合同葬・墓をつくるよう

な動きが出てきたようにも認識はしているところで

ございますけれども、当町におきましては、３月の

議会でお答えした状況もございますが、状況的には

変わっていないということで御理解いただきたいと

思います。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） ２８ページです。農林業

使用料の中の部分についてお尋ねをしたいと思いま

す。 

 これは農産物加工実習施設の関係なのですが、年

間予算が３０万円のところ２５万７,０００円

ちょっとということでございますけれども、ここの

使用の実態についてお伺いをしたいと思います。こ

の農産物加工施設の使用実日数は何日ぐらい使われ

ているのかということと、それから、使用団体、そ

れから、個人の内訳等がわかれば教えていただきた

いということと、これらの施設で、使われている方

が何を主につくることを目的として使用されている

のか。それから、使用料については、時間単位なの

か１日単位なのかをお伺いしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（狩野寿志君） ただいま１２番の

中瀬委員からの御質問にお答えさせていただきま

す。 

 使用実態ということでございますが、２９年度の

使用日数につきましては１１４日間の利用、それ

と、延べ人数で６７２名の方が利用されておりま

す。あと、細かい団体数とかになりますと、団体の

延べの数で１７１団体の方が御利用されているとい

うことでございます。使用の利用実態、利用状況で

ございますが、主に多いのが、パンづくりとか、そ

ういうのが多い実態となっております。あとは、農

産物で大豆を使ったみそづくりとか豆腐づくり、そ

ういうのが多いという実態になっております。利用

料金につきましては、時間単位ということになって

ございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） 使用料の時間の単位の金

額を教えていただければ。日にちなのか、１日なの

か。 

 いわゆる１日単位なのか、時間だったら単位時間

が何ぼなのかということ。 

○委員長（村上和子君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（狩野寿志君） １時間当たりの単

価となってございます。金額は１時間３５０円とい

う形になっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ９番荒生委員。 

○９番（荒生博一君） 決算書５０ページ、２０款

２項２目１節の農業貸付金元利収入の営農改善資金

貸付元金返還金。農業振興資金貸付元金返還金とい

うのが予算書の４９ページに項目として３００万円

という数字があるのですけれども、決算書では営農

改善資金貸付元金返還金という科目はそのまま計上

されているのですけれども、予算書にあった農業振

興資金貸付元金返還金というのはどこにいってし

まったのでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（狩野寿志君） ただいまの９番荒

生委員の御質問にお答えします。 

 貸付金の３００万円のほうですが、これは貸し付

けがなかったということで、決算書のほうには載っ

ていないということになってございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 農業振興課長。 

○農業振興課長（狩野寿志君） 貸し付けがなかっ

たので返還がなかったということになってございま

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） ３３ページ、１３款です

けれども、こちらは土木手数料の中の屋外広告物許

可手数料１２万４,０００円、これが当初予算は１

万１,０００円だったのですが、これが大幅にふえ

ているということで、これはどういったものをどう

いうふうな形で設置をされているのかということを

お伺いしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １２番中瀬委員

の、屋外広告物の手数料についての御質問でござい

ますが、この屋外広告物につきましては、民間のい

ろいろな、例えばガソリンスタンドとか、企業の商

店の看板とか、そういうような部分の看板の申請の
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部分の手数料ということでなっております。今回の

屋外広告物の手数料につきましては１２万４,００

０円ということで、２０件、申請が上がってきてお

ります。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） 設置箇所について、何カ

所かということをお聞きいたします。いわゆる設置

をされている場所の２０カ所の部分について、それ

は広告物手数料の場合は１件何ぼということで統一

されているのでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １２番中瀬委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 まず、看板の１枚当たりということで、大きさに

よってそれぞれ単価が変わってきております。そう

いう中で、例えば地上広告物、それから、壁面の広

告物、それから、簡易的な、電柱に貼ってある広告

物などの部分でございまして、そういう部分で単価

が決められております。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長。 

○建設水道課長（佐藤 清君） それぞれ面積が、

看板の大きさが違いますので、細かく１件１件、そ

れぞれ一つの店でも何カ所もありますので、その部

分の内訳は、今ちょっとお示しできないのですけれ

ども、それぞれ単価が面積によって変わっておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これで歳入の

質疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますので、少々お待ちく

ださい。 

（説明員交代） 

○委員長（村上和子君） 次に、歳出の質疑を行い

ます。 

 歳出につきましては、先ほど申し上げました款ご

とに質疑を行います。 

 最初に、１款議会費の６０ページから、２款総務

費の９７ページまで、一括して質疑を行います。 

 御質疑ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ６７ページのコンビニ収

納の使用手数料という形になっております。大変収

納等が多岐にわたって利用されているという形が見

受けられますが、このシステムの使用手数料、ある

いは利用することによって手数料等が発生するかと

いうふうに思いますが、その金額、基準というのは

どういうふうになっているのか、わかればお伺いし

ておきたいというふうに思います。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北越克彦君） 確認させていただ

きたいのですが、税金や何かのコンビニ収納のほう

でよろしいでしょうか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 １１番米沢委員の御質問にお答えをいたします。 

 きょうの資料にもつけさせていただいたところで

ありますが、税金等のコンビニ収納につきまして

は、平成１９年度から始めさせていただいたところ

でございまして、約１０年が経過をしているところ

でございます。各税目、年度ごとの一覧も示してい

るところでございますが、コンビニ収納が始まる前

につきましては、銀行、郵便局で払うしか方法がご

ざいませんでしたので、働いていて銀行に行く時間

がないとか、そういったお客様の声等がありました

ので、コンビニにすることによって、２４時間営業

になりますので、お客様も納めやすくなったという

ふうに思っているところでございます。 

 コンビニの利用の率につきましては、全体の納め

ていただくものから口座振替分を除きまして、直接

納付といいますか、納付書払いで金融機関、銀行、

郵便局で払う部分と、コンビニで払う部分に分けま

すと、コンビニのほうの率が、例えば資料１４の一

番下に書いてありますのが、道・町民税では６７.

４％、固定資産税で５０％、軽自動車税で６６％、

それぞれ税目で出させていただいておりますけれど

も……。（「１件幾ら」と呼ぶ者あり） 

 １件の手数料につきましては６０円の税抜きの価

格でございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ７１ページのいわゆる財

産管理で、後藤画伯のいわゆる作品を管理しており

ます。この成果調書等でも点数など掲載されており

ますが、実際、貸し出し例、貸した、どこかに展示

するために持っていったというような状況というの

はあるのかどうなのか、伺いたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） １１番米沢委員からあ

りました、後藤画伯のまちでいただいた寄附の関係

でございますが、詳しい資料は今ちょっと手元にご

ざいませんが、総数で２３０点程度のものをいただ

いておりまして、今現在、貸し出しているのが、お
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ととしに貸し出した、いわゆる内閣のほうに貸し出

している分以外は、どこかに特定のところに貸し出

したという部分はございませんので、状況としては

変わってございません。終わりましたら、それがこ

ちらのほうに戻ってくるということでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） この本画ということで、

１３６点のうちから１点を貸し出したという形にな

りますか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） １１番米沢委員からあ

りました、貸し出しの件数ですけれども、本画を１

点ではなくて８点貸し出しをしております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ここでお伺いしたいので

すが、やはり後藤画伯の作品があるということで、

学校で一時、こういった美術系の勉強などもしたの

かなというふうに思いますが、地の利を生かした、

やはり学校教育、あるいは子どもたち、あるいはそ

ういう情操教育につなげるような、そういったもの

もいいのではないかなというふうに思いますが、こ

こら辺については、今までどういうような形で、当

初、これをまちが受け入れるという段階において

は、そういうものも含めた、やはりこういった作品

を生かして、町民にも親しんでもらう、多くの人に

も親しんでもらうというような中身もあったかとい

うふうに思いますので、その点、どういうふうに

なっているのか、ちょっとわからないのだったらわ

からない、できていなければできていないというこ

とで、それでよろしいのですが、お伺いいたしま

す。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） １１番米沢委員からあ

りました、後藤画伯のまちでいただいた絵の利活用

の部分ということでございますが、現時点では、学

校まで貸し出したという実態にはございません。最

近でいきますと、毎年、文化祭のときに本画を飾ら

れていただいてございますが、ただ、もともといた

だいたもので、まちでございますし、その中で、ま

ちとしても有効に活用させていただきたいという部

分もございましたので、今後、今、教育委員会の方

がいませんので、そういう部分と調整をしながら、

学校のほうからそういう要望があれば応えていきた

いというふうに思っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １１番米沢委員の御質問

にちょっと補足で答えさせていただきます。 

 後藤画伯のほうから、本画、それから素描をいた

だきまして、美術館側のほうでは、特に地域の子ど

もたちに、せっかくの機会ですので、多く見ていた

だきたいということで、子どもたちが無料で入れる

ような、そういう期間も一定程度持っていただきま

した。学校においても、それぞれ社会見学とか、そ

ういう中で、クラス単位とかで美術館を訪問してい

る実態にもあるのかなというふうに聞いておりま

す。 

 今、御質問の中に、今、総務課長もちょっとお答

えしましたけれども、例えば学校のほうに貸し出し

て展示をするとかというのは、これはなかなか難し

い問題もあるのかなというふうに思います。現実に

貸し出しするときには、専門の業者が専門の梱包を

して、専門の車で運び出すとか、そういうことにも

なりますので、ちょっと我々、トラックに積んで学

校に運ばせてもらって、子どもたちに、例えば体育

館に展示して見ていただくとかというのは、その辺

は少し条件的にも難しいものがあるのかなというふ

うに理解をしています。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） ７３ページの財産管理の

一般管理費の中の、こちらは旧江幌小学校の施設の

保守の関係が出ておりますけれども、当初予算１５

万円ということで、決算のほうは１２万１,６０８

円ということでありますけれども、この中身、保守

の中身について、ちょっと説明をお願いします。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） １２番中瀬委員からあ

りました、江幌小学校の施設保守の部分の内訳とい

う部分の質問に私のほうからお答えをさせていただ

きたいと思います。 

 こちらで決算書のほうに記載をさせていただいて

おります１２万１,６０８円の内訳でございます

が、このうち、電気保安管理に関する保守の分が６

万２,２０８円、それと、消防設備に関します保守

管理の分が３万７,８００円、それと、浄化槽の管

理の部分が２万１,６００円ということで、三つ合

わせまして１２万１,６０８円の費用となっている

ところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） この浄化槽の関係はある

のですか。基本的には使用されていない状態の中で

もそういった経費というのは必要になってくるの
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か、ちょっとお伺いしたい。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） １２番中瀬委員からあ

りました、旧江幌小学校の浄化槽の委託管理の部分

でございますが、旧江幌小学校につきましては、基

本、利用していただきたいという部分で、今、施設

を維持しているところでございます。その関係上、

浄化槽、一度とめてしまいますと、中の菌が全部死

んで、期間がたちますとだめになるという部分が、

初めはとめたのですけれども、そういうことが

ちょっと指摘がありましたので、いつでも使えるよ

うにということで、最低限ということで、浄化槽の

管理につきましては引き続きお願いをしているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） ８５ページの中段、ふるさ

と納税サイト運営、この関係でちょっとお聞きした

いと思います。 

 まちの自己財源の確保ということで、今までにな

い大きな財源として入ってきているのですけれど

も、このふるさと応援モニター制度の、まず受け付

けから、納品業者への最終決済ですか、そういうお

金の流れについて、ちょっと説明していただければ

と思います。 

○委員長（村上和子君） 地域活性化担当主幹、答

弁。 

○地域活性化担当主幹（浦島啓司君） ８番竹山委

員の御質問にお答えいたします。 

 平成２９年度の６月から始めたふるさと納税、ふ

るさと応援モニター制度なのですけれども、こちら

は全面的にポータルサイト、インターネットからの

入り口を運営する運営業者に委託しております。寄

附を希望される方は、インターネットからそのサイ

トにアクセスしてお申し込みいただくと。お申し込

みいただいたときに、寄附金額とともにとともに希

望するモニター商品、上富良野の特産品を選択して

いただいて、その受け付けされたものが委託業者か

ら上富良野町の協力事業者、各特産品を提供する事

業者のほうに直接商品のオーダーが届くようになっ

ております。協力事業者から寄附者のほうに、それ

ぞれ配送業者、大手宅配業者を使って配送いたしま

して、その代金については、サイト運営事業者に一

括してまちのほうからお支払いするという形になっ

ております。費用につきましては、委託事業者に対

する委託料もございますので、委託料の金額と商品

代金と配送料ですとか諸費用含めた金額を一括して

まちの歳出によって委託事業者にお支払いするとい

う形をとっております。 

 一方、歳入のほうは、委託事業者のほうで一たん

お預かりするという形をとった上で、１カ月ごと、

まとめて上富良野町の指定口座に入金するという形

をとって決済を完了されております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） 今、１カ月ごとと言われま

したけれども、これは月末締めになるのですか、そ

れとも、スタートが６月２１日ですから、２０日、

２１日締めの１カ月というとらえ方、どんなもので

しょうか。 

○委員長（村上和子君） 地域活性化担当主幹、答

弁。 

○地域活性化担当主幹（浦島啓司君） ８番竹山委

員の御質問にお答えします。 

 歳入につきましても委託料の払いにつきまして

も、いずれも１カ月の初日から末日までの月締めで

算定しておる次第です。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） そういうお金の流れという

のは大体わかりました。 

 そういう中で、今度、品物の流れのことになるの

ですけれども、モニター制度ということで取り組み

されて、アンケートを回収されているという内容

も、先日、資料でいただきました。その中で、お褒

めの言葉については全く必要がないというか、当た

り前のことだと思うのですけれども、資料としてい

ただいた、最後から四、五番目ですか、ランク的に

は５の表示がしてあって、全然だめだとか、返品し

たいとかいろいろな、ものが腐っていたとかという

ことでありましたけれども、その辺の対応について

は、役場のほうではどのようにされているのか、お

聞きしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） ８番竹山委員

の、ただいまのふるさとモニター制度の苦情といい

ますか、そういうものへの対処の御質問かというふ

うに思います。 

 基本的には、先ほど主幹のほうで申し上げました

委託業者さんのほうで全てそういう苦情については

対応していただいているということになります。そ

れで、今回、アンケートの結果でも出てきた厳しい

御意見等については、そちらの委託をしています運

営事業者のほうにも話がいっているということで、

両方にやっぱりそういうものは来ているというのが

実態でございますので、その都度、業務の契約の中

で、そういう苦情処理等につきましても運営会社の

ほうでやるということになってございますので、そ
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ちらのほうで完結をしているということになります

ので、特段、私どものほうから、そういうアンケー

トが送られてきて、その送られてきた方の個人に連

絡をするというような対応はしていないのが実態で

ございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） そうすれば、役場では何

も、俗に言う、手を染めないで、お金だけいただい

ているというような形だということになると思うの

ですけれども、いかがなものでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） ８番竹山委員の

御質問にお答えをさせていただきますが、そういう

契約の中でやってございますので、ただ、アンケー

トではなくて、直接電話が来るものもあります。そ

ういう場合については対応させていただきますけれ

ども、一応、要するに商品というか、モニター商品

の流れの中で発生したものについては、委託してい

る運営事業者のほうで一応完結ということで押さえ

ております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） そういう中でいきますと、

地元では、役場の担当のところでは、商品も一切見

ていない、そういう中でのものの動きで、お金だけ

が入ってくるというシステム、そしてクレームにつ

いては、さとふるですか、業者が受けて、業者が協

力納入業者に伝える、一方、役場にも伝えるという

中で、役場からはそういう強いというか、指導とい

うか、二重になるかもしれませんけれども、そうい

う方法はなぜとっていないのかというのをちょっと

お聞きしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） ８番竹山委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 苦情処理については、基本、そういうことになり

ますが、ただ、そういうものが運営事業者でありま

す、今、お名前出ましたさとふるとか、そういうと

ころからの情報が入ったときには、当然、さとふる

からも協力事業者、要するにモニター商品を提供す

る事業者にも注意を促しますし、それは最初の段階

でまちも協力事業者には、製品の管理とかはきっち

りするように指導、助言というのは行ってございま

すので、何もしないということではないということ

は御理解をいただきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） それはある程度理解すると

しても、今度、単独であった、腐っているとか、味

がおいしくなかった、以前食べたメロンと全然違う

ということで、たまたま食した日にちを見れば、９

月に入ってから、熟れるのを、熟すのを待って、

待って、待ってということは、多分、８月１５日ま

での締めきりというメロン関係の受付で、８月の、

もうメロンの最後の時期のメロンを取り扱うような

時期になったのだと思うのですよ。幾ら待っても熟

さない、それが九州で、ここより暖かいところなの

に、置いておいても熟さない、食べたらやっぱり甘

くないという、そういうようなときにはどのような

お考えをお持ちですか。申し込み期限をもっと前倒

しして、７月で切るとかというのは考えなかったで

しょうか。ただメロンを送ればいいというような、

そういうような、最初の時期ですから、そこまでど

うだったのかなというのもちょっとあわせてお聞き

したいと思います。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） ８番竹山委員の

御質問にお答えをさせていただきますが、私どもの

ほうとしては、協力事業者から送られる製品には、

基本的には間違いないというふうに思っておりま

す。ただ、やっぱりアンケートの中で、疑ってしま

う、大変申しわけないのですけれども、例えば二十

日間熟すとか、そういうようなことというのは、基

本的にあり得ないというか、二十日間たったら腐っ

たりもしますので、ですから、そのアンケートの回

答の真意というのがつかみづらいところがあるのも

事実でございますが、やはりモニター商品を提供す

る協力事業者の皆さんにも、製品については間違い

ないもの、自信を持って送れるものをということ

で、私どものほうとしてはお願いをする、そして、

それを実行していただく、それしかないのではない

かというふうに考えています。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） そういう中で、今、スー

パーとか何かの量販店とか何かでは、俗に言う、顔

の見える生産者ということで、顔写真などを店頭で

製品の前につけているのですけれども、そういうふ

うな形はとっているのでしょうか。食べごろの案内

だけの、文書だけの案内だけで終わらせているの

か。そうなれば、また責任を持つというか、時期的

な発送のものとか、そういうものについてももう

ちょっと配慮が出てくるのではないかと思うのです

けれども、提案にもなるのですけれども、どんなも

のでしょう。 
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○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） ８番竹山委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 それは協力事業者のほうで取り組んでいただいて

いるというふうに思っております。そういうことに

よって、自分の製品にも責任ということにもなりま

すし、相手方にも、生産地なり生産者の方を理解し

ていただく手段になっていくというふうに思います

ので、そういう商品の価値が上がるような取り組み

については、応援をしていきたいなというふうに

思っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） それから、今はネットでの

お申し込みに対するものなのですけれども、役場の

窓口への直接の申し込みとかというものはどうなの

でしょうか、取り扱いは。 

○委員長（村上和子君） 地域活性化担当主幹、答

弁。 

○地域活性化担当主幹（浦島啓司君） ８番竹山委

員の御質問にお答えいたします。 

 役場の窓口に直接来ていただいて、ふるさとモニ

ターのお申し込みという件数は、去年は実績はな

かったのですが、インターネット経由でなくて、

ファックスでなり郵送でお申し込みという方法も受

け付けておりますので、その方式を使った受け付け

も相当数ございます。去年の実績で、今ちょっと手

持ちがないのですが、２０件、３０件という単位で

お申し込みいただいておるところです。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） その場合、役場の担当者

が、次の作業というのですか、さとふるでは伝票を

協力業者に送るとかという作業がありますけれど

も、窓口で受けた場合はどのようにされているので

すか。手数料の関係とかもちょっとお聞きしたかっ

たものですから、お聞きするのですけれども。 

○委員長（村上和子君） 地域活性化担当主幹、答

弁。 

○地域活性化担当主幹（浦島啓司君） ８番竹山委

員の御質問にお答えいたします。 

 まちのほうで直接ファックスなり郵送でお受けし

たお申し込みについても、実は協力事業者に対する

発注が多岐にわたらないようにという配慮から、一

括してふるさと納税の運営サイトのほうにまた再依

頼という形で、代行、通常、希望者の方がインター

ネットで手続していただくものを、紙の申込書を通

じてまちのほうで代行して申し込むという形をとっ

て、そこから先の発注は委託事業者のほうで通常の

お申し込みと同じようなルートに乗って、商品代の

支払いから手数料の支払いからというものを一括し

て行っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかに。 

 ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） 関連で、今のものについて

お伺いいたします。 

 いわゆるふるさと納税という形で、全国的に展開

されたものに対して、まちとしてもモニター商品と

いうことで、２９年度に取り組んだことについては

大いに評価をするところでございますが、今、同僚

委員からもありました、いわゆるポータルサイトの

委託業者を通じて、今年度、取り組んだということ

で、それは多分、手探り状態の中で始めたことだか

ら、やむを得ないとは考えますが、今後、この経験

を生かした運営において、例えば数年先であったり

とか、翌年、３１年度とかということでもいいので

すけれども、将来的に、この運営方法をまち独自の

直轄でやるような考えというのはないのか、お伺い

しておきます。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） ６番金子委員

の、今後のこの事業の運営に関する御質問にお答え

をさせていただきますが、まちといたしましては、

現在の方法を踏襲していくというのが基本でござい

まして、直轄で職員を配置してやるという考えは今

のところは持ち合わせてございません。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） まちの考えですから、いろ

いろな考えがあると思いますけれども、今、同僚委

員からも出たように、少々加熱気味になったこのふ

るさと納税の返礼品に対して、総務省のほうも

ちょっと待ったをかけておる。上富良野町において

は、独自の産物というか、特産品を返礼に使ってい

るということで、旅行商品だったりとか、家電製品

だったりとかというものではないということで、そ

の心配はしていないのですけれども、やはり手数料

が高い、安いとかという問題ではなくて、いわゆる

まちに対して思いを持った人の納税の方に対する、

そしてまちの特産品を返礼するということで、顔の

見えるやりとりということは、やはりポータルサイ

トを使った、いわゆるカタログショッピング的な納

税のあり方というよりは、そもそも町長は、返礼品

ありきではないということであれば、早い段階で、

やはりこれはまちが直轄でやって、まちに対する思



― 16 ―

いに、していただいた寄附、納税の人に対する心の

こもった品物を返すということでは、早い段階で、

これはまちが直轄でやることが望ましいと考えます

けれども、この辺はいかがですか。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） ６番金子委員の御質問に

お答えいたします。 

 今、金子委員おっしゃったような、そういう事業

の精神的な部分、私たちもそのように、できればそ

ういう形でスタートをしたいというような思いもあ

りまして、基本的に協力事業者はそれぞれの、例え

ば何々商店であったり、個人の農家の方であったり

という形になりますけれども、そういうものを取り

まとめて、ものを受け付けをし、発送をしというよ

うな部分で、そういう全体的な管理事業者も、でき

れば町内のそういう、例えば商工団体であったりだ

とか、そういうところにぜひお願いして、自分たち

の地域の商品をしっかり確認しながら、苦情があっ

たときにはそういうものの対応もそういうところで

しっかりと受けていこうというようなものを設計を

しながら、そういう部分で調整も図りましたが、現

実的には、ポータルサイト、さとふるだったり、

今、ふるさとチョイス、いろいろなポータルサイト

がありますけれども、そちらのほうでそういうよう

なやっていただけるようなものというものは全て完

結しているようなシステマチックになっていますの

で、効率的にはそういうところが運営するのが非常

に効率的に物事が運ぶということで、そちらを選択

しています。 

 今言った精神的な部分で、そういうやはり地域の

ものを自信を持って、そしてまた、苦情があったと

きには地域がしっかりとそれに対応するような、そ

ういうものということで、全体の管理事業者につい

ても少し協議をしましたが、今、当初の段階では、

なかなかそういうものはできないという御返事であ

りましたので、そういうものが引き続き、まちでそ

ういうことをやっていけるような、そういう団体な

り、役場が直接というものは、これは相当の職員を

抱えながら、毎日何百件という単位のもので受け付

けがありますので、役場が直接それをやるというの

は、かなり条件的には厳しいのかなというふうに

思っています。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） ということは、考え方とし

ては、役場直営ということは将来的にもかなり難し

いところであるけれども、例えばそういうのを引き

受けていただけるような、町内の業者でそういう事

業精神があるような方がいれば、それは全くやぶさ

かではないということで、基本的には、なるべくな

らそういったポータルサイト等の運営から、いわゆ

る役場直轄、上富良野町の中で完結させる方向に進

みたいということでよろしいですか。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） ６番金子委員の御質問に

お答えいたしますが、基本的には、例えばですけれ

ども、商工会であったりだとか、観光協会であった

りだとか、そういうまちのＰＲをしっかりと司れる

ような、そういう団体が協力的にやっていただける

というような方向があるのであれば、それは検討の

余地があるのかなというふうに理解をしています。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） 関連で質問させていただき

ます。ちょっと話が前後になってしまうのですけれ

ども、傷んだ商品を受け取った方の気持ちというと

ころから質問させていただきたいと思うのですけれ

ども、任せているという言葉を先ほど使われていた

ので、ちょっとそこは何か責任がなさすぎるなとい

うことで、まちで認定したのではなかったのです

か、商社というか商店、上富良野町の。違うのです

か、まちで認定したのではなかったのですか。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） ３番佐川委員の

御質問にお答えしますが、協力事業者については、

産業賑わい協議会の中で議論を行って、最終的には

まちが決定するという形で決めさせていただいてお

ります。 

○委員長（村上和子君） ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） そうしますと、幾らポータ

ルサイトのさとふるにお任せしているといっても、

私たちのまちの上富良野町の産物を送るわけです

し、上富良野町としての責任があるではないです

か。お任せしているからいいというような問題では

ないと思うのですよね。これ、ふるさと納税の返礼

品が、本当に私、７年前から質問していて、やっと

なったのですよね。それで、地元の活性化にもなる

し、地元の商品を返礼品として送ることもできるし

ということで、延々と質問させていただいて、やっ

となったのですよ。 

 そのときに、返礼品が始まった６月２１日のとき

にも、定例会の前の協議会だったと思うのですけれ

ども、そのときも、皆さんの中から、選定の業者、

されたけれども、そこの人に任せて大丈夫なのか

と、皆さん心配していたのですよね。本当にきちっ

としたものを送ってもらえるのかと。それで、いろ

いろな方からも意見をいただいていたのですよね。 

 それで、今伺いたいのですけれども、腐ったもの
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だとか、とんでもないようなものが送られてきた、

そこのお店というか協力者、そこはどこなのです

か。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） ３番佐川委員の

ただいまの御質問にお答えさせていただきますが、

そういう商品が実際にあったかというのも、ちょっ

と事実確認もしていませんし、その商品がどこから

送られたというのは把握をしてございません。送っ

ていたとしても、把握をしてございません。 

○委員長（村上和子君） ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） 任せっきりということでは

なくて、やはり上富良野町のまちが使われるのです

よ。上富良野町のまちに寄附していただいているの

ですよ。だから、そこら辺の知る権利はあると思う

のですよね。私も、実はお盆のときに、お盆の

ちょっと前だったのですけれども、親戚の方が身内

で亡くなって、親戚一同が集まったのですよ。そこ

で、ぜひ上富良野町に、今、ふるさと納税で頑張っ

ているので、入ってほしいと、おじさんたちに頼ん

だのですよね。その段階で、５人も申し込みしてく

れたのですよ、インターネットでやるよと言ってく

れたり。まだまだ掘り起こしはできると思うのです

よね。たかがちょっと会っただけでもそれだけの数

になるのですから、まだまだ皆さんの親戚もいらっ

しゃるし、町民の方、それこそ自衛隊の上富良野の

駐屯地にいらっしゃった方が第２のふるさとと言っ

てくださっているのですから、まだまだこれからふ

るさと納税に、上富良野町に心を寄せていただける

方が私はいらっしゃると思うのですよね。そういっ

た人たちの期待を裏切らないようにするために、今

後の運営を、さとふるだけに任せることではなく

て、上富良野町としてもやっぱりかかわっていっ

て、上富良野町のいいところを、好印象を持って寄

附してくださる方を募るのが私たちの議会としても

今まで認めてきたところですし、行政側としても今

後の運営として頑張っていただかないといけないと

いうふうに思っているのですけれども、それについ

てはどんなようなお考えなのでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） ３番佐川委員の

御質問にお答えをさせていただきます。 

 ちょっと私も発言が足りなかったのかもしれない

のですけれども、佐川委員おっしゃるように、そう

いうまちへの応援してくださる方の思いですとか、

そういうものをきっちりと大事にしながら、まちの

ＰＲ、経済の振興につなげていきたいというふうに

思います。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） 業者というか協力者も、ま

ちで認定しているわけですから、そこら辺の責任を

もうちょっと感じていただいて、皆さんに心が伝わ

るような返礼品を今後も考えていっていただくよう

に、助言というか、そういうこともしていただかな

いと、ちょっと私たちも認めてきた責任がございま

すので、そこら辺はもっと本当に真摯に受けとめて

いただければというふうに思っていますので、よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（村上和子君） 答弁よろしいですね。 

 ほかに。 

 ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） 関連ですけれども、やっ

ぱり今、大いに不満とか、もう一切購入しないと

か、こういうことは、僕も何回かほかの商品をとっ

ても、なかなか書けないことなのですよね。まあま

あいいかと、普通だとか、これ、よっぽど憤慨して

いると思うのですよ、上富良野町の産品に対して。

これも、やっぱり佐川委員が言ったように、きちっ

と把握して、それをしないと、そしてそういうとこ

ろに通知していかないとだめだと思う。その辺、ど

のようなお考えですか。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） ４番長谷川委員

の御質問にお答えさせていただきますが、町民アン

ケートで集約した意見というのは匿名で来るので、

なかなかその辺、把握しきれない部分があるのです

けれども、委員おっしゃったように、やはりこうい

うのが本当に実際に起きて、それでまちも何もしな

いということになると、まちの評判も落とすことに

なりますので、その辺は委託業者のさとふる、今、

２社なのですけれども、そちらのほうとも、そうい

うお客様の苦情に対してはしっかり情報共有を図っ

て、そういう事実が確認された場合には、誠意を

持って対応をしていこうというふうに考えていま

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかに。 

 ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） こういう流れ、お金の流れ

が早いだけに、いろいろ参加してくださった全国の

皆さんから、希望資金の使途についてアンケートも

とっておりますよね。アンケートというか、私のお
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金はここに入れてください、ここに回してください

というような中で出ていますけれども、それらにつ

いて、例えば十勝岳の魅力再発見事業とか、十勝岳

防災云々とか、ラベンダーのまちづくり事業にと

か、そういう関係で出ていますけれども、これらに

ついての受けた側の町の動きとしては、何か計画さ

れているもの、今年度に計画されているものという

のはありますか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） ８番竹山委員からあり

ました、ふるさと納税含めて寄附をいただいた分の

使途という部分でございますが、現時点でモニター

事業で受けている部分も含めて、基本は全て目的の

基金化に、それぞれ寄附者の意向に沿う基金のほう

に積むということで整理をしているところでござい

ます。その部分を使って、今、これに使うという部

分の計画につきましては、今後の検討する中で考え

ていきたいと思っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ８番竹山委員。 

○８番（竹山正一君） そういう中で、先ほど言い

ました、お金の流れは早いのです。早く入ってきて

いるのです。支出のほうは、今、基金に積むという

のはたくさん出ています。これもわからないわけで

はないですけれども、今まで予算がなくてやれな

かったとかという、できそうな内容について、この

資金を投入して、早く形にして、早く納税していた

だいた全国の皆さんにその内容を報告する、あなた

のお金はこういうふうになりましたということで、

先ほどの見える化ではないですけれども、できたも

のを、形のあるものであれば写真に撮る、こういう

内容を進めているというものであれば、そういう報

告をすべきではないでしょうか。ということは、ま

だ初年度ですから、それらに対する費用は発生して

きていないのですけれども、これらは早く取り組む

べきで、基金に積めば、またある期間ということ

は、年度、新年度まで動かないような気がするので

すよ。ですから、そういう中での動きを早くつけて

やってもらえればと思います。どんなものでしょう

か。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） ８番竹山委員

の、そういうせっかくいただいた寄附に対してしっ

かり支出をする、そういうものを寄附いただいた方

にお知らせするという御質問かというふうに思いま

す。 

 基本的には、やはりそういう寄附していただいた

方の意向に沿った形で、その事業化というのは配慮

したいというふうに思いますし、委員おっしゃると

おり、どういうふうに使われたのかというのは、そ

ういうのもきっちりと情報発信していくべきだとい

うふうに思ってございますので、そういう形でとり

進めてまいりたいというふうに考えております。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） ７３ページの工事請負費の

中で、旧東中中学校屋上防水改修ということで、管

理されていると思いますけれども、この建物、今、

中学校として当然使っては、教育財産から一般財産

になって、使っておりませんし、この後、上富良野

町としても、これをどういうふうに使うかというこ

とはなかなか明確化されていないのですが、こう

いったところを高額な費用をかけて改修して、その

後の方向性というのは今どういうふうになっている

か、お聞かせください。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） ６番金子委員からあり

ました、旧東中中学校の屋上防水改修の関係でござ

いますが、こちらにつきましては、東中中学校、閉

鎖しております校舎の隣にあります体育館の入り口

の部分が、いわゆる無落雪の屋上になっているとこ

ろでございますが、こちらにつきましては、おとと

し、ちょっと屋根の屋上防水が破れて、中に水がし

たたっているというのがわかりまして、今現在は完

全閉鎖ということでしてございますが、ただ、その

まま何も手を打たないで置いておきますと、中が全

て水浸しになるということもございまして、施設を

最低限維持することから、そこの部分の、こちらは

ちょっと改修というふうな表示をしておりますが、

雨漏りをしないように修繕で対応させていただいた

ところの費用になってございます。 

 以上です。 

○６番（金子益三君） どういう方向性に持ってい

くのかということを聞いているのです。工事はどう

いう工事をしたかはわかっています。この建物を、

今後、まちとしてどういうふうにしていくのですか

ということを聞いているのです。 

○総務課長（宮下正美君） 失礼いたしました。 

 東中中学校につきましては、現在は最低限の完全

閉鎖ということでございますが、ただ、施設自体に

ついては、今現在も、いわゆる利活用の募集提案と

うのは受け付けてございますので、ぜひその中で利

用をまず待ちたいという部分ということで、今時点

であそこ自体を壊してしまうということはございま

せんので、できれば、特に体育館等につきましては

利用をしていただいて、有効活用を図っていただき

たいという思いで、今、管理を最低限しているとこ
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ろでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） ということは、基本的に最

低限の補修をしながら直しているという答弁であり

ましたけれども、あの敷地と建物と合わせた形で、

今後においてあの場所を利活用したいという方につ

いては、建物もあわせた使い方をする人を基本的に

は求めるということなのですか。さら地でほしい人

にはということは想定はしていないということです

か。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） ６番金子委員からあり

ました、東中中学校の利活用の部分でございます

が、基本は今の現状のままで利用していただければ

一番ありがたいなというふうに思っていますが、た

だ、実際に利用していただくときに、土地だけが必

要であれば、そのようなことも検討しますし、た

だ、結果、どこかだけが一部だけ残るような形にし

ますと、残った部分がありますので、最終的にはい

ろいろな利用者提案があった中で、検討して、変な

話ですけれども、建物を壊す費用を含めて、変な話

ですけれども、まちが大きな負担をしないでできる

のであれば、さら地にして利用していただくことも

ありますし、建物を使うよという部分であれば、そ

のようにも考えていきたいと思いますが、今時点

は、こういうふうに使ってくださいという利用募集

はしてございませんので、ぜひあの場所を、こうい

う土地、建物のついた場所をぜひいい利活用の提案

はございませんかという募集で今はしているという

ことで御理解いただきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） では、ちょっとお聞きした

いのですけれども、今現在のところでは、全国から

あそこの場所のこういった利活用をしたいとか、こ

ういう目的であの場所を譲ってほしいとかというよ

うなことだったりとか、そういう人とか、まちとし

て、あそこをぜひこういうことで使ってくれとかと

いうことの提案とかというのは一切ないということ

でよろしいですか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） ６番金子委員からあり

ました、東中中学校に対する利用提案の募集という

ことでございますが、具体的な、今、書類として上

がってきているものは現時点ではございません。た

だ、年に数件、いわゆる電話等での問い合わせにつ

いてはありまして、そういうところにつきまして

は、関係する資料を送らせていただくこともあるの

ですけれども、それから次のステップにつきまして

は、なかなか返事がないというのが現状でございま

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） 先ほどの江幌小学校にして

もそうなのですけれども、廃校になってから普通財

産に変わって、経年、たっておりますけれども、他

の自治体などの例を見ると、結構行政としても企業

側に、例えばのしをつけるという言い方はおかしい

ですけれども、ある程度整備をして誘致を図ったり

していますよね、ＩＴ産業の会社であったりとか、

一方で外国人の受け入れ体制をするような場所。ま

ちとしては、そういうこちら側からのアクティビ

ティな動きというものはとっていかないのですか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） ６番金子委員からあり

ました、東中中学校を含めた江幌等の遊休資産のい

わゆるＰＲという部分の取り組みの関係の御質問で

すが、私ども担当レベルでは、書類を持ってそれぞ

れの企業に営業に回るという部分については、今の

時点では取り組んではいないところでございます。

やっているのは、文科省のホームページと、まちの

ホームページと、あと、話でありますのは、町長が

東京等の企業訪問等に行ったときに、そういう話

を、書類をつくってございますので、そういう書類

を持ってお話をしてくるということまでの取り組み

になっているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） なかなか成果が上がってい

ないというところが現状なのかなと思いますが、先

ほどから同僚委員も言っておるように、ただ置いて

おいても、だんだん施設維持というのが膨らんでい

き、このように老朽化していけば、一部多額な投資

をしながら補修もしていかなければならないと思う

のです。だから、どこかの段階で、建物の維持にし

ても、それから活用方法にしても、しっかりとした

目途をつけないと、ただただ最低限の維持だとは言

いつつも、使われない、また、目的のないまま前に

進んでいくのは、ちょっともったいないような気が

するのですよね。ですから、すぐ壊せということで

はないのですけれども、ある程度一定程度の、まち

も計画を持って、こういった廃校跡というものの進

め方を強くやっていかなければならない時代だと思

うのですけれども、その辺はいかがですか。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） ６番金子委員の御質問に

お答えいたします。 
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 旧東中中学校、それから旧江幌小学校が廃校に

なって、今、現実的には利用がないような状態でと

きが過ぎているという状況になります。地域の方た

ちともいろいろ協議をしながら、また、まちにおい

ても、あの施設をどういった利用方法が考えられる

のかというようなこと等も、これまでいろいろと内

部の議論もしてまいりましたが、基本的にどういう

利用がいいのかということについては、まちにおい

ては基本の考え方は持ち合わせていません。例えば

宿泊の研修所のような利用、そういうような利用を

したいとか、工場にしたいとか、何にしたいとかと

いう、まちでのそういう計画は持ち合わせておりま

せんので、こういう利用のために誰かいませんかと

いう、そういうＰＲにはなってございません。それ

ぞれの、あそこの土地、建物等を使って、こういう

利用をしたいという募集を待っているというのが現

状でありますので、今、委員おっしゃるように、と

きがたっていけばどんどんどんどん建物は古くなっ

ていって、いっときは建物としても、人がいれば補

修をしながらといいますか、管理をしながらという

ことで長い間使えますけれども、利用しなくなれば

どうしても傷んできますので、そのときどきに、場

合によって、解体しなければもう建物として使えな

くなってしまうという時代を迎えることもあるのか

なというふうに思っておりますので、そんなことを

含めて、今後どういうような方向性が考えられるの

か、地域の皆さんとも協議をしていくような、そう

いう場面もまた必要なのかなというふうに思ってい

ます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 今後の、カビだとか、使

わないと、においがもう既にあそこはしていると思

うのです。今後、恐らくまだ修繕、維持するために

しなければならない箇所等があるのかなというふう

に思うのですが、そういうものは現時点ではどのよ

うに想定されておりますか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） １１番米沢委員からあ

りました、旧施設の部分ですが、東中中学校の部分

についてということでよろしいでしょうか。東中中

学校につきましては、前も言いましたが、今は完全

閉鎖の状態になっているということでございますの

で、今の時点でどこかに手をつけるということは想

定はしておりません。ただ、先ほど言いましたよう

に、ちょっと雨漏りがしていた部分の改修と、昨年

も風で屋根がちょっと飛んで、一部壊れましたの

で、近くに小学校等もあるということで、後日、そ

こが大きく破損しても困るということで、一部屋根

を少し直させていただいてございますが、基本は、

そういう周りに悪影響を与えない中で、最低限の管

理をしていきたいというふうに思ってございますの

で、今時点で中を大きく何かするということは予定

をしておりません。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 何かするというのではな

くて、全くしないということでわかりました。 

 まちというのは、非常にそういうことではだめで

はないかなというふうに思うのです。住民の要求と

したら、やっぱり宿泊施設だとか、やはりそういっ

た文化的なギャラリーにしてほしいだとか、いろい

ろな要素があります。場所がどうかという設定もあ

ります。しかし、私は、将来、上富良野にもっと地

方から人を呼びたい。総合戦略に基づいて、あるい

は地方戦略に基づけば、やっぱりそういう活用をし

ながら、いかに上富良野に来てもらって、そこで体

験してもらってということの、やはりきちっとした

戦略を持って、あそこの学校を、跡地を活用するの

かということを持たないと、ただ朽ち果てるまで待

つというのであったらば、これは誰でもできるわけ

でありまして、皆さん方、いろいろ考えていらっ

しゃると思いますので、僕以上に非常に深く考えて

いらっしゃると思いますので、やっぱりそういう戦

略を持ってあそこを整備して、活用するというよう

な、やはりそういう方向性を、副町長、見出すべき

だというふうに思いますが、どのようにお考えで

しょうか。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １１番米沢委員の御質問

にお答えしますが、現時点でまちがあの施設をどの

ような利用がいいのかという、そういう具体の計画

は持っていないのは、これまで答弁したとおりでご

ざいます。将来にわたってどうするのかということ

については、検討材料かなというふうに理解をして

おります。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） この間も検討しますとい

うことでずっと来ているのですよね。それは検討で

なくて、検討していないということの判断で私はし

ております。ですから、確かにいろいろな投資はか

かります。投資しないで物事は進まない、進めるわ

けにいかない。損して得をとれということもありま

すけれども、しかし、私は何らかのやっぱり方向性

を見出そうとすれば、それなりの負担、リスク、い

ろいろあるのだろうというふうに思います。住民の

方々も、宿泊施設や研修施設の場所がないというよ

うな話もありますし、ギャラリーとしても展開でき

ないのかというような、そういう話もちょっと伺い
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ます。そういうものも含めて、今後のやっぱり活用

の仕方等々、生かしながらやるべきだというふうに

思いますが、そういった方向性というのは全く今後

も考えないということですか。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １１番米沢委員の御質問

にお答えいたしますが、先ほどお答えしましたよう

に、検討していきたいというふうに思っておりま

す。地域の皆さん、例えば東中中学校であれば東中

地域の皆さんから、例えばこの建物を、今、委員

おっしゃったように、そういう研修所にしてほしい

とか、ギャラリーにしてほしいとか、例えば何かカ

フェにしてほしいとか、そういったような御意見を

私たち賜ったことはこれまでないのかなというふう

に思っています。先ほど言いましたように、例えば

地域で何か思いがあるのであれば、そういうことも

含めて、地域の皆さんとまた共有できるような、

せっかくこういう地域だから、こういう利用をして

ほしいなというような思いがあれば、それが直接ま

ちが事業主体となってできるような事業なのか、民

間の方に協力をいただくようなことなのか、いただ

いた意見の中で、例えば端的に言えばホテルにして

ほしいというようなことであれば、そういうホテル

をやっている事業者に今度営業していかなければな

りませんので、そういう意味で検討を進めたいとい

うことで先ほど答弁させていただいたところでござ

います。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 多様な運用の仕方、活用

の仕方というのはあるのだろうというふうに思いま

す。特別支援学校を設置できないかだとか、不足し

ておりますし。単に地域の住民の方の理解や、アン

ケートをとりながら求めるというのも必要ですが、

やはり町民の方がどういうふうに思っているのかと

いうことも含めた、やっぱりアンケートをとったり

だとか、何らかの意見を公募したりとかするという

のも一つの方法ではないかなというふうに思いま

す。やはりそういうものを生かしながら、将来の活

用のあり方というのをぜひ検討すべきだと思います

が、確認いたします。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １１番米沢委員の御質問

にお答えいたします。 

 例えば地域の皆さんにアンケート調査をしたりと

かということは貴重な御意見ということで承らせて

いただきたいと思います。せっかくの機会ですの

で、ぜひ議会の皆さんともそういった議論ができる

ような、そういう場が設定できればいいのかなとい

うふうにも思っているところであります。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） ページは７９ページです。

主要成果報告にもなかったのですが、現在は消費者

庁にまでなっておりますので、消費者問題対策費と

いうことで今上がっていますけれども、これについ

て伺いたいと思います。 

 三、四年ぐらい前から、たしかこの９９万円に、

広域消費生活相談負担ということで金額が上がった

と思うのですけれども、何件ぐらいの相談があった

のか、伺いたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（北山雅幸君） ３番佐川委員の

御質問にお答えします。 

 富良野地域広域消費者センターで受け付けした平

成２９年度の合計が１９７件で、上富良野について

は３３件になってございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） どのような内容だったの

か、ちょっと伺いたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（北山雅幸君） ３番佐川委員の

御質問にお答えします。 

 相談内容としましては、架空請求詐欺ですとか、

インターネットの請求詐欺、あとは、ものを買っ

て、商品が悪いので返したいといったような部分の

相談内容だとか、一番多いのは、やっぱり架空請求

詐欺が多いです。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） テレビだとかいろいろな広

告だとかもよく見るのですけれども、詐欺まがい

の、インターネット関係のものも出ていますし、新

聞等々にもよく出ていますよね。でも、富良野の広

域消費生活相談の負担ということなので、この富良

野圏域でどのような活動をしているかが全然、私、

余りわからないのですよね。新聞だとかテレビと

か、やっていますよ、最近も、スマホでもちゃんと

出てきますし、ぼんぼん出てくるのはわかるのです

けれども、富良野にお任せしていて、広域でやって

いただいているというのはわかるのですけれども、

９９万円もかけてどんなような内容がどのように動

いているのかが全然わからないのですけれども、こ

こをちょっと伺いたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（北山雅幸君） ３番佐川委員の

御質問にお答えします。 

 消費生活センターの予算の中身ですが、相談員が
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３名おります。その相談員の人件費で、管理者が１

人いますので、その管理者の部分が１人分、あとは

会館の使用料だとか、インターネットの利用料だと

か、まず人件費と、管理費の部分で電話代、電気

代、灯油代、インターネット代とかコピー代とか、

そういった部分で８５万円ほどかかっています。報

酬については、先ほどの３名分と、管理費の部分で

約４００万円ほどかかっていまして、その部分を５

市町村の相談件数で、人口割と均等割とございまし

て、維持管理費の部分が人口割が５０％で、相談件

数の割合が５０％、相談業務費の部分については、

これについても人口割が５０％と、相談件数が５０

％で、それぞれ比率をかけて、上富良野町について

は９９万円の負担となってございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） 内訳は詳しく、詳細は今

言っていただいたので、ちょっとメモは全部できま

せんでした。 

 私が言いたいのは、需用費だとか、いろいろなも

のがかかるのはわかるのですよね、人件費だとか。

だけど、富良野圏域として消費問題の周知だとか、

いろいろなことをしないといけないと思うのですよ

ね、実際は。そこら辺はどういうふうになっている

のですか。上富良野の消費者協会の方たちはどんな

ことをやっているか、私も１回入っていたのでわか

りますよ。でも広域の部分で、もっと活動しないと

いけないと思うのですよね。富良野市は富良野市で

ちゃんと消費者協会がありますし、上富良野もある

のですよね、団体が。あるのだけれども、広域で負

担している以上、もっと富良野圏域でどのような活

動をするかというか、そういうふうな部分について

のお金の動きはないのですか。ちょっとそこをお伺

いします。 

○委員長（村上和子君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（北山雅幸君） ３番佐川委員の

今の御質問にお答えします。 

 負担金の９９万円については、今お答えしたとお

り、人件費と事業をやっていく事業費、相談業務費

の部分のお金の部分の負担になってございます。消

費生活センターの周知につきましては、広報等で周

知はしてございますけれども、広く町民の方に周知

というか、業務というか、広く知らせるようなこと

はしていない部分で、広報のみで今はやっている現

状でございます。 

○委員長（村上和子君） ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） ということは、消費者庁も

あることですから、できたことですから、多分、消

費者庁のほうから、地域の消費者団体のほうにも、

補助とか、多分おりていると思うのですよね。多

分、広域だからこそ、余計にそういった部分はおり

てくると思うので、そこら辺の金額がわかれば教え

ていただきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（北山雅幸君） ３番佐川委員の

今の御質問にお答えします。 

 金額の部分についてはちょっとわからないのです

けれども、今現在、相談員については、専門性が、

２年前に国家資格になってございます。消費者生活

センターで雇っている職員については、道内の研修

等をして、富良野市が認めた人という形で相談業務

を受けてございます。ベテランの方が２名いまし

て、残りの１名については５年ぐらいしかまだやっ

ていない部分で、相談業務の部分についてはちょっ

と慣れていない部分なのですけれども、専門性のあ

る方、２人がいますので、上富の人が役場に来て相

談する部分があるのですけれども、そこの部分につ

いては、ちょっとわからない部分は消費者生活セン

ターの相談員に相談してほしいという形で今のとこ

ろはやっている現状でございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ３番佐川委員。 

○３番（佐川典子君） お金がそういうような形で

使われているのがわかりました。でも、これ、被害

者や相談者がいる以上、こういったものを町民にも

粗々やっぱり知らせる、そういう周知の場というの

が絶対必要だと思うのですよね。今後、広報等も活

用して、こういう広域でこういう活動をしていると

いうことで、もう少し、今もやっているとは思うの

ですけれども、なかなか目につきづらいというとこ

ろがあるので、もう少し広くやっていただければな

と思うのですけれども。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北越克彦君） ３番佐川委員の、

消費生活センター等々のＰＲの関係だろうというふ

うに思います。広報等で御紹介しているところでご

ざいますが、今後につきましても、広報、あるいは

防災無線等で働きかけをしてまいりたいというふう

に思っています。また、４月等々には生活安全推進

協議会等の総会等もありましたが、その折に、富良

野の消費生活センターのほうから３名来ていただき

まして、学習会というか勉強会のようなこともして

いただいたところでございます。また、出前講座等

もありますので、進めていきたいとも思いますし、

今後につきましては、架空請求詐欺とか、いろいろ

な形の中が、スマートフォンを利用した詐欺という

こともふえてきておりまして、中学生、高校生に向

けた勉強会というものを、富良野からこの先生方に
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来ていただきまして、各学校のほうと、今後の協議

になっていきますけれども、出前講座といったよう

な形で、学校のほうにも、子どもたちにも進めてい

きたいということで、この富良野消費生活センター

のほうを利活用していきたいというふうに考えてい

るところでございます。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ７５ページの富良野広域

連合推進という形で、これ、わかるかどうか、

ちょっとお聞きしたいのですが、現在、上富良野町

の消防職員等の充足率というのは、現状、どうなっ

ているのか、わかればお伺いしておきたいと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） １１番米沢委員からあ

りました、消防職員の充足率の関係でございます

が、済みません、現時点では把握をしておりませ

ん。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 後でもいいですので、わ

かった時点でお知らせください。 

 それと、ここにかかわって、広域で自立圏構想と

いう形で、この富良野圏域で実施されております。

成果報告書の中には、年、会議１回開催されたとい

う形になっておりますが、地域の利便性の向上を図

るために、各施設等も各市町村の人が横断的に利用

できるというものも含まれていたのか、それ以外の

地域を活性化するという形があったのかなというふ

うに思いますが、現在、この取り組みというのは、

なかなかちょっとどこにも成果として見受けられな

いので、会議が１回あったという、この報告書の中

には示されておりますが、どういう方向で今進んで

いるのか、この内容等について、現状についてお伺

いいたします。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） １１番米沢委員

の、ただいまの富良野自立圏の御質問にお答えをさ

せていただきますが、年に１回の会議でございます

けれども、この自立圏の計画がございまして、それ

ぞれ計画の中に独自の事業というのはそんなにない

のですけれども、実態としては、各市町村で、構成

自治体で抱えている計画を持ち合わせて、それで一

つの富良野圏の自立圏構想の計画にしているのです

が、そちらのほうの事業の進捗状況、進行管理、こ

ういうものを主に会議で行っているという内容に

なってございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 現状としては、以前、計

画は恐らく出されたのかなというふうに思います

が、その計画の進捗状況、上富良野町で幾つか計画

されたのがあるかというふうに思いますが、現状、

どうなっているのか。また、これにかかわった交付

税措置等、お金等が、実際、来ている部分があるの

か、ちょっとわかりませんので、その点、どのよう

になっているのか、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） １１番米沢委員

のただいまの御質問にお答えさせていただきます。 

 後ほどお答えをさせていただきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） それでよろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） １１番米沢委員からあ

りました、定住自立圏に関します交付税措置の関係

でございますが、こちらにつきましては、基準を満

たしてございますので、交付税の中で算定がされて

いるところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 次にお伺いしたいのは、

７５ページの移住・定住の問題なのです。ここでお

ためし暮らし住宅という形で、現状、旭町の教員住

宅跡地を利用しているという状況があります。近

年、近隣のこういう住宅を見ましたら、やはりすば

らしいというところまでいかないにしても、やはり

設備等を斬新にして、定住のための住まいとして活

用しているというふうに見受けられます。ところ

が、上富良野町に至っては、従来どおりの枠で、投

資もさほどしないという形になっております。何事

においても、やはり一定、投資というのは必要だと

いうふうに思いますが、これ以上、もう上富良野町

に地方から人が来なくてもいいというのであれば、

それはそれでいいのかもしれませんが、しかし、こ

れにかかわって、しっかりとした、やはり今風のと

ころまでいかないにしても、形を変えたお試し住宅

を、やはりきちっとした対応が必要ではないかとい

うふうに思いますが、この点は以前からも課題とし

て上げられておりますが、一向に検討する、現状で

いいというような話で、進んでいないという現状に

ありますが、この点、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 
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○企画商工観光課長（辻 剛君） １１番米沢委員

の、定住・移住のおためし暮らし住宅に関する御質

問にお答えをさせていただきます。 

 委員、御指摘のとおりかなというふうに私も実感

をしているところでございますけれども、やはり入

居者の皆さんからも、やっぱり老朽化というのは指

摘されているということで、それに伴って、やはり

虫が入ってきたりとか、そういう状況は聞かせてい

ただいているところでございますし、確認をしてい

るところでございます。今までそういう具体策的な

ことがなかなかなされていなかったというか、その

都度、維持修繕を図りながら、適切な運営に努めて

きたところでございますけれども、今、住宅がなか

なか新築するというのは考えづらいのですけれど

も、場当たり的な修繕ではなくて、リフォームもそ

の一つかなというふうにも思っておりますし、そう

いう方法も含めた中で、建物については検討してい

るところでございます。ただ、まだ事務レベルの段

階でございますけれども、そういうものとあわせま

して、あと、おためし暮らし住宅につきましては、

結構リピーターの方が多くて、そういう部分で、ど

ういう方を招き入れるか、入居していただくかとい

う部分も含めて検討をしていきたいというふうに考

えています。 

○委員長（村上和子君） 途中ですけれども、暫時

休憩といたします。 

 再開は５５分といたします。 

────────────────── 

午前１０時３９分 休憩 

午前１０時５５分 再開 

────────────────── 

○委員長（村上和子君） 休憩前に引き続き、委員

会を再開し、質疑を続けます。 

 その前に、先ほどの広域連合の答弁を、総務課

長、よろしくお願いいたしたいと思います。 

○総務課長（宮下正美君） １１番米沢委員からあ

りました、消防職員の充足率の数字の関係でござい

ますが、２７年度の実績数字という形になります。

申しわけありません、広域連合ですので、広域連合

全体の消防の数字ということでお聞きをいただきた

いというふうに思いますが、確認した結果、現行の

広域連合の保有車両に対しましての定数につきまし

ては２２４名というところになりますが、実際にい

る職員につきましては、そのうち１２１名配置がさ

れているということで、充足率につきましては５４

％の充足率というふうになっているそうでございま

すが、ただ、全国的な広域連合規模の部分でいきま

すと、この充足率五十数％というのがほぼ平均的な

数字ということで確認をしたところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） 先ほど１１番米

沢委員の富良野地区定住自立圏に関する御質問にお

答えをさせていただきます。 

 その進捗状況ということでございますけれども、

計画当初から向こう５年間の予算、事業予算の計画

をそれぞれの事業ごとに示してございまして、やは

りこのビジョンの計画を円滑に進めるために、既存

の事業でありますとか、向こう５年間、必ず行われ

る事業、そういうものを抽出した中で構成している

という部分もありますので、そういう点でいきまし

て、進行についてはおおむね計画どおり進んでいる

という認識でございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） 御質疑ございませんか。 

 ９番荒生委員。 

○９番（荒生博一君） 同僚委員の定住・移住促進

費に関して、関連と申しますか、確認させていただ

きます。 

 当初予算では、イベントの出展料が１５万円、そ

れから、特別旅費が１５万円に対し、この間、補正

を行い、出展料のほうが４５万円、それから、特別

旅費が３１万９,７２０円という結果に基づき、成

果報告書では１８ページになりますが、昨年度の実

績数を見ても、移住実績は、昨年、８件、１５名に

対し、わずか１件、１名、それから、ホームページ

のアクセス数も３,７００件以上ダウンしていま

す。相談件数というのも５０件弱、４７件ダウンし

ておりますが、この補正までして、いろいろとＰＲ

を重ねた結果が、残念ながらこの数字だということ

は、結果ですので、それは致し方ないとしますが、

特にホームページというのは、私も一般質問で、こ

の間、再三リニューアル、それから、ページのアク

セス数が減というのは魅力がないからということに

尽きますが、全くもって新しい情報というのが更新

されていません。まず、どういった形でこの１件、

１名という形を総括し、今後の反省点にしているの

か等々、確認させていただきます。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） ９番荒生委員か

ら、定住・移住対策の効果といいますか成果に対す

る御質問というふうに思っておりますけれども、こ

ういうやっぱり厳しい数値が出るということは、そ

の取り組みの成果ということにつながりますので、

いろいろ効果的なそういう方策を考えて実践をして

いくというように答弁するしかないのかなというふ
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うに思いますけれども、やはりその辺はさらに反省

するところがあるのだろうというふうに思ってござ

いますので、ちょっとまた来年からの計画がありま

すのでという話になってしまうのですけれども、

今、そういう中で、来年度からを開始年度といたし

ます定住・移住計画を、今、総括とともに策定して

いる段階でございますので、その中でしっかりと、

先ほど１１番米沢委員から御質問のあった点も含め

まして、より効果が上がるような、そういう方策が

実践できるような計画としていきたいというふうに

考えてございますので、御理解をいただきたいと思

います。 

○委員長（村上和子君） ９番荒生委員。 

○９番（荒生博一君） では、そのような実践的な

施策を期待しつつ、ちょっと中身なのですけれど

も、ホームページに関しては、担当が総務課になる

のかどうか、確認なのですけれども、ことしになっ

てから、ちなみにですけれども、２月１日、６月７

日と、毎年同じような時期に、おためし暮らし住宅

に関しての案内であるとか、利用の開始がありまし

たというような情報の後に、ことし、珍しく８月３

１日に、新しい物件情報を掲載しますというお知ら

せが入り、こちらというところをクリックすると、

掲載されている物件の画像の横に、３月５日掲載と

なっているのですけれども、この６カ月のタイムラ

グという意味がまずわかりません。 

 あと、ついでにホームページということにおいて

は、総務課の２款ですので、１点、忠告しておきま

すけれども、４月の頭の人事異動に基づき、いろい

ろと部内で人事が異動になっているのですけれど

も、いまだかつて我々の議会事務局、組織図をごら

んいただくと、まだ林敬永氏の名前になっていま

す。深山局長の名前はありません。どうなっている

のですか。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） ９番荒生委員の

御質問というか御指摘については、ホームページの

運営管理がまずいということで反省しまして、より

情報の更新等は損失のないようにしっかりと取り組

んでいきたいと思います。御理解いただきたいと思

います。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 ９番荒生委員。 

○９番（荒生博一君） 確認なのですけれども、

今、ホームページ上のｗｅｂ管理というのは、宮下

課長を中心に、何名の体制でやっているのかわから

ないですけれども、課長だけでやられているわけで

はないですよね。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） ９番荒生委員からあり

ました、ホームページの管理の関係でございます。 

 ホームページ全体の運用管理につきましては、総

務課が所管をしてございますが、各内容につきまし

ては、各それぞれ所管の中で確認をしていただいて

おります。ただ、更新作業自体は、各所管から連絡

をいただきまして、総務課の、今、担当職員のほう

で対応させていただいているということでございま

すので、先ほど議会の部分が更新がかかっていな

かったという部分の御指摘もいただきましたので、

早急に確認をして、内容を更新するよう努めていき

たいと思いますので、よろしくお願いします。 

○委員長（村上和子君） ９番荒生委員。 

○９番（荒生博一君） やはり情報化社会ですの

で、日々、情報は更新されるべきと思いますが、も

ちろんホームページを見ると、必要な順番でしっか

りとプライオリティをつけてアップしているのはわ

かるのですけれども、本当にタイムラグがあり過ぎ

て、はっきり言って全然だめだと思いますが、もう

一度、体制、何人でやっているのか、それから、各

所管からいただいた情報をアップする作業員は課長

を含め何人なのか、教えてください。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） ９番荒生委員からあり

ました、ホームページの管理の関係でございます

が、総務課内で実際に作業が行えるのは私を含めて

２名でございます。それ以外にも、町民生活課の自

治推進班につきましては、それぞれ自治推進班で個

別の部分については更新をしているという内容にな

ります。それ以外の部分につきましては、基本、総

務課のほうに連絡をいただいて、直すという形で対

応しているところです。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 関連でお伺いいたしま

す。 

 恐らく今、話を聞いていたら、それぞれの職員が

仕事を、当然ですが、持っていらっしゃいます。そ

ういう中で、ほかの事業もやりながらということ

で、相当苦労しているのだろうというふうに思って

見ているのですよね。そうすれば、それで自分たち

で手が回らないということになれば、一定、臨時で

もいいですから、そういう知識のある方を一定採用

して、きちっとそういう人と連絡をとりながら、

ホームページをきっちりとアップして整理するとい

うような手法も必要ではないかなというふうに思う

のですが、現状の中で、恐らくぎりぎりのところで

それぞれの職員の方、やられているのかなというふ
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うに思いますが、そこら辺は現状の人数で対応でき

るのかどうなのか、ちょっと疑問がありますので、

確認しておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １１番米沢委員の御質問

にお答えいたしますが、ホームページにつきまして

は、情報が古くなっているものや、更新がされてい

ないものというのがたびたび散見されるという形と

いうのは、これはしっかりと反省していかなければ

ならないなというふうに思っています。 

 先ほど総務課長がお答えしましたように、それぞ

れの情報についてはそれぞれの課から上がってきま

すので、それぞれの所管のほうから、変わった部分

については、ここはこういうふうに変わったから修

正してねということで、総務課のほうに連絡が来な

ければ、総務課のほうで、あれだけの情報を毎日、

新しくなっているか、古いのがないかというチェッ

クができませんので、基本的にはそれぞれの所管、

所管の中で、情報が新しくなったものはそれぞれ総

務課のほうに連絡をいただくという形になっていま

す。 

 そのようなことで、組織全体の全職員の中で反省

すべき課題だというふうにも思っておりますし、そ

のために、ホームページを日々管理をいただく、そ

のための専門の職員を配置するまで必要かどうかに

ついては、それはなかなかそういうための職員配置

というのは難しいのかなというふうに思っていま

す。全体の職員の中で、それぞれの所管している部

分、部分を定期的に管理していただくような、そう

いうやり方については、少し我々もどういうふうな

形でホームページの管理を、一定程度、時間の差が

出るのはしようがないというふうに思いますけれど

も、所管で確認をし、総務課に連絡をし、更新がさ

れるという流れをしっかりとできるようなことは、

研修を含めて対応していきたいというふうに思って

おります。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） ８９ページ、防災士の関

係をちょっとお聞きしたいと思いますが、昨今、い

ろいろな災害が起きる中で、防災士の役割というの

が多くなってくると思いますけれども、今年度も１

人の防災士の予算が組まれて、１人が取得をされた

ということだと思いますけれども、地域に、上富良

野町の行政区の中で何地区あるか、ちょっとわかり

ませんけれども、そういった地区の中で、防災士の

いない地区というのは今現在あるのかどうかという

ことを確認しておきたい。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） １２番中瀬委員からあ

りました、防災士の配置の関係でございますが、現

行、町内、２５の住民会、自主防災組織がございま

すが、今現在で防災士のいないところはないという

ことで、必ず１人以上はいるという状態になってお

ります。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） 防災士というのは、当

然、年齢制限があると思いますけれども、私の聞い

たところによると、当時は年齢はよかったのだけれ

ども、今ちょっと年齢的にはという人がいるように

聞いたことがあるのですが、その辺は大丈夫なので

しょうか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） １２番中瀬委員からあ

りました、防災士の年齢の関係でございますが、年

齢制限というのはございませんので、上は幾つでも

ということでございますが、ただ、実際問題とし

て、過去にとられた方で、だんだん年をとられてき

ていますので、体力的にちょっとつらいなというよ

うなお話は聞いているところでございますが、そう

いう地域については、次の新しい防災士の育成につ

いて、地域の中で協議をお願いしますということで

お話をしているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） 本人からの申し出がなけ

れば、この防災士の資格というのはそのまま継続さ

れるということでよろしいということですね。 

 それと、この防災士の関係で、まちの中でどのよ

うな活動を今までされているのかということを確認

させていただきたい。 

○委員長（村上和子君） 基地調整・危機管理室

長、答弁。 

○基地調整・危機管理室長（谷口裕二君） １２番

中瀬委員の、防災士の活動に関する御質問にお答え

させていただきます。 

 今現在、防災士、町内２５住民会の中に４５名の

方々が防災士として活動をしていただいておりま

す。それぞれ防災士の方々につきましては、各住民

会、また、その中にあります自主防災組織を通じま

して、それぞれ地域の防災訓練など含めて、地域の

中の普及啓発といった部分の活動に尽力をいただい

ているところでございます。また、防災士間の情報

共有を図るということも含めまして、研修等に行っ

ていただくなどの取り組みもまちとしても進めてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 
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○１２番（中瀬 実君） 研修ということでしたけ

れども、これは一応、防災士全員に呼びかけてやっ

ていると思いますけれども、年に１回なのですか。

回数の関係をちょっとお聞きします。 

○委員長（村上和子君） 基地調整・危機管理室

長、答弁。 

○基地調整・危機管理室長（谷口裕二君） １２番

中瀬委員の御質問にお答えさせていただきます。 

 防災士の研修としましては、昨年、２９年度の部

分でいきますと、６月にスキルアップ研修というこ

とで札幌のほうに出向いての研修を開催させていた

だきまして、４５名の防災士の方々に御案内してお

りますけれども、参加は７名という実績になってご

ざいます。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 今の防災の関係でお伺い

いたします。 

 上富良野町には避難指定施設等があります。この

資料では、防災整備にかかわる備品は防災備蓄庫に

備えられているかというふうに思いますが、それ以

外のところで、一定、防災備品というのが備えられ

ている場所等というのは、現状ではどことどこがあ

るのか、確認しておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 基地調整・危機管理室

長、答弁。 

○基地調整・危機管理室長（谷口裕二君） １１番

米沢委員の、防災備蓄品の保管の関係の質問にお答

えさせていただきます。 

 委員お話しのとおり、今、まちの備蓄品につきま

しては、上富良野小学校横にあります備蓄倉庫のほ

うに備蓄をさせていただいておりますが、今現在、

そちらの備蓄品も含めまして、他の避難所の運営に

役立てるということで、今現在、一部分を上富良野

西小学校の敷地にあります倉庫、また、草分防災セ

ンターのほうにも一部備蓄品を備えまして、有事の

際の避難等の運営に活用するよう、分散を進めてい

るところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 他の施設もありますが、

恐らくこの防災備蓄庫から運用して持っていく形に

なるのかなというふうに思いますが、その点はそう

いう方向での検討がされているのか、もしくは、新

たにそういった、まだ未整備の施設等についてはき

ちっと整備するのか、どちらか、ちょっと答えてい

ただきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 基地調整・危機管理室

長、答弁。 

○基地調整・危機管理室長（谷口裕二君） １１番

米沢委員の質問にお答えさせていただきます。 

 今現在、備蓄品の各避難所等への配備につきまし

ては、現行の備蓄計画に基づく備蓄品の分を各避難

所のほうに分散配置するということで進めていると

ころでございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 例えば今回のように、こ

ういうことは余りないのかもしれませんが、全停電

という形になりました。２日という停電でありまし

て、恐らくこの２日を超えた場合、ひょっとしたら

各施設等に避難者が来た可能性もありますし、現状

ではかみんにも来られたという形になります。そう

しますと、一定部分の避難備品というのが必要なの

かなというふうに思うときもあるのですけれども、

そこら辺は、現行の備蓄している、一括統括してい

る、そこから十分対応できるという判断でしょう

か。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） １１番米沢委員からあ

りました、備蓄の関係と今回ありました停電の関係

でございますが、今回の停電に関しましては、全道

全域が停電になったということでございます。今

回、４１時間の停電を受けまして、私ども、いろい

ろな教訓を受けたところでございまして、今現在、

それを各所管のほうでいろいろな検討課題を検討し

ていただいて、一度まとめて整理をしていこうかな

というふうに思っております。その中で、必要な部

分につきましては、今後、予算確保して整備をして

いかなければならないのかなというのが一つでござ

います。 

 今ある備蓄計画等に関しましては、今回のよう

に、今回といいますか、周りから、変な話ですが、

支援を一定程度受けるという中で、自分たちでどの

ぐらい用意をしておこうか、まちとしてどのぐらい

用意しておこうか、周りからどのぐらい用意してお

こうかということで組み立ててきたところでござい

ますが、今回のように周りからも支援が受けられな

いような中で、自分たちがどうしていくのだという

のも今回わかりましたので、そこら辺を含めて、ど

の程度、どういうものをもっと追加したほうがいい

のか、ふやしたほうがいいのか、そういう部分を整

理をして、備蓄計画のほうに今後反映をしていきた

いというふうに思っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） もう１点、さらに聞きた

いのですが、例えば避難指定施設があります。こう
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いった避難指定施設については、どういう形で非常

時にはお願いしますというような話し合いが常日ご

ろからなされていますか。単に文書だけの案内でお

願いしますというふうになっているのか、日ごろか

ら意思疎通というのが非常に大事で、それがない限

り、今回のような非常停電になった場合、あるいは

全停電、災害が起きた場合に、機能しないというの

が、私、いろいろ聞いてわかりました。比較的その

意思疎通が避難指定施設についてはされていないよ

うな感じも見受けられますが、この点、どうでしょ

うか。 

○委員長（村上和子君） 基地調整・危機管理室

長、答弁。 

○基地調整・危機管理室長（谷口裕二君） １１番

米沢委員の、指定避難所の管理の関係の御質問にお

答えさせていただきます。 

 町内に、各地域に、まちのほうで指定避難所、も

しくは指定避難場所ということで指定をさせていた

だいているところでございますが、そこの指定避難

所の開設、運営に当たりましては、当然、そういう

避難が必要なときには、施設管理者のほうとも当然

連絡をとって、まちの職員がそこに配置するという

ような流れになるわけでございますが、御指摘のよ

うに、日ごろからその指定避難所を管理している

方々、または地域の住民会の方々との連絡体制とい

うのは大変重要な部分だというふうに、今回の停電

の対応の中でも大変改めて感じさせていただいたと

ころでございます。そういう意味では、住民会長の

会議、またはそういった防災訓練の機会なども通じ

まして、そういう地域の方々との連絡体制を改めて

また構築できるようなことを考えていきたいという

ふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 私も今回の全停電で非常

に教訓化すべきところがたくさんありまして、地域

のやはり防災を預かる者として、やはり相当不足し

ているなという課題が、私自身も持っていまして、

まちの人たちとともに、こういった部分を共有しな

がら、少しでも改善につなげたいなというふうな思

いからちょっと質問させていただいているという状

況になっております。 

 もう１点、お伺いしたいのは、例えば、社会教育

総合センターでありますが、あそこも避難指定施設

にはなっておりますが、今回のような電源が切れた

場合、非常電源がないというふうに思っております

が、避難施設でありながらそういった非常電源がな

いところ、避難場所になっているところというの

は、そこまで整備する必要がないというふうにある

のかもしれませんが、その点、現状はどうなってい

るのか、まずお伺いしておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） １１番米沢委員からあ

りました各避難所等施設の非常電源の話でございま

すが、非常電源につきましては、数年前に国の緊急

防災減災事業を活用しまして、今現在、役場、かみ

ん、西小学校と公民館、四つにつきましては、いわ

ゆるフルの非常電源を整備をしまして、特に役場に

関しましては２４時間フル稼働で、今回も四十何時

間、フル稼働でいけましたが、それだけの非常電源

を持ってございますが、特に最終避難所になります

社教センターにつきましては、そういうものは持っ

ていませんので、仮に避難されたときには、発電機

等の対応になるのかなというふうに思っています。

なので、今後の検討課題なのかなというふうに思っ

ていますが、ただ、先ほども言いましたように、こ

れまでの中でいきますと、そういう被災時、電源が

一部消失した場合については、周りからの支援とい

うことで、通常でいきますと、北電からの電源車が

来るということを想定してございますので、全施設

に、全ての施設に数千万円かけて非常電源を全部整

備できればいいのですけれども、なかなかそうなら

ない中で、最低限必要な部分ということで、今回、

整備させていただきました。これまでは電源車が何

時間以内に来ていただければ、それでその施設の運

営ができるという部分もありましたが、今回のよう

になってしまうと、そういう支援も受けられなかっ

たときに、ではどこまで必要な電源を確保しておか

なければならないかなというふうに思ってございま

すので、今時点では、社教についてはそういうフル

の非常電源はついていないということで、御理解を

いただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 ９番荒生委員。 

○９番（荒生博一君） 同じく防災に関して確認さ

せていただきます。 

 防災会議委員への報酬として、当初予算で３万

６,０００円計上されていましたが、決算では目が

なくなっているので、会議は１回か何か予定されて

いたと思うのですけれども、開催されていないと思

います。また、防災講話に関しては、多分、記憶す

るところによると、ＪＲが不通になったため、講師

の先生がお見えになれないとかといった形での理由

はわかっていますけれども、この防災会議が開催さ

れなかった理由というのは、必要性がなかったから

なのですか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 
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○総務課長（宮下正美君） 防災会議につきまして

は、防災計画の見直しをするときに開催をするとい

う会議になってございます。２９年度につきまして

はその部分がございませんでしたので、会議自体を

開催していないので、決算上、支出がないというこ

とで、出ていないということで御理解いただきたい

と思います。 

○委員長（村上和子君） ９番荒生委員。 

○９番（荒生博一君） 予算措置は、毎年、要は会

議委員への報酬ということで３万６,０００円計上

しているのですか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） 予算につきましては、

毎年、最低分は計上はしているところでございま

す。案件がなければ、実績がないという形で決算が

されるところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） 防災対策のところでお聞き

をしたいと思います。 

 避難行動要支援者名簿個別支援計画の作成の関係

でありますが、このとき、全員の名簿をつくるとい

うことで、約三百五十数名いたと思っていますが、

その中で、未承諾者が約２００名いたということを

記憶していますが、これは今、未承諾者の行方等に

ついてはどんなになっているのか、まずはお聞きし

ます。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） 今ちょっと手元に資料

がございませんので、後ほどお答えさせていただき

たいと思います。 

○委員長（村上和子君） それでよろしいですか。 

 １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） そうしたら、そんな重要な

ことではないので、おおよそどれぐらいで、未承諾

者がどれぐらいという程度でよかったのですが、わ

かりました、後ほどお願いします。 

 それと、もう１点は、個別支援計画の策定という

のが行われていると思います。これについては、個

別支援計画策定については、今、完了しているのか

どうか、対象者の完了はどのようになっているの

か、お聞きしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 基地調整・危機管理室

長、答弁。 

○基地調整・危機管理室長（谷口裕二君） １番中

澤委員の個別支援計画の現状についての御質問にお

答えさせていただきます。 

 避難行動要支援名簿に基づく個別計画の作成につ

きましては、今現在、２５住民会のほうに御依頼を

しておりますが、実際に要支援者の対象となる住民

会が２３住民会ということでございまして、現在、

こちらのほうに個別計画の作成をお願いしておりま

して、現在、２２の住民会のほうで計画をつくって

いただいていまして、残る一つの住民会について

も、今年度中に計画ができるということで、今、調

整を進めているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） もう１点、確認させていた

だきますが、今回のブラックアウトになったという

ようなことで、その前のお答えでは、関係機関で総

括を今しているということなのですが、そのとき

に、この要支援者計画や何かはどのような形で動い

て、そして避難所や何かに移動したり、地域ではど

ういう活動になったのかということをちょっとお尋

ねしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） １番中澤委員からあり

ました、今回の停電と、ここで言っている個別支援

計画の対応という関係でございますが、今回の停電

に関しましては、まちとして避難勧告、あるいは命

令を出したところまではいってございません。た

だ、いわゆる生活弱者ということで、真っ暗い中で

御家庭にいる、特に高齢者の方、あるいは電気がと

まることによって支障のある、いわゆる携帯酸素を

持っている方等々の対応がございましたので、そち

らにつきましては、うちの防災サイドと保健福祉課

のほうと連携をしまして、まず対象となる方に直接

御連絡をしたことと、各住民会といいますか、自主

防災組織を通して、地域の中にそういう方がいれ

ば、かみんを避難所として開設しましたので、そち

らのほうにどうぞお越しくださいということで周知

をしたところでございますので、この個別支援計画

に基づいてかみんのほうに誘導したというふうに

は、今回の部分ではなっていないところでございま

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） 要支援者、個別計画の人

は、今回、誰も避難していなかったということでよ

ろしいでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） 今回避難された方がそ

こに該当されているかどうかまでは、ちょっと私の

ところでは、今、把握をしてございません。申しわ

けございません。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これで１款の

議会費及び２款の総務費の質疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますので、少々お待ちく

ださい。 

（説明員交代） 

○委員長（村上和子君） 次に、第３款民生費の９

６ページから１２１ページまでの質疑を行います。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ９８ページの社会福祉総

務費の民生委員の予算についてお伺いいたします。 

 今、近年、民生委員・児童委員の方が、非常に地

域を見回りながら活動されております。 

 そこで、それぞれ地域の受け持っている戸数等は

地域の実情においてそれぞれ違います。一定程度報

酬等も出ておりますが、ここでお伺いしたいのです

が、たしか５年前か４年前ぐらいに一度見直しを

行ったのかなというふうに思いますが、いろいろ活

動内容によっては、それぞれ費用もかさむという声

も聞かれます。そういう意味では、今後、こういっ

た民生委員、児童委員の活動の報酬に対する見直し

等はされないのかどうなのか、必要だというふうに

いろいろ話を聞いて考えましたが、この点はどのよ

うにお考えでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員

の、民生委員の活動費にかかわる御質問にお答えさ

せていただきます。 

 民生委員につきましては、民生委員３２名、児童

委員２名の３４名で構成され、委員のほうからの御

質問のとおり、活動費につきましては、２４年に改

正し、現在の活動費というふうになってございま

す。 

 今、地区割の関係等も御指摘をいただきました

が、実は民生委員の定例会議の中でも、実は来年、

改選期にかかわることから、いろいろと今現在、活

動を行われている活動実態、これにつきまして、今

年度、３０年度、定例民協の中で、今、情報交換さ

せていただきまして、やはり私どもも民生委員との

情報交換の中では、世帯数による戸数の割合、あ

と、高齢者実態調査を実施していることからの高齢

者の割合がございまして、また、これに各民生委員

の個々の活動実態も実は皆様と実績を資料化しまし

て、現在、情報交換をさせていただいております。

その中で、何点か解決すべき項目が整理されました

ので、これについては、民生委員の中で、今年度中

にある程度方向性が示されるものと考えておりま

す。 

 なお、活動費につきましても、一部御意見はござ

いましたが、やはり上川管内の状況等もお示しした

ところ、私どものまちは上位に位置をしていること

もありまして、これについては委員のほうも皆さん

十分御理解していただいた上で、今のところ納得い

ただいている活動費というふうに分析してございま

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １０１ページの保健福祉

総合センターの管理という形で、ピアノ等があるか

というふうに思いますが、所管なのかなというふう

に思います。利用されている方に聞きましたら、ピ

アノ等の、やはり故障があって、なかなか運用しづ

らいという状況になっているみたいです。これは旧

公民館で利用されていたピアノをそのままこちらの

ほうに譲り受けたというような話を聞いております

が、現状で何年ぐらいたっていて、どういう不具合

があるのか、まずこの点をお伺いしておきたいとい

うふうに思います。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １１番米沢委員の御質問

にお答えします。 

 ちょっと何年式とか、その辺は担当のほうでわか

ればお答えをさせていただきたいと思いますが、い

ずれにしましても大変古いピアノでありまして、昨

年度も少し状態も見せていただきましたけれども、

ピアノのペダルを踏みますよね。ペダルを踏んで、

上がるときに、キーッとかというふうに音が鳴って

しまって、演奏に少し支障を来すなというようなこ

との御意見とかも伺っております。そのようなこと

から、保健福祉課というよりも、文化連盟を通じ

て、ピアノ等についても新しいもの等に更新できな

いのかというような要望もいただいておりますの

で、そのようなことも含めて、修繕が可能なのか、

多少我慢できる程度のものなのか、消音できるよう

な何か仕組みができるのか、あるいは、やっぱりも

う新しいものに変えなければどうしようもならない

ものなのか、そんなことを含めて、今後、どうして

いくべきかを検討していきたいというふうに思って

おります。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ぜひ検討していただきた

いと思います。 

 それとあわせて、譜面台がないような話も聞いて

おります。それぞれ利用する人にとっては、借りて

くればそれでいいのかというふうに思いますが、そ

ういうものも常設で、やはりきちっと置いて管理す

るということも必要なのかというふうに思います
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が、その点は現状はどうなっておりますか。 

○委員長（村上和子君） 福祉対策班主幹、答弁。 

○福祉対策班主幹（武山義枝君） １１番米沢委員

の御質問にお答えします。 

 ただいまかみんの施設につきましては、譜面台は

置いてありませんので、ちょっと今後について検討

していきたいと思います。 

 なお、先ほどのピアノについてですが、昭和４６

年１１月２０日から譲り受けたものとなっておりま

す。４６年に公民館に購入されたものとなっており

ます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 恐らく調律などしても、

相当、恐らく狂いもあるのかなというふうに思いま

すが、専門的なことでわからない部分であります。

いずれにしても、いろいろな方が利用されて、ここ

の施設そのものが多目的施設という形の利用になっ

ておりますので、なかなか思うように使えないとい

う状況があるかというふうに思いますが、ぜひ整備

していただきたいというふうに思います。 

 あと、音響関係なのですが、それぞれ文化連盟の

部分も話をされて、一括管理できるような人がいれ

ばいいというような話が出されております。もしも

できなければ、文化連盟の中で選んで、可能であれ

ば、そういう人たちを、やはり音響を調整できるよ

うにするか、もしくは、横断的に職員の方が、どこ

が管理するかわかりませんけれども、調整を含め

て、公民館も含めてなのですが、できるような人を

配置して対応する必要もあるのではないかというふ

うに思いますが、その点はいかがでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員

の、保健福祉総合センターの施設に関する音響につ

いてでございますが、大変、多目的ホールというこ

とで、昨今は講演会、研修会のほかに、音楽による

イベントも開催していただいているところでござい

ます。委員の御質問のとおり、かなりかみんの多目

的ホールは講演会向きにつくってございますので、

音楽のコンサートをやるに当たりましては、他の公

民館から見ると、やはり演奏者の方からは、少し劣

るという表現もいただいているところでございます

ので、そのときには、社教センターに配置されてい

る反響板を持ってきていただいて使ったりとか、い

ろいろと工夫はなさっているというふうに聞いてお

ります。これはまちの中の施設の中での連携だと

思っておりますので、今後についても、音響に対し

ての対応については、利用者の方とあわせて、まち

にある財産を有効的に活用していくことが、私ども

としてはベストではないかというふうに考えており

ます。 

 なお、音響に対する利用者の方に対する利用状況

につきましては、うちの職員が、それはやはり親切

丁寧に御指導させていただきまして、皆様がきちっ

と利用できるような形で対応を進めていくことが望

ましいと考えておりますので、引き続きそのように

対応を進めていきたいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） ９９ページの貸付金の関係

です。社会福祉金庫運用資金ということで、８０万

円の決算が出ています。内容についてはある程度承

知をしていますが、今、この８０万円というのは、

本当に何十年も前から８０万円だったような気がし

ます。そして、どちらかというと生活困窮者のつな

ぎ資金みたいな形での資金ということで、今、どれ

ぐらいの利用率になっていて、ちょっと生活が困窮

されてきている人の割合が多いということから、こ

の８０万円で十分なのか、そこら辺をまずお聞きし

たいと思います。 

○委員長（村上和子君） 福祉対策班主幹、答弁。 

○福祉対策班主幹（武山義枝君） １番中澤委員の

御質問にお答えします。 

 生活福祉基金の８０万円についてですが、２９年

度については５件の申請がありまして、生活の足り

ない部分の借り入れ等で、この５件につきましては

２９年度中に全部返済が終わっておりまして、貸し

付けた８０万円につきましては、一括８０万円返還

されて、返還金で滞っているものはないということ

であります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） 制限がありましたよね。何

ぼぐらいが制限で、５件の人が何ぼ、とりあえず最

大の人で幾らぐらい借りていたのかというのを教え

ていただけますか。 

○委員長（村上和子君） 福祉対策班主査、答弁。 

○福祉対策班主査（末永尚之君） 中澤委員から御

質問ありました、社会福祉金庫の運用資金の貸し付

けのほうなのですが、１件当たり５万円の限度額で

運用を行っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） ５万円だったら、最大５万

円でやっていけば、年間何回か借りられるのかも知

りませんけれども、そうなっても、５×５、２５万

円ぐらいあれば足りるということになりますよね。 
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 ただ、もう１点、ちょっと心配というか、当時の

ことを思い出してみると、ものすごい件数あったよ

うな感じをしていて、逆に言うと、この存在が町民

の人に知れ渡っていないのかなという感じを今抱き

ましたけれども、そこら辺についてはどんなもので

しょうか。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） １番中澤委員の、

社会福祉金庫運用資金の運用についての御質問にお

答えさせていただきます。 

 今、うちの担当者のほうから説明しましたよう

に、限度額、件数について述べさせていただいてお

りますが、実際には、まちのほうからは社会福祉協

議会のほうにこの財源をゆだね、そちらのほうの運

営委員会により、申請手続、貸し付け、返還、それ

に対してまちに対して実績をいただいているものと

考えております。 

 中澤委員から御指摘いただきましたように、住民

に対する周知、その辺については、私どもも、今後

そのような形で、お困りの方については、民生委員

の会議並びに関係者の方を通じて周知していくとと

もに、必要な相談窓口に来た方につきましては、必

ずそちらのほうの資金運用に今現在は１００％対応

させていただいている状況でございますので、御理

解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １０５ページの委託料の

在宅福祉事業の除雪サービスがあるかというふうに

思いますが、これを利用できる方の対象基準という

のは、どういう高齢者、独居なのか、あるいは所得

制限等あるというふうに思いますが、いろいろ、こ

の点をお伺いしておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 高齢者支援班主幹。 

○高齢者支援班主幹（進藤政裕君） １１番米沢委

員の御質問にお答えいたします。 

 除雪サービスの利用対象者でございますけれど

も、まずは６５歳以上の高齢者世帯、もしくは独居

世帯の方、もしくは重度の身体障がいのある方、そ

れと、老衰または病気などにより、自力で除雪を行

うことが困難な方、それから、近所に除雪ができる

近親者がいない世帯、それと、４点目、町民税非課

税世帯であり、町税や介護保険料に滞納がないこ

と、この今申しました４点全てに該当する方が対象

となっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 一定、所得があれば、課

税者であれば該当にならないという形になります

か。 

○委員長（村上和子君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（進藤政裕君） １１番米沢委

員の御質問ですけれども、おっしゃるとおりでござ

います。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 最近、課税世帯の方で

あっても、事情が最近変わってきています。６５歳

以上で独居、あるいは２人世帯であったとしても、

なかなかやっぱり対応が、体の調子が悪いなどな

ど、もしくは一定程度、ちょっと除雪をすることが

できないというような家庭もふえてきているのかな

というふうにちょっと見受けられまして、こういっ

たところを、やはり全ての方を、こういった人手、

お金も要る話だというふうに思いますが、対象にな

らないものかどうなのか、この点、確認しておきた

いと思います。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員

の、除雪サービスにおける課税世帯への対応につい

ての質問にお答えさせていただきます。 

 現在、まちの在宅福祉サービスはさまざまなサー

ビスを種目として置いておりますが、この除雪サー

ビスにつきましては、今、担当主幹のほうから御説

明したように、かなり高齢者世帯がふえていること

から、そのニーズは高まっていると認知しておりま

す。ただ、この中での対象者の中における非課税世

帯に特定しているのは、所得のない方には、やはり

ある程度まちとしてきちっとした施策を打たなけれ

ばいけないというふうに、これまで進めてきたとお

りでございます。今、課税世帯の中でも、やはり高

齢、独居老人並びに障がい等を持つ方もふえている

というふうには認知しておりますが、所得があるの

であれば、大変申しわけないのですが、まちの除雪

サービスではなくて、民間事業者による除雪を契約

をしていただくような形で、実はうちの担当窓口で

もそのような対象にならない方については十分説明

をさせていただきまして、御理解を賜っているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） 関連でお伺いします。 

 今の在宅福祉事業、先ほど課長からも言われまし

たけれども、いろいろなサービスがあると思いま

す。そこで、特に最近、利用が高くなってきている

のでないかなと思うのが、移送サービスでありま
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す。この移送サービスについて、どのような利用基

準、今の除雪サービスと同じような制約等があるの

か、教えていただければと思います。 

○委員長（村上和子君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（進藤政裕君） １番中澤委員

の、移送サービスについての御質問にお答えさせい

ただきます。 

 まず、この事業は社協のほうに委託をしておりま

す。それで、対象者につきましては、要介護状態に

よって、普通車両での移動が困難な方、それから、

要介護２以上及び同程度の障がい者、これらの方が

まず対象となっております。それから、利用の条件

につきましては、入退院だとか通院をするというた

め、それから、社会活動参加のために外出をした

い、こういった方などを利用条件としておりまし

て、また、それぞれについては使える条件を細かく

定めております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） 今、条件として、入退院、

入院するとき、退院するとき、それから、通院もＯ

Ｋと。それから、社会参加をするためでもＯＫとい

うことなのですが、そこら辺について、大体希望者

の希望に沿った形での運用は図られている状況で

しょうか。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） １番中澤委員の、

移送サービスにかかわる現在の状況についての御質

問にお答えさせていただきます。 

 今、主幹のほうから説明させたように、実は条例

に定めているサービスでございますが、かなり在宅

福祉事業にかかわる基準につきましては、入退院、

通院、入院中の他院への転院並びに入院からの一時

帰宅なども実はニーズがございまして、この辺を基

準に、明確に内規で定め、利用者の方のニーズにき

ちっとした移送サービスが使えるように定めてござ

います。ですから、今、委員のほうから御質問あり

ました入退院、通院等については対応させていただ

いておりますし、今、そのような希望の方について

は、お断りすることなく、利用に対応させて、社会

福祉協議会が実施主体でございますが、移送サービ

スのほうを提供させていただいております。その関

係で、既に実績にも載せておりますが、かなりサー

ビスの利用量も伸びている状況でございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） 入退院とか通院や何かも条

件がありましたけれども、その場所や何かの条件は

ありませんか。札幌でもＯＫということで理解して

よろしいでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（進藤政裕君） １番中澤委員

の、距離とかそちらのほう御質問なのですけれど

も、まず、上富良野町を発地、または着地のいずれ

かといたしまして、範囲につきましては、旭川市か

ら富良野圏域間の医療機関とするということで定め

ております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） 高齢者支援班主査、答

弁。 

○高齢者支援班主査（村上弘記君） １番中澤委員

の御質問に追加でお答えさせていただきます。 

 利用者の負担、利用料の部分ですが、片道１５０

キロ未満までの利用の設定がございますので、先ほ

ど主幹のほうから申し上げたほかに、片道１５０キ

ロまでの対応はいたしておるところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ９９ページのまちの福祉

協議会で行っているまごころサービスと、前回、今

あるのかどうなのかわからないのですが、あると思

いますが、現状でも福祉協議会ではこういったサー

ビスというのは実施されているのか、ちょっと確認

しておきたいと思います。わかる範囲でお願いいた

します。 

○委員長（村上和子君） 福祉対策班主幹、答弁。 

○福祉対策班主幹（武山義枝君） １１番米沢委員

の御質問にお答えします。 

 まごころサービスは社会福祉協議会で現在も行っ

ておりまして、要介護とかの介護給付ではできない

ような、ちょっと電球を変えてほしいだとか、買い

物だったりとか、そういう介護給付のメニューの中

ではできないサービスを、ある一定の料金をいただ

きまして、ヘルパーさんが行ったりして、その人の

不便なところをちょっとお手伝いしてあげるような

サービスで、現在もやっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） これは利用したい方とい

うのは、基準としては、要支援者、今、変わりまし

たけれども、地域支援事業の該当者等についても該

当になるのか、一般の方も望めば該当になるのか、

その点、ちょっと確認しておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 福祉対策班主幹、答弁。 
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○福祉対策班主幹（武山義枝君） 対象についての

御質問なのですけれども、要介護等の区分がついて

いたかと思うのですけれども、ちょっと確認してお

答えさせていただきたいと思います。済みません。 

○委員長（村上和子君） そういうことでよろしい

ですか。 

 ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １１３ページの委託料

で、保育所の点についてお伺いいたします。 

 近年、保育士が足りないというような状況もうか

がえて、現在、それに上乗せした補助政策、これは

強化事業というのがそうなのかなというふうに思い

ますが、現況の基準と、支給基準というのですか、

どういうふうになっているのか、お伺いしておきた

いというふうに思います。 

○委員長（村上和子君） 子育て支援班主幹、答

弁。 

○子育て支援班主幹（吉河祐樹君） １１番米沢委

員の御質問についてお答えしたいと思います。 

 保育士の関係ということで、雇い上げの事業のこ

と、委託料ですから、うちでいくと西保育園の部分

のことの委託料のことなのか、それとも雇い上げの

ことなのか、ちょっと……。（発言する者あり）そ

うしたら、雇い上げの事業のことかと思うのですけ

れども、こちらにつきましては、保育資格を持って

いない方が保育士の補助員としての部分の賃金を助

成するということで、２９年度については２施設が

実施しておりまして、まちとして補助金を出してき

ているところです。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 資格、あるいは主任にな

ればとか、一定の基準があって、加算分があったか

というふうに思いますが、現状、それぞれの保育所

ではどういうふうになっているのか、確認したいと

思います。 

○委員長（村上和子君） 子育て支援班主幹、答

弁。 

○子育て支援班主幹（吉河祐樹君） １１番米沢委

員の御質問についてお答えします。 

 現在、保育教育、保育施設の保育士に対する処遇

の改善のことかと思うのですけれども、四つの園

で、給付費全体では７.４％分が主任保育士だと

か、通常の各専門の主任の方に給付している状況で

あります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 確かに雇用、あるいは

しっかりと現場で仕事をしていただくという点では

非常にいいかというふうに思います。現場の声とし

ていろいろあります。こういう加算もいいというの

と、本来の、いわゆる前回、措置費から、ちょっと

今、どうなったかわかりませんけれども、単価に上

乗せして、その分、必要な、やっぱり措置費として

措置してもらったほうがいいというような話が出て

きています、聞きましたら。というのは、あの人は

主任さんだけれども、この人はならないとか、いろ

いろな課題があるみたいなのですけれども、やはり

基本は、１人の保育士さんに、０歳児でしたら３人

でしょうか、なると思うのですが、そういった単価

の上乗せを同時にしてもらって、きっちりと、やっ

ぱり処遇改善、あるいは現場の保育士さんを雇用で

きるような環境づくりをする必要があるというふう

に思いますが、その点は実態としてそういう声は聞

いていらっしゃるかどうかわからないのですが、お

伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員

の、町内の認定こども園等における保育士の処遇改

善についての御質問にお答えさせていただきます。 

 まちとしましては、各それぞれの施設が、施設の

考え方に基づきまして保育士を配置し、保育士補助

員もつけ、運営をしていただいているというふうに

理解しているところでございます。それぞれ保育士

からの意見、要望等は各園のほうでいろいろとお話

し合いはされているというふうに聞いております

し、保育士の確保も、うちのまち全体の中でも、各

園においては不足しているというのも十分聞いてご

ざいますので、それの確保に向けて、各園、努力し

ていただいておりますことから、今後も国の制度等

を十分共通理解をしながら、まちでできること等に

ついては整理をし、各園の実態に向けた解決の方向

性については、今後とも相談等してまいりたいと考

えております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） 昼食休憩といたします。 

 再開は１時といたします。よろしくお願いいたし

ます。 

─────────────── 

午後 ０時０１分 休憩 

午後 １時００分 再開 

─────────────── 

○委員長（村上和子君） 昼食休憩前に引き続き、

委員会を再開し、質疑を続けます。 

 先ほど米沢委員の答弁がありますので、福祉対策

班主幹、よろしくどうぞ。 

○福祉対策班（武山義枝君） 先ほどの米沢委員
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の、まごころサービスの対象者についての御質問に

お答えいたします。 

 こちらは要介護認定が要支援１、２、要介護１か

ら５または障がい程度区分認定が１から６と判定さ

れました独居高齢者、障がい者または障がい高齢夫

婦世帯の方を対象として、日常生活に必要な家事等

の支援を行うものであります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） 続きまして、１１番米沢

委員。 

○１１番（米沢義英君） 今の利用状況等はどうい

うふうになっているのか、その点。例えば、それ以

外、その他でお伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 福祉対策班主幹、答弁。 

○福祉対策班主幹（武山義枝君） 米沢委員の、利

用回数等についての御質問ですけれども、２９年度

につきましては５名の方が５回、１人１回程度の利

用となっております。入院の準備、点滴の付き添

い、換気扇、台所、天井掃除等となっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） 続きまして、要支援のほ

うの、総務課長、答弁、よろしくお願いいたしま

す。 

○総務課長（宮下正美君） １番中澤委員から午前

中にありました、避難行動要支援者の非同意等の数

という部分でございますが、現在、手元にございま

すのが、平成２９年１２月１日現在ということで、

昨年の１２月１日現在の数字ということで御報告を

させていただきたいと思いますが、この時点で、対

象者につきましては総数で３６０名の方で、このう

ち、同意をされていない方が５２名いるということ

で、残り、要支援者として名簿に登載している方は

３０８名という内訳になっているところでございま

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） 中澤委員、よろしいです

か。 

 ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １１３ページの保育所の

保育士の確保についてお伺いいたします。 

 現状、非常に厳しい、それぞれの保育所によって

は違うと思いますが、比較的、やはり保育士の確保

が厳しいという状況がうかがえますが、この点につ

いて、現状はどのようになっているのか、お伺いい

たします。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員

の、町内の認定こども園、保育所等の保育士の確保

の状況でございますが、現在、各園とも、自助努力

により保育士等の採用に努めているというふうに確

認してございます。採用状況につきましては、なか

なか旭川市等、専門学校等に通学している学生さん

はいらっしゃるのですが、かなり地元に戻ってこら

れる方が少ないことから、大変新しい人材の確保に

ついては厳しい状況であると情報をいただいている

ところでございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） そこで、介護のヘルパー

さんというか、確保で、一定、補助制度を設けまし

た。上富良野町も、上富良野町で保育士をしたいと

いう方に対する給付制度を、貸付金ですが、そうい

うものも設けながら、一定、人材の確保にもつなげ

られないのかというふうに、単純な考えであります

けれども、そう単純ではないにしても、やはり一定

の何か動機づけみたいなものがあって、上富良野で

保育士を目指したいという方に対しては、そういう

制度も必要ではないかというふうに思いますが、こ

の点、伺います。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員

の、新たな保育士確保に向けた制度の構築について

の御質問についてお答えさせていただきます。 

 現在、まちとしては、保育士の確保に向けた新た

な施策というのは現在持ち合わせていないところで

ございます。ただ、町内に勤めていただけなけれ

ば、各認定こども園、保育所等の定員にも差しつか

えることもございますので、十分町内の施設とは情

報交換をしながら、保育士の確保に努めていただけ

るよう、情報交換をすることと、やはりかなり他の

自治体の情報も、私どもも実は情報を得ておりまし

て、やはりその辺については、今後、課題だという

ふうに認知はしているところでございますので、十

分これについては運営をしていく保育所、保育園並

びに認定こども園が主軸になりますので、その辺に

ついては、十分今後とも情報連携していきたいと考

えております。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これで３款民

生費の質疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますので、少々お待ちく

ださい。 

（説明員交代） 

○委員長（村上和子君） 次に、４款衛生費の１２

０ページから１３５ページまでの質疑を行います。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １２１ページの、広域で
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行っている産婦人科医の確保、緊急医療の確保とい

う形で、産婦人科医の確保というのはどのように

なっているのか、現状について、まずこの年度につ

いてお伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） 地域センター病院

産婦人科医師確保にかかわる１１番米沢委員の御質

問にお答えしたいと思います。 

 ２９年度決算においても、各富良野５市町村にお

いて負担をし、人材確保に努めていただいたところ

でございますが、現状につきましても、産婦人科医

１名ということで、現在も運営しているというふう

にお伺いしているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １名ということでは、あ

とは出張医か何かで交代勤務、対応しているのかど

うなのか。非常に厳しい状況にあるのではないかな

というふうに思いますが、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員

の、現在の産婦人科の医師につきましては、常勤１

名ということで配置され、勤務している状況でござ

います。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） そうしますと、これでは

十分な対応というのはできているのかどうなのか、

そこら辺を聞きたいというふうに思っているのです

が、足りているのかどうか。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員

の、産婦人科医について、足りているか、足りてい

ないかという御質問だったと思いますが、２９年度

の実績で申し上げますと、富良野５市町村で２７５

名の乳児が産まれてございます。富良野５市町村全

体での出生者数は２７５名となっており、富良野協

会病院での出生数は１１５名となっております。そ

のうち、上富良野町における出生数は７８名が全体

で産まれておりますが、協会病院を御利用しての出

生数は１７名ということで、大変少ない人数の御利

用となっています。上富良野町としましては、富良

野協会病院での出生もしていただいておりますが、

実際には旭川市を含む他のまちでの出産をしている

状況で確認をしております。 

 なお、この中には、里帰り出産で産んでいる方も

いらっしゃいますので、実数についてはこのように

押さえている現状でございますので、協会病院とし

ての出生数につきましては、全体で１１５名ですの

で、これが常勤の医師１名等によって対応している

というふうに聞いている状況でございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １０番髙松委員。 

○１０番（髙松克年君） １２３ページのこども医

療給付についてお伺いしたいと思います。 

 成果表では、受給対象者が５６５人となっている

のですけれども、これはこの医療費の助成を受けた

人数なのか、それでなくて、これはカードを受給さ

れている人数なのか、お伺いしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 総合窓口班主幹、答弁。 

○総合窓口班主幹（長岡圭一君） １０番髙松委員

の御質問に対してお答えします。 

 先ほどの５６５名の数字につきましては、受給者

カードを所持している方の人数となっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １０番髙松委員。 

○１０番（髙松克年君） それで、カードの受給を

受けておられない方、要するに所得制限か何かでと

いうことだと思うのですけれども、それらの子ども

たちの人数というか、世帯数というか、それをお教

え願いたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 総合窓口班主幹、答弁。 

○総合窓口班主幹（長岡圭一君） １０番髙松委員

の御質問に対してお答えします。 

 こども医療給付に対しての所得制限で受けられて

いない方につきましては、１１世帯、１４名になっ

ています。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １０番髙松委員。 

○１０番（髙松克年君） それで、ちょっとお伺い

したいのですけれども、子ども・子育て、これを支

援していくということが非常に重要なことだという

のは、我々ももちろんのことですけれども、子育て

をしている世代の人たちにとってもかなり大きな負

担というか、それらを、労力的にしている部分も

あって、それをこういうところでの支援で補ってく

れるような形での方法、やり方ができないか。所得

制限を受けていると言いながらも、その人たちも頑

張って子育てをしているのだということがあって、

何か受けていない方のほうが疎外感をあおられるよ

うなというか、味わっているようなところが、窓口

などで、上富は全部そのカードが出ているはずです

よ、みたいな感じで受けとめられていて、カードを

持っていない、そこでそのやりとりで、その人は子

どもを病気だから連れてきているのに、ここで何で

そんなことで長い時間とるのだろうというような疎

外感を味わったということを言うのですね。ですか
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ら、その辺のことも含めてですけれども、このこと

に対して、将来的にやはりこのままの状況を続けて

いくつもりなのかどうかというのもお伺いしたいと

思うのですが。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北越克彦君） １０番髙松委員の

御質問にお答えをいたします。 

 こども医療費の助成の関係につきましては、所得

の制限がございまして、児童手当と同じ基準で計算

をしているところでございます。扶養親族３名で、

妻と子どもお二人いらっしゃいますと、所得で７３

６万円、給与の年収でいうと９６０万円以上になり

ますと所得制限がかかってしまう。扶養の人数に応

じて額が変わってくるところでございますけれど

も、中学生までについては、この部分につきまして

は、子ども１人当たり月５,０００円という別な給

付がされているところでございます。 

 委員おっしゃるように、こども医療費の助成につ

きましては、全ての子どもさんが対象になるという

のが望ましいところではございますけれども、所得

の制限という基準がございますので、北海道の基準

にならってしているところでございます。 

 課題といたしましては、この所得の制限のぎりぎ

りの方につきましては、もうちょっといったらもら

えていたのに、ぎりぎりなのでもらえないというふ

うな、ここら辺の方々がやっぱり問題であるのは認

識をしているところでございますので、今後、よそ

の町村等も検討しながら、検討してまいりたいとい

うふうに思ってございます。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 今のところでお伺いいた

します。 

 基本は、担当の課長おっしゃるように、この部

分、こどもの医療費の給付でいえば、あるなしにか

かわらず、子どもの健康を守るという立場から、当

然、所得制限があってはおかしい話なのだというふ

うに思うのですけれども、そこら辺は担当課長とし

て、そうだなと思うのか、そうではないと思うの

か、どちらか、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北越克彦君） １１番米沢委員の

御質問でございますけれども、委員おっしゃいます

ように、所得制限というのは一方でありながら、子

どもさんはやっぱり国の宝といいましょうか、そう

いった趣旨を設けてこの制度ができているというふ

うに思っております。 

 先ほど主幹が申し上げましたけれども、１１世帯

の１４名なのですけれども、情報として、個別、個

別に見させていただきますと、私もまちの人間でご

ざいますので、知っている人たちの名前がずらずら

ずらと出てきて、本当に気の毒だなというふうには

感じているところでございます。この場ではちょっ

とこれ以上のことは申し上げられませんけれども、

課題としては認識をしておりますので、検討してま

いりたいというふうに思います。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 実態は、こういうお母さ

んがいまして、やっぱり子どもさんが入院したりし

たら、２万円とか３万円かかってしまうと。それが

３日、４日になると、その倍にもなってしまうとい

う切実な声がやはり出されているという状況なので

す。仮に高額の所得の方であっても、一定程度、必

要経費に充当しなければならないという形の中で、

決して高額ではないという、名目上は高額でありま

すけれども、いろいろな生活状況から見ていると、

大変な状況にあるという形で、やっぱり話をされて

いる方もいるわけです。 

 そういった場合に、私はいつでも思うのですが、

非課税世帯については、通院、入院とも中学生まで

になりましたけれども、今後、やはりこういった部

分については、等しく中学生までの医療費の無料化

の拡大に踏み込む時期が来ているのではないかとい

うふうに思っているところですが、この点、確認し

ておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １１番米沢委員の御質問

にお答えいたします。 

 子どもの医療費の関係につきましては、これまで

も幾度となくいろいろな場面で御議論や協議もさせ

ていただいている経過にあると思います。まちにお

きましては、一定程度、当然、親御さんの責任と、

まちが果たすべき、支援するべき部分というものは

どういったあたりなのかということの中で、今の制

度ができ上がっていることも十分御理解をいただい

ているものというふうに思います。当然、どこかで

ラインを引けば、そのライン近くの人においては、

先ほど課長が申し上げたように、ラインの下なの

か、ちょっと上なのか、ちょっと下なのかで、そう

いうものというのは、この医療費に限らず、いろい

ろな制度の中でそういうものはあるのだろうという

ふうに思いますけれども、少なからず子どもの医療

費について、親の責任、それから、まちが支援する

べきものという中で制度ができ上がっていることに

ついては御理解をいただきたいなというふうに思っ

ているところであります。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 



― 38 ―

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １２３ページの予防費の

中で、幼児健診・診査費という形で、賃金等で、子

どもの幼児期における健康管理、いわゆる肥満等に

つながるような、小さいうちからの健康管理をとい

う形の実態があるかというふうに思います、委託料

等の中では。 

 そこでお伺いいたしますが、こういった１歳、乳

幼児健診における対象人員の中で、いわゆる肥満

に、今後思われるような、そういった対象人員とい

うのは、中に何人かいらっしゃったのかどうなの

か、わかればお伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 健康推進班主幹、答弁。 

○健康推進班主幹（星野 章君） １１番米沢委員

の御質問にお答えします。 

 乳児健診での肥満の子の状況ということで、デー

タが今年度ではなく平成２８年度のデータにはなる

のですけれども、１歳半で６.３％、３歳児ではい

ないという状況にあります。就学の健診のときにな

りますと、今度は３.８％というような肥満の子の

状況を把握しております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） それは近隣町村、あるい

は全道的に見てどんな状況になるのか、わかれば。

わからなければよろしいです。 

○委員長（村上和子君） 健康推進班主幹、答弁。 

○健康推進班主幹（星野 章君） 申しわけありま

せん、全国ですとか全道ですとか近隣の町村との比

較はございません。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 引き続き乳幼児、あるい

は学童期における健診というのは非常に重要な位置

づけなのかなというふうに思いますし、引き続きこ

の立場からの、今後、乳幼児における健康診査、診

断というのは必要なものだというふうに思います

が、今後、課題として、何か２９年度においては見

受けられましたか。なければないにこしたことはご

ざいませんが。 

○委員長（村上和子君） 健康推進班主幹、答弁。 

○健康推進班主幹（星野 章君） 乳児健診での課

題ということでお答えさせていただいてよろしいで

しょうか。（発言する者あり）学童、かみふっ子も

含めましてということになりますか。やはり肥満の

背景として一番大きいのは食の課題になります。や

はり１歳半を過ぎて３歳と、月齢が大きくなるにし

たがって、やはり最初は離乳食で、余りお菓子だと

か甘いものだとかというのが少なかったのですけれ

ども、だんだんと大人に近い食事、やはり親の食事

の影響がすごく影響してくるということで、やはり

肥満の背景には、間食、お菓子ですとかジュースで

すとかの間食が多いということが１点と、かみふっ

子あたりでは、やはりこれは北海道の特徴にもなる

のですけれども、油の多いお肉ですとか、ベーコン

ですとか、そういった油の摂取率がすごく高いとい

うところが背景になってきています。そこがやはり

今後解決していかなければならない課題かというふ

うにとらえております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １３１ページの墓地関係

の件でお伺いいたしますが、現状では、いわゆる墓

地の墓の持ち主がいない、不明な方、そういう所在

がわからないというような実態というのはあるのか

ないのか、ちょっとお伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（北山雅幸君） １１番米沢委員

の御質問にお答えします。 

 所有者の関係ですが、いない方も若干おります。

墓地のところでスズメバチなどがいて、その撤去を

お願いしようと思ったときに、所有者がいない方が

多少なりともいると思っています。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） １２５ページの無保険者

健康診査ですか、これで対象人数と受診者数、それ

と委託先をお伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 健康推進班主幹、答弁。 

○健康推進班主幹（星野 章君） 無保険者の健康

診査なのですけれども、これは主に生活保護の方の

健診になります。生活保護の方、ほとんどが医療扶

助を受けている方が多いということで、福祉の担当

のほうと連携をしまして、定期的に検査をしてい

らっしゃらない方たちですとか、内科以外に通院さ

れている方ということで、対象のほうが４８人で、

受診のほうが、２９年度のベースですけれども、１

５人というふうになっております。やはり生活保護

の方ですので、結構身体的にやっぱり病状が不安定

な方が多いということで、受診のほうが、例年３０

％台というふうになっているところであります。 

 ２９年度のほうでは、無保険の中にはかみふっ子

健診の委託料も入っております。かみふっ子健診に

おきましては、２９年度ですけれども、対象が２０

０人に対して１５４人受けております。受診率７７

％の方が受けていらっしゃるという状況です。 

 健診の委託先に関しましては、結核予防会という
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ところで、特定健診と一緒に受けるということで委

託をしている状況です。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） そうしたら、病院にか

かっている人とか、そういう人は対象外になってい

るのですね。 

○委員長（村上和子君） 健康推進班主幹、答弁。 

○健康推進班主幹（星野 章君） 生活保護の方の

ほうの健診になると思うのですけれども、対象外と

いうよりは、ケースワーカーさんが毎月のように生

活保護の方のところを訪れて、医療の状況ですと

か、確認していただいている状況と、いろいろ連携

をとりまして、定期的にいろいろ検査をしていらっ

しゃるかどうかというところで、対象のほうを決め

させていただいているというような状況でございま

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） 生活保護者と言ったら悪

いですけれども、そういう人は１００人ぐらいい

る、１００人前後と聞いていたことがあったので、

対象者が、調書では４８名となっているので、どの

ようなあれでなったのかなと、ちょっとわからない

で今聞いたのですけれども、病院にかかっていて、

ケースワーカーか何かが行って、やっている人はそ

の健診には呼ばないということなのですね、対象者

と面談したり何かしている人は。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） ４番長谷川委員か

らの、無保険者の健診の内容について御説明申し上

げます。 

 今、委員のほうからお示しがあったように、生活

保護世帯の受給者については、２９年度決算で９２

世帯、１２２人が生活保護受給者ということで保健

福祉課としては実態をとらえております。そのうち

の４８名が、今、健康推進班の主幹が示したよう

に、無保険である生活保護の健診の対象者を４８人

にしたものは、やはり医療的理由で実は生活保護に

なっている方については、ケースワーカーさんが毎

月面談をし、きちっとそちらの病院で医療保険を

使って医療を受けている、また、健診も、その中で

血液データをとっているということの内容がわかっ

ているものについては対象から外しておりますの

で、それ以外の方の４８名を対象としたというとこ

ろで、実態になっているということで御説明させて

いただいております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これで４款衛

生費の質疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますので、少々お待ちく

ださい。 

（説明員交代） 

○委員長（村上和子君） 次に、５款労働費の１３

４ページから、７款商工費の１６３ページまでの質

疑を行います。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １５３ページの商工観光

の中で、商工振興のいわゆる旅費の部分で、企業に

対する雇用の拡大等々をされているというふうに思

いますが、この間、現在、上富良野町に進出してい

る企業に対してお願いに歩いているということが書

かれておりますが、実態として、なかなか雇用の拡

大、あるいはということになれば、規模の会社その

ものを拡大しなければならないという形になります

が、現状としてはどのような現状にあるのか、要望

に行くけれども、なかなか厳しい状況にあるのか、

会社の実態もあると思いますので、そこをお伺いし

ておきたいというふうに思います。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） １１番米沢委員

の、企業の、事業所の雇用拡大でありますとか設備

投資でありますとか、そういうふうなことにつな

がっているかどうかという御質問でございますけれ

ども、今までのそういう企業訪問を通じた中で、最

近では、大きな事業としては、かみふらの工房の工

場の増設があったということと、昨年、竹本容器、

プラスコなのですけれども、うちの企業振興措置条

例の対象の規模にはならないのですけれども、新し

い機械を導入した中で、新しいラインを増設して、

増産でありますとか、他の部品を、タートをつくっ

たりとかということで、そういう効果はあるかなと

いうふうに認識してございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 一定、効果はあったとい

うことで、タイミング的によかった部分があるのか

なというふうに思いますが、今後、それこそ新しい

企業を上富良野に誘致するとなると、これはかなり

今の経済状況からいっても至難のわざなのかなとい

うふうに思いますが、そういうものも含めて、当

然、現在進出している企業を中心にして、いわゆる

雇用拡大や規模の拡大につなげるような、そこら辺
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にしか絞っていないのかなというふうに思います

が、現状、そうでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） １１番米沢委員

の御質問にお答えをさせていただきます。 

 確かに新たな企業の進出というのは非常に厳しい

のかなというようなこともあります。今後、中心と

なりますのは、やはり今、在町の事業所との間で信

頼関係を築く中から、増資でありますとか、雇用の

拡大でありますとか、そういうところが中心になっ

ていくかというふうに思いますけれども、ただ、新

たな企業の導入につきましても、規模が大きい、少

ない、小さいは別として、そういう部分については

アンテナを張りながらとり進めていきたいというふ

うに考えております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １０番髙松委員。 

○１０番（髙松克年君） １４３ページの環境保全

型農業直接支援対策についてお伺いしたいと思いま

す。 

 成果表でも、若干ずつの伸びですけれども、それ

ぞれカバークロップ、リビングマルチ、これらあた

りは、やはり土壌の流亡というか、そういうのを防

ぐために非常に有効なのだろうというふうに思って

いるのですけれども、有機農業の面積の伸びもそれ

なりにあるのですけれども、まだまだ小さい状況に

あるように思います。 

 その中で、ここに書かれている炭素貯留効果の高

い堆肥の水質保全に資する施用というのはどういう

ものを指して言っているのか、お伺いしたいと思い

ます。 

○委員長（村上和子君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（狩野寿志君） １０番髙松委員の

御質問にお答えしたいと思います。 

 それにつきましては、堆肥の施用ということにな

ります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １５７ページの商工振興

費の中で、持続化補助という形で利用されておりま

す。上限が非常に抑えられて、それぞれ使い勝手が

悪い部分はあるのかなというふうに思いますが、こ

の点、今後、地域からの要望等々で、もうちょっと

改善を望むというような声が出ているのかなという

ふうに思いますが、現状はどのようになっているの

か、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） １１番米沢委員

の、商工業持続化補助に関する御質問にお答えをさ

せていただきます。 

 現状といたしましては、今の制度の中で継続して

いくということを基本としておりますけれども、関

係機関であります商工会とも協議した中で、その必

要性というものが認識等ができた場合については、

また新たな仕組みということも検討していくべきで

はないかなというふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） １５５ページの中小企業融

資の利子補助でございます。前年度から比べると若

干額が減っているのですけれども、結構この部分に

ついて、商工業者への周知というのは余り徹底され

ていないというふうに聞いておりますが、これらの

部分の拡充というか、商工会を通じてになると思う

のですけれども、これら制度的なものの説明という

のをもう少し商工業の皆さんにする必要があると感

じますけれども、この辺はいかがでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） ６番金子委員

の、貸し付けの利子補給に関する御質問にお答えさ

せていただきます。 

 この事業、かなり前からやってございますので、

かなり浸透しているのかなというふうに認識はして

おりますけれども、そういう声が実際あるというこ

とで、そういう制度の周知とか活用について、関係

機関であります商工会とも連携をとりながら広めて

いきたいというふうに考えております。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） 本当にどこでどうなったの

か、いろいろ、多分発足当時から、職員の入れかわ

り等であったりとか、商工会独自のマル経資金等も

あったり、それらの活用、また、小規模共済等の自

分の積んだ部分の貸し付け等々のいろいろな幅があ

るとは思うのですけれども、非常に上富良野独自の

中小企業の融資の利子補給というのは、近隣でも

やっていない事業ですし、まことに有利な事業で、

恐らく知られていない小規模事業者が多いので、こ

れは早い段階で徹底して、商工会への指導を厳しく

もう少し促してほしいと思いますので、その辺、い

かがでしょうか。 
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○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） ６番金子委員の

ただいまの御質問にお答えさせていただきます。 

 こちらの資金の融資先といいますか、融資元が信

金さんと信組さんになるということになります。信

組さんが大きく融資をしているわけですけれども、

その稼働率でいくと、約８０から９０％ぐらいの範

囲の中で動いているということもございまして、そ

こそこ活用はされているのかなというふうに思いま

すけれども、今、委員からお話ありましたように、

そういう金融機関とも連携をとって、情報を交換し

ながら、融資制度の活用については積極的に活用い

ただけるように、私どものほうからもお知らせをし

ていきたいというふうに思います。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ９番荒生委員。 

○９番（荒生博一君） １３７ページの農業委員会

費、一般管理費の富良野地方アグリパートナー協議

会負担に関してお伺いさせていただきます。 

 金額自体は４０万８,０００円という負担金でご

ざいまして、昨年と同額ということになっておりま

すが、これは沿線全体の運営の事業費、予算規模と

いうのはどのくらいなのですか。 

○委員長（村上和子君） 農業委員会事務局長、答

弁。 

○農業委員会事務局長（大谷隆樹君） ９番荒生委

員の御質問にお答えいたします。 

 当町の負担額は４０万８,０００円ですが、沿

線、富良野地方全体の負担額、事業費が２７０万円

規模で事業を運営しているところです。 

○委員長（村上和子君） ９番荒生委員。 

○９番（荒生博一君） では、その事業の中身に関

しては、成果報告書４１ページにいろいろと事業内

容ということでそれぞれ明記されております。この

２９年度に行われましたサマーフェスティバル、

オータムフェスティバル等々のマッチングのそれぞ

れの組の現在の状況というのはどのようになってい

るかというのはわかりますか。 

○委員長（村上和子君） 農業委員会事務局長、答

弁。 

○農業委員会事務局長（大谷隆樹君） ９番荒生委

員の御質問にお答えいたします。 

 アグリパートナー協議会において実施しましたサ

マーフェスティバル事業につきましては、こちらに

記載しておりますマッチング４組のうち、上富良野

の青年が１組マッチングしたところですが、現在は

交際が終了しているところです。オータムフェス

ティバル事業につきましても、マッチング５組のう

ち、上富良野の青年が２組マッチングしたところで

したが、こちらも残念ながら交際は現在終了してお

ります。婚活札幌交流会におきましては、上富良野

の青年が１組マッチングしまして、現在、交際も継

続され、間もなく入籍予定ということになっており

ます。よろしくお願いします。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） １５７ページです。こち

ら、建設水道課の関係で、道道美沢線の駐車場公園

管理の関係についてちょっとお伺いします。 

 こちらは当初予算は３１０万円ほどの予算を組ん

でおったところ、今回の決算の金額ということにな

りますと、２８８万８,０００円ほどになっており

ます。これらの減額になった理由というのはどの辺

の理由でこれだけ下がったのかを教えていただきた

い。 

○委員長（村上和子君） 建築施設班主幹、答弁。 

○建築施設班主幹（高松 徹君） １２番中瀬委員

の御質問にお答えいたします。 

 十勝岳爆発碑記念公園の委託費につきまして、当

初予算を算定した段階では、現地にあります十勝岳

爆発碑記念駐車公園、あちらのトイレの汚水の処理

設備というのがありまして、こちらの消耗品の交換

費用を、全ての消耗品を交換するよう予算で計上し

ていたところなのですけれども、実際、この事業と

いうのは、北海道の施設である公園設備に対して、

北海道から委託金をいただきまして、それでまちか

らさらに業者へ委託して公園管理をしているところ

なのですけれども、北海道の委託の算定の中で、ト

イレの消耗品の交換については、部分的な交換で平

成２９年度は済ませておりますので、その分が減額

しているところでございます。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） こちらについては、いわ

ゆるバイオトイレの関係だったのでしょうか。それ

を確認させてください。 

○委員長（村上和子君） 建築施設班主幹、答弁。 

○建築施設班主幹（高松 徹君） １２番中瀬委員

の御質問にお答えいたします。 

 こちら、再生処理装置のついたトイレということ

で、いわゆるバイオトイレという、例えばおがくず

の中で微生物を培養して処理するという形とは違い

まして、どちらかといいますと浄化槽に近い形で、

固形物の入っていない処理装置がついております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） こちらは簡易的な浄化槽
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的なものということですけれども、これらの委託先

の業者というのはどちらになっていますか。 

○委員長（村上和子君） 建築施設班主幹、答弁。 

○建築施設班主幹（高松 徹君） 十勝岳爆発記念

碑公園の平成２９年度の委託先は、株式会社ＣＳＴ

となっております。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １５７ページの道道吹

上、上富良野線ラベンダー等の管理なのですが、こ

の路線は、いわゆる路線が長く、管理も大変な状況

が見受けられます。それで、現状見ましたら、一

部、ラベンダーは植栽されているところと、植栽さ

れていない場所等がありますが、今後、この路線に

おけるラベンダー等の移植、管理というのはどのよ

うになるのか、お伺いしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １１番米沢委員

の、道道吹上線のラベンダーの管理についての部分

でございますが、まず、道道吹上線につきまして

は、全体的にラベンダーは最初は植えられてはいた

のですけれども、年数がたつことによって雑草等が

生えまして、平成２６年にまちが単独でラベンダー

の補植を一部したところでございます。その後、北

海道にも要望いたしまして、同じく北海道のほうも

年次的に、２６年から、２６、２７、２８年と毎年

ずっと、今やっている最中でございます。ただ、や

はり相当古い株が十勝岳方向にありますので、その

部分については、一度全部とって、そして整備を

しっかりしながら今行っている最中でございまし

て、まだ数年かかるかなというふうに思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １６１ページの上富良野

観光協会の運営という形で予算がついております。

セントラルプラザに位置されておりまして、ただ、

観光客には非常にわかりづらい場所で、よく聞かれ

る場合もあります。 

 それで、主体は観光協会ですから、まちのほうか

らやいやい言うわけにはいかないのだとしても、や

はり観光協会というのは上富良野町のまちの顔でも

ありまして、やはり今後の観光協会の宣伝、ＰＲの

仕方等々、インターネット等にも掲載はされており

ますが、もっとまちに入って、ここは観光協会だな

というような、わかるような、そういう工夫も必要

なのかなというふうにいつも見て感じているところ

なのですが、今後、こういった部分について、一

定、協議が必要ではないかというふうに思います

が、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 企画商工観光課長、答

弁。 

○企画商工観光課長（辻 剛君） １１番米沢委員

の、観光協会の事務所の関係の御質問にお答えをさ

せていただきます。 

 ただいま委員からいただきました御発言、御意見

については、大変貴重なものとして、参考にさせて

いただきたいと思います。 

 また、観光協会が主体で、観光協会との協議の中

でどういうふうに持っていくかということになるか

と思いますけれども、そういうような情報交換なり

協議の場を設けながら、よりお客様をお迎えしやす

い、そういう体制づくりに向けて進めていきたいと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これで５款労

働費、６款農林業費、７款商工費の質疑を終了いた

します。 

 ここで、説明員が交代しますので、少々お待ちく

ださい。 

（説明員交代） 

○委員長（村上和子君） 次に、８款土木費の１６

２ページから１８１ページまでの質疑を行います。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １６５ページの原材料費

の町道維持管理資材という形になっておりますが、

これは資材というのですから、幅広く資材になりま

すが、砂利や、いろいろあるというふうに思います

が、どういうものを指しているのか、お伺いいたし

ます。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １１番米沢委員

の、道路維持関係の部分の原材料についての御質問

でございますが、まず、原材料につきましては、町

道維持管理用の資材ということで、まず、コンク

リート製品、トラフとか、トラフのふたとかいうも

のです。それと、砂利、それからグレーチング、そ

れから、舗装が傷んでいるところを即その場ででき

ます常温式の合剤とかというものを購入しておりま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 在庫の出し入れ、管理と
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いうのはきちっと、砂利にしても、されているもの

でしょうか。 

○委員長（村上和子君） 土木建設班主幹、答弁。 

○土木建設班主幹（菊地 敏君） １１番米沢委員

の、原材料の管理のあり方についてでありますが、

砂利につきましては、うちの担当のほうの長谷川主

査のほうが、その他資材とともにあわせて、目視で

はありますが、管理して、次の発注体制などを進め

ている状況にあります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 当然、そうすると、搬入

搬出した部分の量も全て備忘録、あるいは記録簿等

で在庫管理しているということでよろしいですね。 

○委員長（村上和子君） 土木建設班主幹、答弁。 

○土木建設班主幹（菊地 敏君） １１番米沢委員

の、管理の方法について、現地立会、後の立会に

なったりする場合もございますが、あとは納品伝票

等で確認をいたしております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １６５ページの町道の管

理にかかわって、簡易舗装も含めてなのですが、

今、まちのほうでは、計画的な管理維持の一覧で、

いつ、どの地域を舗装にするか、あるいは側溝整備

をするかということで、順次やられておりますが、

見た目でも、かなり側溝が浮き上がって、ひどい地

域等があるというふうな部分が見受けられます。確

かに計画的に補修、整備するというのは非常に大事

ではありますが、逐次、地域の要望を聞いていたら

応えられない部分もあるというふうに思いますが、

速やかに、やはりこれはもう、側溝については、浮

いてひどいなというような部分については、速やか

に修繕、補修、改善する必要があるのではないかな

というふうに思いますが、そういった意味で、ま

た、こういった部分の身近な生活にかかわる予算の

ところを、もう少し予算を増額する必要があるので

はないかというふうに見ておりますが、この点につ

いてお伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １１番米沢委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 道路側溝などの上がったり下がったり、傾いてい

たりというところもたくさんあります。そういう部

分については、部分的な部分についてはその年に行

いますが、やはり全体延長が長い区間に側溝が傾い

ていたりしますと、やはり計画に載せて整備を行っ

ているのが現状でございます。また、予算も限られ

た予算の中でやっていますが、そういう部分も、ど

こに重点を置くかという部分もございます。今後に

ついても、改良舗装も含めて、道路側溝もあわせて

検討してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １７７ページの町営住宅

の管理でお伺いいたします。 

 今、計画的に町営住宅の管理という形で、建設も

含めて、維持管理、修繕等に努めておりますが、西

町については、今後、改築の動きがあるということ

で、水洗化はされていないというふうに思います

が、今後、長期にわたって、２０年先になるという

ことの状況であれば、早急にやはり水洗化をして、

水洗化率を高める必要があるのではないかと。ま

た、地域の方を見ましたら、結構高齢の方もいらっ

しゃいますので、そういった意味で、今後の対応、

現状についてお伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（北山雅幸君） １１番米沢委員

の、西町団地の維持管理に関する御質問であります

が、セブンイレブン、橋をわたって左側の公営住宅

の６０戸のうち、４１戸入居してございます。１９

戸については政策空き家として管理をしてございま

す。そこの水洗化については、今のところ改築も含

めた西側の公営住宅の建設の見直しも含めて、この

水洗化の部分についても、西町団地の部分について

もこれから検討していきたいというふうに思ってご

ざいます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） めどとしてはどのぐらい

のめどになりますか、目標、目途。改築ということ

になるのか、だと思いますが、あわせてやるのだろ

うと思いますが、わかれば。 

○委員長（村上和子君） 生活環境班主幹、答弁。 

○生活環境班主幹（北山雅幸君） １１番米沢委員

の御質問にお答えします。 

 水洗化の部分についてではなく、西側の公営住宅

のあり方も含めて、見直しについては、来年度に向

けて見直しのほうをしていきたいというふうに思っ

てございますので、その中で、ちょっと年度につき

ましては、どの年度になるというふうにはちょっと

今の段階ではわからないという状況です。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） １７９ページの建築総務費

の公共施設石綿分析・浮遊調査の関係でお聞きをし
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たいと思います。 

 これにつきましては、石綿含有調査とか、粉塵浮

遊調査、また、煙突の閉塞状況調査とか、３点ぐら

いあったのだと思いますが、その実施をした箇所

と、それから、その後の結果をお聞きしたいと思い

ます。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １番中澤委員の、

公共施設の石綿分析・浮遊調査についての御質問で

ございますが、まず、調査につきましては、上富良

野小学校、東中小学校、上富良野中学校普通教室と

上富良野中学校の講堂、それからラベンダーハイ

ツ、それから社教センター、それから給食セン

ター、看護婦の宿舎、それから町立病院の９施設の

調査を行っております。その中で、検出されたのが

上中の普通教室の排煙口、それから町立病院の排煙

口でございます。しかし、基準値の範囲内でありま

したことから、問題ないというふうに考えておりま

す。 

 また、公共施設の煙突の閉塞措置につきまして

は、日東会館、郷土館、東中中学校、西小学校、公

民館の五つでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） 石綿含有調査では２カ所が

一応含有していたと。ただし、それは基準値内なの

で、処理については全然問題がないという受けとめ

方でよろしかったでしょうか。 

 それと、もう１点、今、煙突の閉塞実施施設を調

査を５カ所されたということですが、それの結果に

ついてはどんなものだったのか。 

○委員長（村上和子君） 建築施設班主幹、答弁。 

○建築施設班主幹（高松 徹君） １番中澤委員の

御質問にお答えいたします。 

 まず、検出された２カ所といいますのは、こちら

は浮遊調査をした結果、検出された２カ所、上富良

野中学校と町立病院になっております。そのほか

に、含有しているかどうかの分析調査を行っており

まして、こちらが特別養護老人ホーム、ラベンダー

ハイツと町立病院で行っておりまして、こちらにつ

きましては、町立病院で含有されていることが確認

されております。ただし、こちらも、現状で煙突の

内側の断熱材が飛散しているとか破損しているよう

な現状は見受けられないということで、飛散はして

いないということで確認しているところです。 

 それと、煙突閉塞措置のその後は、工事では煙突

の吹き出し口、それから灰出し口、そちらに鉄板を

当てまして、周りをコーキングした状態で閉塞して

おります。この後、コーキングが劣化していくこと

も考えられますので、そちらについては逐次確認し

ていく、状況を見ていく必要があろうかと思ってお

ります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） 石綿含有調査については、

ラベンダーハイツと町立病院が含有されていると。

ただし、飛散はしていないということでよろしいの

ですよね。 

 それで、今後については、やっぱり老朽化の施設

なので、そこら辺、管理や何かを十分やっていかな

くてはいけないと思うのですが、そういう考え方に

ついてお伺いしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 建築施設班主幹、答弁。 

○建築施設班主幹（高松 徹君） １番中澤委員の

御質問にお答えいたします。 

 分析調査のほうですけれども、ちょっと説明が不

十分で申しわけありません。分析調査を行ったのは

ラベンダーハイツと町立病院でありますけれども、

ラベンダーハイツについては含有しておりませんで

した。含有していたのは町立病院のみとなっており

ます。 

 また、今後、今回の浮遊調査では浮遊が確認され

ませんでしたけれども、今後、やはり定期的に浮遊

調査なりを行って、アスベスト、粉塵の浮遊の確認

をしていく必要があるかなと思っております。 

○委員長（村上和子君） ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） 今の関連なのですけれど

も、石綿というのはすごく人体に悪い。公共施設で

それがあってはならないと思います。特に病院だと

かそういう施設にそういうものがあるということ

は、もう改修していかないとだめなのですよ、今の

時代。そういう考えはないですか。お伺いします。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） ４番長谷川委員の御質問

にお答えいたします。 

 今、それぞれ所管のほうで、昨年度、２９年度に

石綿の分析調査等行っておりますけれども、ルール

に基づいて、それらが基準値を超えたりだとか、

今、そういう古い施設については、多分、煙突の中

にそういう素材が使われている素材のものというも

のは残っていると思いますけれども、そういうもの

がしっかりと固定されている状況が確認できるうち

には、特に問題はないと思っておりますので、そう

いうものは当然、劣化とともに、そいうことがない

ように、今、定期的にチェックも必要かなというこ

とで答弁をさせていただいていると思いますので、

当然、全てそういうものがないものにできるのであ

れば、それにこしたことはありませんけれども、そ
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れには当然大きな投資がかかりますので、一定程

度、しっかりと安定的に保っているうちは、特に問

題なく利用していくことになるのかなというふうに

思っております。 

○委員長（村上和子君） ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） 違うのですよ。修理すれ

ばいい、今よかったからいい、いつなるかわからな

いのですよ。計画的にやっぱり古いものはやってい

かないと、先にやっていくのが公共施設なのです

よ。その辺、これでいいのですか、このまま置いて

おいて。悪くなったらする、その手当でいいのです

か。先に手当をしておけば、それがなくなるのです

よ。私はそう思いますけれども、その辺、どうお考

えですか。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） ４番長谷川委員の御質問

ですけれども、長谷川委員の考え方として、御意見

を賜っておきたいというふうに思います。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １６７ページの橋梁の長

寿命化という形で、委託料で橋梁の目視点検という

形になっておりますが、１,６００万円ですか、こ

れは打音検査等も含めた中の内容なのか、単なる目

視ではないと思いますが、これは人員と、橋等は何

橋対象になっているのか、ちょっと確認しておきた

いと思います。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １１番米沢委員

の、橋梁の長寿命化につきましての目視点検の委託

費の部分でございますけれども、点検箇所が３３橋

実施しております。この部分について、打音とか、

そういう部分も同じ調査を行っております。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ちょっとどこで質問して

いいかわからないのですが、道河川の富良野川のい

わゆる清富に抜けるところの流れている川がありま

すよね。篠原牧場だとかの横を流れている、放射線

管理センターの前を流れている川がありますよね。

あれは雑木が生い茂って、やはり伐採してほしいと

いう声、要望があるのですけれども、あれはまちで

はないと思うのですが、道河川だと思いますので、

そこら辺は今後、伐採する計画、予定等はあるのか

どうなのか、確認しておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 土木建設班主幹、答弁。 

○土木建設班主幹（菊地 敏君） １１番米沢委員

の、北海道が管理する富良野川の河川に生えている

伐木の件に対してお答えさせていただきます。 

 まちのほうでは、道河川、いろいろ富良野川から

ヌッカクシ、ベベルイ等、抱えている中で、土砂が

たまったり、委員おっしゃるように、木が生えて

うっそうとしている場所も多々あります。まちのほ

うでは、そういう住民の方の意見だとか、住民会長

等々の意見も聞きながら、毎年の北海道への要望の

中で上げていっている状況ではありますが、なかな

か北海道のほうも数が多いもので、全てが全て対処

していただけている状況にはないと思いますが、ま

ちとしても引き続き北海道のほうへ要望をしていき

たいと考えております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これで８款土

木費の質疑を終了いたします。 

 ここで、暫時休憩といたします。 

 再開は１４時３０分。よろしくお願いいたしま

す。 

─────────────── 

午後 ２時１４分 休憩 

午後 ２時３０分 再開 

─────────────── 

○委員長（村上和子君） 休憩前に引き続き、委員

会を再開いたします。 

 次に、９款教育費の１８０ページから２２５ペー

ジまでの質疑を行います。 

 御質疑ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ２０９ページの公民館の

照明管理なのですが、建物自体が古いという状況も

ありまして、なかなか暗いというような声が聞かれ

ますが、今後、こういった照明自体、ＬＥＤだとか

いろいろ出てきて、比較的明るく照らす状況もあり

ますし、改善等というのは考えていらっしゃるのか

どうなのか、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（及川光一君） １１番米沢委員の

御質問にお答えいたします。 

 公民館の照明が暗いという状況ですが、教育委員

会としても、先般、特に舞台関係の行事に使う際

に、照明が若干暗いというお話をお聞きしておりま

す。実際、どういう部分で照明を改善したらいいか

というのは、今後、検討してまいりたいと考えてお

りますので、御理解をお願いしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 
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○１１番（米沢義英君） 学校教育の分野で、全般

についてちょっとお伺いしたいのですが、今、外国

語だとか英語だとか、それぞれの学校現場では、理

科だとか算数だとか、力を入れたいという形で、専

科の教員を一定部分配置した経過もありますし、ま

ちも一生懸命努力されているということを十分わ

かっておりますが、現状としては、こういう専科の

教員の配置をやっぱり要望するとなると、相当厳し

い状況にあるのかどうなのか、現状について伺って

おきたいというふうに思います。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（及川光一君） １１番米沢委員

の、各専門の教科の配置という部分でございます

が、委員も御承知のとおり、いろいろな特色ある授

業ということで、クラスにおいてはＴＴ事業という

ことで、２人の先生を置くような授業、委員おっ

しゃるとおりの理科の専科、あるいは英語の専科と

いう部分もあるところでございますが、教育委員会

といたしましても、理科の専科を西小で配置した経

過もございますが、次年度におきましても、理科の

専科、あるいは英語の部分での専科という部分は、

先生は道の配置になるものですから、その部分で要

望は上げている実態にあります。今後におきまして

も、十分各学校と協議しながら、専科の要望を進め

ていきたい。ただ、それが結果につながるかどうか

というのは、正直、委員のおっしゃるとおり、厳し

い状況にはあるところでございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） １８９ページのスクール

バスの運行なのですが、１キロ超えないと利用でき

ないという形になっておりますが、これは非常にぜ

いたくな話で、自由にスクールバスに乗り降りでき

るような、そういった環境にできないものかなとい

うふうに常日ごろから考えている部分があるのです

けれども、現状ではなかなかそういう規定にはなっ

ておりませんけれども、ここら辺については、なか

なかやはり無尽蔵に、当然、区域を広げるわけには

いきませんし、運行費等の問題もあると思います

が、この点、ちょっと何か考え等があればお伺いし

ておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 教育振興課長、答弁。 

○教育振興課長（及川光一君） １１番米沢委員

の、スクールバスの乗降所、児童生徒が乗り降りす

る場所ということでございますが、今、委員、１キ

ロとおっしゃったのですけれども、２キロを超える

児童生徒についてはスクールバスの利用を許可とい

いますか、ＯＫしているというような状況です。 

 乗降所を自由にというお話ですけれども、ある程

度、スクールバスの乗り降りできる場所というの

は、バスの業者とも場所を選定した中で、ある程度

安全な場所を見はからって選定しているというのも

実態にあります。また、自宅のところでというよう

な部分、あるかと思うのですけれども、それにつき

ましては、際限がなくなると言ったらあれなのです

けれども、やはりある程度乗降所で乗り降りしても

らうというような方針で進めていきたいと考えてお

ります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ９番荒生委員。 

○９番（荒生博一君） ２２５ページのパークゴル

フ場管理費に関してお伺いさせていただきます。 

 この成果報告書の６４ページでパークゴルフ場の

利用実績ということで、２７年度の２万１,６７２

名から、昨年度は１万８,８５６名、２９年度１万

８,６８２名ということで、この間、ずっと、微減

ではありますが、減少傾向にあります。また、こと

し、私自身もパークゴルフ場でプレーする機会が２

度ほどありまして、やはり芝の管理状態というのが

非常に悪いということを、直接プレーをして実感い

たしました。今後において、利用者の満足を得るた

め、大々的な芝り張りかえ等々の改修工事の予定と

かというのはあるかどうか、確認させてください。 

○委員長（村上和子君） 社会教育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（眞鍋一洋君） ９番荒生委員の

御質問にお答えいたします。 

 荒生委員御指摘のように、パークゴルフ場につき

ましては、年々、微減ではありますけれども、右肩

下がりということで、利用実態となっておるところ

ですけれども、パークゴルフ場につきましては、指

定管理制度にのっとって、業者に維持管理、運営を

任せているところですけれども、春先から芝生の状

況が悪いという、今御指摘がありまして、指定管理

者のほうとも協議を重ねながら、何とか芝生の状況

が改善するような方策を、今、協議を進めていると

ころでして、近々、協会のほうも交えまして、三者

によりまして、どのような方法が、芝生のコースの

改善、または来年度に向けての快適な利用になるか

に向けて、これから具体的な協議を進めていくとい

う状況になっておるところです。 

 それで、芝の現在の状況ですけれども、今、かな

り夏場、雨ですとか、そういった水が豊富に入った

結果、当然、散水も相当いたしまして、芝生のほう

はかなり改善になっているという状況です。ですの

で、さらにいい状況ということで、今後、どのよう

な方法がいいか、改善策を詰めていきたいと思って

おります。 
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 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 芝刈りの状況についてお

伺いしたいのですが、よく利用者の方から、プレー

をしているときに、横で芝を刈っているという状況

で、非常に不評が出ているという状況、御存じだと

いうふうに思いますが、そういうものも一つとっ

て、やっぱりお客さんが、結局、利用したくても、

上富良野町に行ったら、芝を横で刈っているという

のだったら、余りよくないなという、やっぱり離れ

ていく方もいるというような話も聞かれますので、

そういうものも含めて、来年に向けての運用のあり

方というか、そういうものもぜひ御検討いただけれ

ばというふうに思います。 

○委員長（村上和子君） 社会教育班主幹、答弁。 

○社会教育班主幹（眞鍋一洋君） １１番米沢委員

の御質問にお答えいたします。 

 委員御指摘のように、芝管理等でプレーヤーに

ちょっと迷惑をおかけしているところもあるという

御指摘ですので、これにつきましては、指定管理の

ほうと協議いたしまして、快適にプレーできるよう

な形で改善するように進めていきたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

 ２番岡本委員。 

○２番（岡本康裕君） １９１ページ、コミュニ

ティスクール準備委員会負担５万円ということと、

事業調書５３ページの下ほど、開かれた学校づくり

については上富良野西小学校にコミュニティスクー

ルを導入したということで、２９年度、準備委員会

ということで、上富で初めてそういったものを導入

しようとしていたわけですが、この点、結果などと

いうのはまだ出ていないと思いますが、何かよかっ

た点と悪かった点というのはあったでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（安井民子君） ２番岡本委員の

御質問にお答えします。 

 西小学校のコミュニティスクールの準備委員会に

つきましては、２９年度、全部で６回の会議と研修

等を実施しております。３月には西小のほうに学校

運営協議会のほうを設置しました。 

 その成果としまして、今年度に入りましてから

は、読み聞かせグループの方たちに学校図書館の整

備、飾りつけですとかということを、児童会の図書

委員のお子さんたちと協力してやっております。あ

と、地域の老人クラブの方々に運動会を見に来てい

ただいたりですとか、学校の花壇の整備をしていた

だいたり、地域の皆さんで、以前から交通安全の街

頭指導については御協力いただいていたところなの

ですけれども、今年度に関しましては、例年よりも

多くの方に御協力をいただいているというような状

況です。 

○委員長（村上和子君） ２番岡本委員。 

○２番（岡本康裕君） １年たたないうちにそう

いった結果が出ているということで、非常にいい結

果としてとらえてよろしいかどうか、お伺いしま

す。 

○委員長（村上和子君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（安井民子君） ２番岡本委員の

御質問にお答えします。 

 とてもいい成果が出ていると思っています。 

○委員長（村上和子君） ２番岡本委員。 

○２番（岡本康裕君） ２９年度、準備委員会、西

小ということで、今年度以降、ほかの町立の学校に

も導入ということでなっていると思いますが、そこ

での準備委員会等々のこと、こういったような取り

組みはなされていないような気がしたのですが、決

算なので、ちょっとはみ出してしまいますけれど

も、似たような成果が得られそうですか。 

○委員長（村上和子君） 学校教育班主幹、答弁。 

○学校教育班主幹（安井民子君） ２番岡本委員の

御質問にお答えします。 

 今年度はそれぞれの学校で準備委員会というもの

は設置しておりませんけれども、昨年度、西小学校

で準備委員会の経過ですとかということにつきまし

ては、全ての学校で共有しておりますし、準備委員

会として参加している研修会につきましては、ほか

の学校の先生方にも一緒に参加していただいたりで

すとか、全町を対象にした講演会も実施しています

し、準備委員会の事業ではなかったのですけれど

も、教育委員会のほうで、町内の全ての教職員を対

象にした研修会も実施しておりますので、西小以外

の学校についても設置に向けた経過というのは十分

理解していただいているというふうに考えていま

す。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これで９款の

教育費の質疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますので、少々お待ちく

ださい。 

（説明員交代） 

○委員長（村上和子君） 次に、１０款公債費の２

２６ページから、１３款予備費２３１ページまで、

一括して質疑を行います。 
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 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ２２６ページの給与費に

ついてお伺いいたします。 

 平成２９年度の成果報告書の中に、全体の職員給

料のバランスの適正化というのが載っております。

これは、いわゆる人事評価に基づくものの反映だと

か、どういうものをバランスの適正化という表現に

なっているのか、この点についてお伺いしたいと思

います。（発言する者あり）成果表の１２ページの

行財政運営の見直しということで、これからやるの

かもしれませんが、組織力の向上と書いてあるとこ

ろに、総括主幹グループリーダーの指名の継続だと

か、職員全体の給料のバランスの適正化だとか、職

員規律の充実、人事評価の制度の運用だとか書いて

ある中に載っていまして、これはどういうものを指

しているのか、今後行うのか、ちょっとわからない

ですが。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） １１番米沢委員からあ

りました、給与費の成果報告書の関係のことでござ

います。ちょっと時間がかかりまして大変申しわけ

ございません。 

 給与につきましては、いろいろ見直しをして、決

まった結果で条例改正をいただきながら行っている

ところでございますが、特に私どもの給料体系につ

きましては、基本的には国の制度に準じて行ってい

るところでございます。こちらに書いておりますバ

ランスの適正化という部分なのですが、こちらにつ

きましては、昨今、いわゆる採用職員で、通常です

と新卒の方を採用して、年齢がたてばというような

制度設計になっているのですけれども、ここ数年

来、いわゆる社会人で採用している方がかなりの数

いるという中でいきますと、その給与の、今の制度

上はそういう給与の格付けになるのですけれども、

同年代の方と比較をすると、若干、アンバランスな

ところもいるという部分も今の制度上はありますの

で、今、その制度の見直しを含めて、内部で検討し

ているということでございまして、その関係から、

こちらのほうに職員全体の給与費のバランスの適正

化を検討しているということで記載をさせていただ

いたところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） そうしますと、社会人登

用という形になりますと、当然、高い場合もありま

すよね。こちらに入ってきて、もとの会社に勤めて

いて、給与が高い、公務員よりも高いという場合、

そういうものも含めて、上下、バランスをとってい

きたいという話なのかというふうに思いますが、当

然、前に勤めていたところが給料が現状よりも高い

ということも考えられますし、低いということも考

えられますが、そういう場合、どういうふうなバラ

ンスのとり方をやっているのでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） １１番米沢委員からあ

りました、職員の給料のいわゆる初任給の格付けの

関係でございますが、基本的に、前にお勤めしてい

ただいた給料が幾らだったかというのを公務員制度

の給料の中で反映する制度にはなってはございませ

ん。私どものいわゆる俸給表につきましては、国の

人事院規則に基づいて、それに準じた形で給料表を

設定させていただいておりますが、その給料表自体

が、いわゆる民間調査をやった結果でつくられた制

度だというふうに思っておりますので、公務員とし

て採用を役場でした職員につきましては、今ある制

度の中で、前歴をどの程度計算をして初任給に位置

づけをするのかという計算になってございます。た

だ、制度上、前歴が長いと、その分、ストレートで

いたよりも、どうしても差が出るというのも現実問

題ございますので、そこら辺はどの程度の、完全に

同一にするということは、またもともといる職員と

のバランス感覚もございますので、どの程度の、ど

ういうふうに位置づけたらいいのかというものも含

めて、今検討させていただいているという状況でご

ざいます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 最後にちょっとお伺いし

たいのは、人事評価制度の運用という形でなってお

りますが、これも含めて、今後、人事評価にかか

わった部分というのは給与にも反映されるという形

の理解をしてよろしいのでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） １１番米沢委員からあ

りました、人事評価制度と給料の位置づけという部

分の御質問だと思います。 

 さきにも御報告させていただきましたが、今年４

月から、全職員を対象に人事評価制度を運用してい

るところでございます。現時点につきましては、全

員始めたということで、まず熟度を高めるというこ

とで今年度につきましては取り組みをさせていただ

いているところでございます。今の、ことしやって

いる、来年やっている部分が、即職員の待遇に当て

るということについては、今の時点では想定をして

おりませんが、今あるこの人事評価制度、これは法

律で決められていることでございますので、最終的

にはきちんと給料反映できるような人事評価制度に

まずするということが大前提になるのですけれど
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も、そういうふうに最終的には公平公正な、透明性

を持つ人事評価制度と、その結果に応じて処遇のほ

うにも将来的には反映をさせていきたいという方向

性で、今取り組んでいるところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 前にもこの点、質問した

記憶がありますが、非常に評価するということは難

しい面があるというふうに思いますが、そういう中

で、ＡとＢとのバランスが、それぞれ同期であった

としても、評価によっては、評価されたＡという方

はプラスになるけれども、Ｂは評価されなかったと

いうことになればマイナスになるという難しさがあ

る評価だというふうに思いますが、そういうものを

導入して、仮に将来、導入しようとした場合に、

やっぱりあつれき、差別につながるような要素が

あってはならないというふうに思いますが、この点

はどのようにお考えなのか、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 総務課長、答弁。 

○総務課長（宮下正美君） １１番米沢委員からあ

りました、人事評価と給料の反映という部分でござ

います。 

 確かに反映したとすると、いわゆる納得性も必要

になるという部分で、制度上は、一応そういう苦情

の申し立てといいますか、申し立ての窓口ですと

か、そういうものを審査する部署といいますか、仕

組みも入れているところでございますので、その中

で、どうやっていくかというのを含めて、今、熟度

を高めていきたいというふうに思っておりますの

で、御理解をいただきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これで１０款

公債費から１３款予備費の質疑を終了いたします。 

 以上をもって、一般会計の質疑を終了いたしま

す。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後 ２時５６分 散会  
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平成３０年上富良野町決算特別委員会会議録（第３号） 

 

平成３０年１０月３日（水曜日） 午前９時００分開会  

─────────────────────────────────────────────── 

○委員会付託案件 

議案第 ８号 平成２９年度上富良野町各会計歳入歳出決算の認定について 

議案第 ９号 平成２９年度上富良野町企業会計決算の認定について 

─────────────────────────────────────────────── 

○議事日程 

開議宣告 

１ 議案審査 

  議案第 ８号 平成２９年度上富良野町各会計歳入歳出決算の認定についての質疑 

   (1) 国民健康保険特別会計 

   (2) 後期高齢者医療特別会計 

   (3) 介護保険特別会計 

   (4) ラベンダーハイツ事業特別会計 

   (5) 簡易水道事業特別会計 

   (6) 公共下水道事業特別会計 

  議案第 ９号 平成２９年度上富良野町企業会計決算の認定についての質疑 

   (1) 水道事業会計 

   (2) 病院事業会計 

２ 分科会ごとに審査意見書案の作成 

   (1) 審査意見案の協議（第１分科会は第２会議室、第２分科会は議員控室） 

   (2) 審査意見書案を決算特別委員長に提出 

３ 全体審査意見書の作成 

   (1) 正・副委員長、分科長により成案作成（議長室） 

   (2) 成案報告、審議、決定 

４ 理事者に審査意見書を提出 

５ 審査意見に対する理事者の所信表明 

６ 討論と表決 

７ 決算特別委員会審査報告について 

閉会宣告 

─────────────────────────────────────────────── 

○出席委員（１２名） 

   委 員 長  村 上 和 子 君   副 委 員 長       岡 本 康 裕 君    
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午前 ９時００分 開会  

（出席委員 １２名） 

─────────────────── 

○委員長（村上和子君） 御出席、御苦労に存じま

す。 

 ただいまの出席委員は１２名であり、定足数に達

しておりますので、これより決算特別委員会３日目

を開会いたします。 

 直ちに、本日の会議を開きます。 

 本日の委員会日程については、さきにお配りしま

した日程のとおりであります。 

 昨日に引き続き、平成２９年度上富良野町各会計

歳入歳出決算認定の特別会計より、質疑を行いま

す。 

 最初に、国民健康保険特別会計全般の２３５ペー

ジから２７１ページまでの質疑を行います。 

 御質疑ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ２６７ページの特定健診

の診査事業費等についてお伺いいたします。 

 ここの中では委託料という形で、今回、二次健康

診査と健康情報提供という形の予算がのっておりま

すが、恐らく、特定健診にかかわった方々に対する

情報提供等の内容かなというふうに思いますが、こ

の内容と、それに基づいてどのような方法で健康指

導、あるいは行われたのか、内容がちょっとわから

ないので、お伺いしておきたいというふうに思いま

す。 

○委員長（村上和子君） 健康推進班主幹、答弁。 

○健康推進班主幹（星野 章君） １１番米沢委員

の御質問にお答えします。 

 二次健康診査と健診情報提供料の内容ということ

で、二次健診に関しましては、動脈予防効果の健診

ということで、医療を必要とするまでの間の方の今

の体の状態を確認するという健診になるのですけれ

ども、内容としましては、自分のインシュリンの働

きがどれくらい出ているのかと見る、７５グラム糖

負荷試験というのがあるのですけれども、その７５

グラム糖負荷試験ですとか、頸動脈にどのくらいプ

ラークというか動脈硬化があるかという状態を見る

検査ですとか、尿中アルブミンの検査と、あと血圧

脈波といいまして、四肢の血圧の状態で動脈硬化を

見る検査が主な二次健診の内容となっております。 

 情報提供のほうは、医療にかかわっている方が健

診を受け、特定検診をかみんのほうに受けに来られ

ないのですけれども、医療のほうできちっと健診し

ていらっしゃるということで、医療の情報をいただ

くということで、それを健診にかえさせていただき

まして、それをもとに保健指導を行っているという

状態になります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） この特定健診の保健指導

計画に基づいて、それぞれ実施されているというふ

うに考えております。 

 それで、ここにも書いてありますが、やはり健診

終わった後の健診後の特定指導における情報提供と

いうのは、何よりも欠かせないというふうに考えて

おります。非常に私も、住民健診を受けていろいろ

と勉強させてもらっておりますが、そこでお伺いし

たいのは、２９年度においては、保健指導等を行っ

た結果、いろいろと課題等も見つかったのかなとい

うふうに思いますが、従来、上富良野町は糖尿病、

生活習慣病にかかわる者の血管疾患等が非常に多い

というような状況も記されておりますが、こういっ

た部分で引き続きやはりこういった傾向というの

は、比較的健診の結果高いという状況が２９年度に

おいては出ているのでしょうか、確認しておきたい

と思います。 

○委員長（村上和子君） 健康推進班主幹、答弁。 

○健康推進班主幹（星野 章君） １１番米沢委員

の御質問にお答えします。 

 持ち合わせているデータが今２８年度のデータに

はなってしまうのですが、健診を行ってまだ重症化

予防といって、やはりしっかりとこれ以上悪くなら

ないようにしていかなければならないという方々

が、まだ血糖や血圧やコレステロールの方のところ

ではまだまだいらっしゃるという状況です。ただ、

その状況ではあるのですけれども、全国から見ると

かなり低いという状況になっています。 

 一番上富良野としてまだ課題として残っているの

が、やはりメタボが多いというところは課題に残っ

ております。特に女性のメタボが多いというところ

では、今後、取り組んでいかなければならないかな

というふうには思っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 非常に特定健診を実施し

て、いろいろと課題もあり、そういう中で予防医療

にもつながっているかというふうに思います。 

 次のお伺いしたい点なのですが、いわゆる国民健

康保険の税にかかわってでありますが、国も今後、

広域に移行した後も、引き続き多子世帯や、そう

いった部分に対する均等割等の税の負担を軽減しな

さいということで出ているかというふうに思います

が、今後まちとして、この部分についてどのような

考えをお持ちなのか、この点をお伺いしておきたい

というふうに思いますし、特にそういう世帯の方と
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いうのは、子どもを抱えながら加入者で何世帯、何

人くらいいらっしゃるのかもあわせてお伺いしてお

きたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北越克彦君） １１番米沢委員の

今後の保険税のあり方といいましょうか、そういっ

た関係でございますが、今年度から北海道に移行と

いうことになってございまして、今後の税について

は、北海道全体の均一化といいましょうか、そう

いった方向になってくるところでございまして、

今、委員の御発言ありましたように、他世帯の構成

人数における世帯の保険料の負担、あるいは子ども

がいらっしゃる世帯の負担軽減等も検討されていっ

ている状況でございますけれども、まだ明確な方向

性が見えていないという状況でございます。国の方

針や北海道のガイドライン等々にも沿いまして、十

分検討していかなければならないというふうに思っ

ております。 

 また、今おっしゃられました人数の関係では、今

データ持ち合わせておりませんので、確認して後で

報告させていただきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 副町長にお伺いします

が、以前からもこの上川管内においても、もう既に

そういった軽減を実施している自治体も、まだそう

多くではありませんが出てきているという状況にあ

ります。均等割が例えば２万ぐらいだったと思いま

すが、二人、三人になれば６万という形になり、そ

のほかにも当然課税されるわけですから、やはり生

活状況においてはもともと国保加入世帯というの

は、決してそう多く所得があるというような世帯が

多くないわけでありまして、そういうものも含めた

場合にやはり軽減策をとり、負担軽減に少なくとも

結びつけるような政策展開というのが必要ではない

かというように思いますが、この点確認しておきた

いと思います。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １１番米沢委員の御質問

にお答えいたします。 

 今年度から国保も大きく制度が変わりまして、都

道府県とそれぞれ市町村との連携事業になっていま

す。それぞれ保険税の負担、保険料の負担と、給付

とのバランスの中で、これから新しい仕組みになっ

た経過の中で、いろいろと健闘していかなければな

らない課題というふうに思っておりますけれども、

今、委員おっしゃるように、各自治体においては、

それぞれの独自の取り組みがなされているようなと

ころも耳にしておりますので、そういうものが果た

して私たちのまちにおいても機能できることなの

か、そういうことが果たして全体のバランスを考え

たときに公平な仕組みとなるのか、それらを含めて

検討課題にしていきたいというふうに思っていま

す。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 公平な仕組みになるかと

いうところなのですが、以前も申し上げましたが、

社会保障という形ですから、特にここに税を投入し

たからといって、それは住民の方は納得できる話だ

ろうと思います。それが極端に違和感があるという

ような内容であれば、それは当然だめですよという

ことになるのだろうと思いますが、やはり社会事情

において、もしくはそういう世帯の中で生活がやは

り大変な状況にあるということも踏まえれば、当然

何らかの措置もされて、私は公平を欠くものではな

いのかなというふうに思いますが、この点どうお考

えでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 副町長、答弁。 

○副町長（石田昭彦君） １１番米沢委員の御質問

にお答えいたしますが、国保全体の中で考えたとき

に、これまでもまちの基本的な考え方をお示しして

いると思いますが、保険者は国保以外の保険者もた

くさんいらっしゃいますので、そういった全体的な

バランスも当然必要になりますし、あとは経済的な

状況によって、さまざまな福祉サービス等において

も、例えばこういうサービスについては非課税世帯

の方については軽減しましょうとか、さまざまな仕

組みを持っております。町長は常々言っていますよ

うに、町長の基本的な考え方として、しっかりとそ

の光の届かないところに光を与えていこうというこ

とでありますので、そういった基本的な考え方の中

で、国保の対象者の中でも、経済的な状況に応じて

そういう仕組みが必要なのかどうか、また、他の保

険者とのバランスも考えながら、そういう仕組みが

導入すべきなのかどうなのかということを検討して

まいりたいということで御理解をいただきたいと思

います。 

○委員長（村上和子君） １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） ２６１ページの出産育児一

時金の関係でちょっとお聞きをしたいと思います。 

 出産育児一時金が当初予算から相当実績として

減っています。２９年度の出生者数等をまずはお聞

きしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 町民生活課長、答弁。 

○町民生活課長（北越克彦君） １番中澤委員の御

質問にお答えをいたします。 

 ２９年度の決算におきましては、４６２万円とい

うことでございました。国保の世帯４２万円でござ

いますけれども、１１件分の決算ということでござ
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いました。当初予算につきましては、５４６万円を

見ておりまして、これについては１３件分というこ

とで予定をしてございましたけれども、決算的には

１１件となったということでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １番中澤委員。 

○１番（中澤良隆君） 全町的には、数字わかれば

２９年度のほうを教えていただければと。 

○委員長（村上和子君） 健康推進班主幹。 

○健康推進班主幹（星野 章君） 平成２９年度の

出生数なのですけれども、７８人となっておりま

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） 総合窓口班主査、答弁。 

○総合窓口班主査（三好正浩君） １１番米沢委員

の多子世帯の人数の御質問でありますが、９月末現

在で国保の未就学児については５８名となっていま

す。その中で小学生以下のお子さんを持つ多子世帯

の世帯については、１３世帯となってございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） 御質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これで国民健

康保険特別会計の質疑を終了いたします。 

 次に、後期高齢者医療特別会計全般の２７５ペー

ジから２８９ページまでの質疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これで後期高

齢者医療特別会計の質疑を終了いたします。 

 次に、介護保険特別会計全般の２９３ページから

３１９ページまでの質疑を行います。 

 御質疑ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 全般にわたってお伺いい

たしますが、介護認定を受けようとした場合、この

チェックリスト等による成果報告書にも書いてあり

ますが、チェックを行いながら介護認定したのかど

うかわかりませんけれども、あくまでもこれは認定

されようとする、あるいは受けようとする側の健康

状態あるいはその人の環境状況を知るために用いら

れているのか、そこを確認しておきたいと思いま

す。 

○委員長（村上和子君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（進藤政裕君） １１番米沢委

員のチェックリストの関係についての御質問にお答

えいたします。 

 このチェックリストといいますのは、介護予防だ

とか、それから生活支援サービス事業によるサービ

スのみ利用する場合は、要介護認定を省略して、事

業対象として迅速なサービスを受けられるために、

全部で２５項目があるのですけれども、この質問に

答えていただくチェックリストということになって

おります。つまり、要介護認定を省略して、事業対

象者として迅速にサービスを受けられるための

チェックリストということになります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 速やかに介護が受けられ

るということでありますが、しかし、これは本人が

チェックリストは望まないという形になった場合

は、これは可能なのでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（進藤政裕君） ただいまの質

問でございますけれども、そのとおりでございま

す。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） このチェックリストでこ

の介護要支援でしょうか、結びついた人、結びつか

なかった人というのは、いらっしゃいますか、この

２９年度においては。 

○委員長（村上和子君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（進藤政裕君） ただいまの米

沢委員の御質問でございますけれども、平成２９年

度でチェックリスト全部で１２１件行っております

けれども、この方全てが結びついております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 私の申し上げたいのは、

あくまでもチェックリストというのは、本人の生活

状況あるいは体の状態を把握するという前提で、私

は使用すべきというふうに考えております。今の答

弁ですと、あくまでもこれは要介護認定を受けるた

めのいわゆるチェックするものになっているわけで

す、名のとおり。本来であれば、私はきちっとした

介護のケアマネジャー等が、あるいは認定される方

がやはり審査を行って、そこに結びつけていくとい

うような、そういった方向が本来の介護認定のあり

方だというふうに思います。 

 今のお話を聞いていますと、国の指導で恐らくそ

うなっているのだろうといふうに思います。恐らく

将来、どういうふうになるかまだわかりませんけれ

ども、結局これが要介護認定のなるかならないかと

いう鬼門になってしまうという大きな問題をはらん

だ内容だということで私は考えておりますが、そこ

ら辺の認識というのは担当者の方はお持ちなのか、
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お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員の

指定介護予防支援及び介護予防ケアマネジメントに

かかわる基本チェックリストにかかわる御質問にお

答えさせていただきます。 

 この事業は、平成２９年度から新規として上富良

野町でも取り組んでいるものでございます。これは

委員御質問のとおり、今現在、介護保険制度を進め

ていくに当たりまして、うちの担当主幹からも御説

明したように、速やかな本人の状態のチェック並び

にサービスへつなげるものを目的としておりまし

て、介護保険の申請となる者に対しての前段の住民

サービスの提供というふうにまちとしては考えてお

ります。決して委員が御質問のように、これによっ

て介護保険の認定につなげないものではございませ

んし、きちっとうちの職員が相談支援を受けて、そ

の方の状態を予防的給付にまずつなげることを基本

に考えておりますので、介護保険の認定になる方に

ついては、そこの状態で確認した上で、介護保険の

申請手続に全てきちっと手続するように、家族並び

に本人にも御説明申し上げておりますが、そこまで

には至らない方をいかに防いでいくか、これが予防

給付の基本でございますので、決してそのような鬼

門となるような事業ではないことは御理解いただき

たいと思います。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ただ、担当課長はそう

おっしゃるけれども、結果として、確かに予防給付

につなげたいという思いがあるのかもしれません

が、国の狙っているのはそうではなくて、あなた方

の自治体の思うこととまた逆方向の、恐らくなって

いるという状況があるので、私はまちとしてはき

ちっとこの介護ケアマネジャー、介護支援員として

チェックして、そしてそういう事業につなげるとい

うことを私は町として、まち独自としてもきっちり

とやるべきだというふうに考えているものですから

質問しているので、そこら辺をぜひ皆さん、私以上

にいろいろ知っていらっしゃるので、この点、判断

の材料としてぜひやるべきだというふうに思います

が、確認お願いいたします。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 この事業につきましては、私先ほど申し上げたよ

うに、やはり介護給付につながらない、介護予防の

時点でのまちの住民の皆様、高齢者の皆様の生活の

実態並びに体の状態を把握するものということで機

能させていき、必ずそこで給付につながるような、

サービスにつながるような方についてはきちっとそ

ちらのほうの手続に進めていくような形として制度

を捉え、国のほうの方向性はいろいろな方向性を検

討されているかと思いますが、まちとしてはそのよ

うな理念を持ってこの事業に取り組んでまいります

ことを御理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） 同じく３１３ページの予防

にかかわるところでございます。 

 今、同僚議員も言ったように、いろいろな予防の

ところというのは非常に大切だと思っております

し、この中で１点、エルダーシステムのところで

ちょっとお伺いしたいのですけれども、これはいわ

ゆる認知症予防のためのいろいろな施策の一つだと

思いますけれども、昨年度このエルダーシステムに

ついてどのような団体で、何回程度使われたか、ま

ずちょっとお聞きしたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 高齢者支援班主幹、御答

弁。 

○高齢者支援班主幹（進藤政裕君） ６番金子委員

の御質問にお答えしたいと思います。 

 エルダーシステムのどういった団体に使われてい

るかということでございますけれども、昨年度は全

部で１５団体、それから延べ１２９回御利用をいた

だいております。それで、どういう団体かと申しま

すと、住民会、それから老人会と社協、それから介

護施設等ということになっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） エルダーシステムについて

は、操作等々もそんなに難しいことではないと思う

のですけれども、適切に指導することによって、よ

り効果が高いというふうに聞いておりますが、そう

いったときの職員派遣だったりとか、操作方法とい

うよりは、効果的なやり方の指導というのはどうい

う体制になっているのですか。 

○委員長（村上和子君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（進藤政裕君） 金子委員の御

質問にお答えいたします。 

 現時点におきましては、高齢者支援班の担当職員

のほうで操作等の説明を行っているところでござい

ます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） エルダーシステムの中にい
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ろいろプログラムがあって、またその余暇も楽しめ

るとかというところとあわせて、非常に団体の利用

も高いと思うのですが、やはりそのどちらかという

と余暇の部分で使うところは私全く否定しません

し、それが社会的交流を生んで孤立をしなくていい

と思うのですけれど、前段のプログラムの部分とい

うものの重みがどれくらいの割合であったのか、教

えていただきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 高齢者支援班主幹、答

弁。 

○高齢者支援班主幹（進藤政裕君） ただいまの金

子委員の御質問でございますけれども、一応プログ

ラム自体につきましては、体を動かすもの、それか

ら脳トレみたいなプログラム、それからあと音楽を

聴いて楽しむ、あるいは歌って楽しむ、そういった

体、脳、それから音楽、そういった部分で全部でプ

ログラムは４００、実は用意されております。た

だ、それを実際いろいろ使いこなしているかという

と、なかなかそういった部分ではないと思いますの

で、そちらにつきましてはこれからいろいろと検討

しまして、進めていきたいなというふうに考えてお

ります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ６番金子委員。 

○６番（金子益三君） 特に今、認知症の部分で、

これ非常に一つの効果的なものというふうにも聞い

ておりますので、上富良野にもいろいろな団体があ

りますから、予防に携わっているさまざまな団体と

連絡をとりながら、複数組み合わせることによっ

て、一例を言うとふまねっとだったりとか、そうい

うところどころ一緒にやったりすると、よりその効

果が高いというふうに思いますので、高齢者の方の

社会的孤立を予防すると同時に、複数の手足の動か

す機能とあわせてやることがやはり望まれると思い

ます。ぜひ、その辺を取り組んでいただきたいと思

いますが、その辺はどうでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） ６番金子委員のエ

ルダーシステムの活用のことについて、御質問にお

答えさせていただきます。 

 委員御発言のとおり、うちの担当主幹から説明し

た利用実績は、ここやっと１年、２年、少しずつ各

住民会の皆様にもこのエルダーシステム、なかなか

片仮名用語でエルダーシステムと聞いたときにどん

なものかなということで大変ちょっと皆さん、最初

は抵抗感あったようなのですが、実際に使ってみて

初めて、いろいろなものに使えるということで、今

やっと理解が、地域に普及されているところだと思

います。私もプログラムが多数あるというのは知っ

てはおりましたが、本当にプログラムが各地域、団

体によって、きょうはどのようなプログラムでやろ

うというような形で定期的に本当に使っていただけ

るようになると、これが本当に最大の効果につなが

ると思いますので、この辺につきましては担当職

員、あと社会福祉協議会、ケアマネジャー通じて住

民会、あと町内会、いろいろと地域での事業に活用

していただけるよう、今後、周知普及図ってまいり

ますので、御理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） ３１１ページの関係で、

住宅の改修費について、ちょっと教えていただきた

いと思います。 

 こちらについては、私どもが考えているのは段差

の解消とか、手すりの関係の補助というか改修だと

思いますけれども、それ以外のことについても、改

修の費用が出るのでしょうか、確認させてくださ

い。 

○委員長（村上和子君） 高齢者支援班主査。 

○高齢者支援班主査（村上弘記君） １２番中瀬委

員の御質問にお答えします。 

 住宅改修の内容につきましては、委員おっしゃら

れたように手すりの取りつけ、段差の解消、あと和

式のトイレから洋式のトイレに取りかえるですと

か、引き戸を開き戸に変えるですとか、あと畳の床

をフローリングに変える、そういったものが住宅改

修の対象となっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） こちらについては、いわ

ゆる上限の金額が設定されているとは思いますけれ

ども、その上限の金額と昨年度の利用された件数に

ついて、お伺いします。 

○委員長（村上和子君） 高齢者支援班主査。 

○高齢者支援班主査（村上弘記君） １２番中瀬委

員の御質問にお答えいたします。 

 上限は、要介護認定受けてから原則的に２０万と

いうことで、工事費が２０万ということになってお

ります。昨年度の実績におきましては、全部で４９

件ありまして、手すりの取りつけが４１件、段差解

消が６件、ドアの取りかえが１件、トイレの和式か

ら洋式に取りかえるのが１件ありまして、同時に手

すりの取りかえと、ほかの組み合わせもありますの

で、４９人がしたかといいますと、そうではありま

せんで、延べの件数となっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １２番中瀬委員。 

○１２番（中瀬 実君） そういったことで、住宅
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の改修することによって生活が助かっている方がた

くさんいられると思いますけれども、例えばこれが

１回利用しました、次にもう一回利用したいという

ことは可能なのでしょうか。 

○委員長（村上和子君） 高齢者支援班主査、答

弁。 

○高齢者支援班主査（村上弘記君） １２番中瀬委

員の御質問にお答えいたします。 

 先ほど申し上げたとおり上限２０万ということで

ありますので、住宅改修につきましてはケアマネ

ジャーが御家族、御本人と打ち合わせ、あと住宅改

修業者と打ち合わせをしまして、手すりの場所

等々、要望を聞いて住宅改修をしているのですが、

生活していく中でここに手すりが必要ですとか、そ

ういったもので追加があれば、また再度申請してい

ただいて、住宅改修のほうは追加で受けている状況

であります。 

 介護度につきましては、原則２０万ということで

言ったのですけれども、介護度が３段階上昇した場

合については、２０万円がリセットでもないです

が、上限がなくなるという例外があります。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） １２番中瀬委員の

住宅改修にかかわる再申請などの手続に応えられる

のかという御質問にお答えさせていただきます。 

 うちの担当主査から説明しましたのは、その方の

介護度でサービスをつける手続については先ほど説

明しましたけれども、その方の介護度において、そ

の年、その年度、この給付を受ける場合について

は、１回の住宅改修の手続については２０万円とい

うことで上限ありますから、最初サービス入れると

きに５万円くらい使ったと、ただ、その年のそのと

きに、ほかにもここも必要になったと言ったら、マ

ネジャーさんのほうでその辺は調整するのですけれ

ども、中瀬委員がお聞きになりたいのは、その年そ

れで受けたと、それからまた年数がたっていったと

きに、それは１回受けたらもう一生受けられないの

といふうに質問来たときには、介護度が３ランク変

わった場合については、改めて再度住宅改修を受け

ることができますので、なるべく介護度が低いうち

に受けていただくと、もう一回のチャンスがあるの

ですけれども、これが介護度３以上になってしまう

と、実はこの制度では使用することができなくなり

ますので、その点については十分皆様、制度とあわ

せて御説明させていただいているところでございま

す。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ３０１ページの保険料収

入で不納欠損が出ているかというふうに思います

が、恐らく生活環境と収入等のかかわりなのかなと

いうふうに思いますが、その実態状況等について、

お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員

の、平成２９年度介護保険料の不納欠損にかかわる

御質問にお答えさせていただきます。 

 不納欠損につきましては、２９年度実績３件、８

万９,６００円というふうになってございます。こ

の、３件の内訳でございますが、お一人の方は死

亡、２件の方が生活困窮ということで把握をさせて

いただいております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 生活困窮という形でなっ

ておりますが、状況としてはどういう生活、一人な

のか、世帯状況ですか、そこら辺を確認しておきた

いと思います。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） ２名の方につい

て、生活困窮ということで今回不納欠損を行ったと

ころでございますが、その方につきましては介護保

険料の債権が２年間ということでございますので、

この２年を経過する以前のものについて不納欠損し

たところでございます。しかし、その方につきまし

ては、２８年、２９年につきましては、その後き

ちっと納入がされておりますので、生活的には変化

は余り大きく変わっているとは思いませんが、き

ちっと納入のほうにはつなげていただいている状況

でございます。 

 現在、生活の状況としては、その当時については

生活保護費よりも少ない金額の困窮をしている、あ

とほかにも支払いのほうの滞りがあるというふうに

実態を把握したところでございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） そういう場合は、そうい

う世帯に対するいろいろ生活支援、いわゆる相談等

が、相手が拒否される場合は別かというふうに思い

ますが、当然されているというふうに思いますが、

その点確認したいと思います。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員の

相談支援についてでございますが、これまでも欠損

だけではなくて、未収者についても随時生活相談も

あわせまして実施してきたところでございます。昨

年度から債権管理条例もできたことから、これにつ
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いては職員連携を強化し、町民生活課とも連携した

上で実態把握をし、生活相談を同様な形で職員には

指示しているところでございます。この２名の方に

ついても、相談を承ったところ、相談については必

ず対応をしていただいておりましたが、その中でも

ちょっとこの関係についてだけはもう既に時効を迎

えたということでの欠損となっております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ３１７ページの包括支援

センター事業についてお伺いいたします。 

 総合相談だとか権利擁護という形で、多岐にわ

たってこういった包括支援事業というのは実施され

ているかというふうに思いますが、この点、この２

９年度では、成年後見人１３件の相談があったとい

う形になっておりますが、この状況というのは守秘

義務がありますから大まかにどういう状況で相談が

こられているのか、確認しておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 高齢者支援班主任介護支

援専門員、答弁。 

○高齢者支援班主任介護支援専門員（佐藤智恵美

君） １１番米沢委員からいただきました御質問に

お答えさせていただきます。 

 いただいた御質問、成年後見ですとか虐待相談、

内容について大づかみではありますが、身寄りのい

ない方の財産管理についての御相談ですとか、あと

は施設入所契約についてに係る相談支援を行ってま

いりました。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） いろいろこの間、包括に

ついては支援員あるいは相談員とも体制を充実して

こられたかというふうに思いますが、多岐にわたっ

てこの地域の包括ということで相談に乗らなければ

ならないという状況があって、現状ではこの人員含

めて相談の内容も多岐にわたっているというふうに

思いますが、どんな状況、人員が足りているかとい

うことも含めて、そこをお伺いしておきたいと思い

ます。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員の

包括センターの人員配置についての御質問にお答え

させていただきます。 

 今現在、３０年度は多少人事異動がございました

が、２９年度につきましても、人員につきまして

は、センター長は１名兼務、スタッフは３名という

ことで配置をさせていただいています。実際に専門

職になりますので、主任介護支援専門員、社会福祉

士２名ということで、その３名については対応して

おります。国の法令並びにまちの条例でも、高齢者

１,０００人当たりに１名ということでの基準もご

ざいますことから、うちのまちは約３,３００人か

らになっておりますので、今、一人当たりは約１,

１００人くらいの担当ということで人員が配置のほ

うを対応しているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 成果報告書の中に２９年

度の新規事業という形で、認知症の総合支援事業と

いう形で支援チームが設置されたということになっ

ております。それで支援チームの事業内容、どうい

う内容で実施されているのか、また、そういう形で

ある程度見えてきたものがあるかというふうに思い

ますが、その点、お伺いしておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（鈴木真弓君） １１番米沢委員

の、認知症総合支援事業にかかわる御質問にお答え

させていただきます。 

 この事業につきましては、第７期の介護保険事業

計画にもかかわり、今年度の計画に向けて２９年度

に新規ということで取り組みをさせていただいてお

ります。このチームにつきましては、２９年１１月

に設置をしまして、実際に打ち合わせ等を実施して

きたところでございますが、２９年度実績では、現

在該当した事例はございませんでした。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければこれで、介護保

険特別会計の質疑を終了いたします。 

 次に、ラベンダーハイツ事業特別会計全般の３２

３ページから３４３ページまでの質疑を行います。 

 御質疑ございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） この成果報告書の中に

も、人員が確保できなくて入所者も制限せざるを得

なくなっていたということが明記されております

が、今回はいろいろ改善もされてきているというこ

とはわかりますが、この当時の担当の方でないから

ちょっとわからない部分もあるのかもしれません

が、人がいないということで、やはり入所者を制限

せざるを得ないというのは、当然収入にもかかわる

重要な大事な部分だというふうに思いますが、実

際、実数も含めてですが、どういうような、人がい

ないことによる弊害というのが出てきたのか。当

然、受け入れられなかったということでありますか

ら、その点、人の確保という重要性があると思いま

すが、この点、ちょっと確認しておきたいと思いま
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す。 

○委員長（村上和子君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（北川和宏君） １１番米

沢委員のラベンダーハイツの入所者の確保ができて

いないということについての御質問でありますが、

御存じのとおり、昨年の介護士の離職に伴いまして

今入所している方々の人数をなかなかふやすことが

できない。要するに、必要なサービスを提供するだ

けの手数というのがやはり、介護士の確保というこ

とが一番の対応策でありますので、そのことによっ

て、確保することで入所者のサービス提供もできる

ということで、また受け入れも可能になってくると

いうことで、やはり我々は今取り組んでいること

は、介護士を早急に確保して必要なサービスの提

供、受け入れをしていきたいというふうに努めてい

るところでありますので、御理解いただきたいと思

います。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） ラベンダーハイツの運営

全体についてお伺いしたいのですが、例えば今回の

ような地震、停電になった場合、介護、ラベンダー

ハイツについては、非常用電源とあるいはトイレ等

の水が出ないというような状況がうかがえました

が、これが仮に長く続いた場合に、入所者にとって

も大きな課題ではないのかなというふうに思います

が、その点、停電になったとき、そういった状況と

いうのはどうだったのか、確認しておきたいと思い

ます。 

○委員長（村上和子君） ラベンダーハイツ所長、

答弁。 

○ラベンダーハイツ所長（北川和宏君） １１番米

沢委員の今般の停電対応ということの質問かと思い

ますが、今回につきましては３時半前ですか、停電

になって私も直ちに現場のほうへ急行しました。小

型発電機がありましたので、それの準備等々するこ

とと、ただ小型発電機１台では対応もできないこと

から、災害対策連絡会議のほうに赴いて、発電機の

準備等々していただいて、必要最小限の電源の確保

から始めさせていただきました。また、それぞれの

居室が誘導灯の蓄電がまだ残っていたものですか

ら、明かりがまだありましたので、それがなくなる

前にそれぞれの明かりの確保とかということで作業

を進めさせていただくとともに、どうしても電気を

使う製品、機器が多いものですから、エアーマット

と必要な部分の対応等、介護士を緊急参集して対応

するなど対応をさていただきました。 

 まず、停電ですから、当然電気がないということ

で、電気を使った器具が多いということで、電気の

確保ということでやはり一番最初に取り組まさせて

いただいたのと、対応しなければならないので、緊

急参集をして、個別に対応させていただいたという

ところでございます。 

 これから課題は今回ので感じたところであります

ので、今後内部も含めながら、また、災害対応のし

ているところと協議を進めながら、その対応策を考

えていきたいなというふうに思っております。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これでラベン

ダーハイツ事業特別会計の質疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますので、少々お待ちく

ださい。 

（説明員交代） 

○委員長（村上和子君） 次に、簡易水道事業特別

会計全般の３４７ページから３５９ページまでの質

疑を行います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これで簡易水

道事業特別会計の質疑を終了いたします。 

 次に、公共下水道事業特別会計全般の３６３ペー

ジページから３７９ページまでの質疑を行います。 

 ４番長谷川議員。 

○４番（長谷川徳行君） 浄化センター維持管理に

ついてお伺いいたします。 

 今回、停電等でありましたけれど、災害に対して

電気の供給というか、その辺はどのようになってい

るかお尋ねいたします。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ４番長谷川委員の

浄化センターの電気の設備についての御質問にお答

えさせていただきます。 

 まず、今回につきましては、浄化センターの自家

発電装置はございます。この自家発電装置につきま

しては、施設内のまず照明と、それから電気計装設

備の運転、それから施設内に流入してきます汚水を

汲み上げるポンプ４台分の電気を供給発電していま

す。しかし、この汲み上げて沈砂池、そしてオキシ

デーションディッチ等に池があるのですけれども、

三つございまして、そこの部分に機器がついており

ますが、曝気装置といって酸素を送る装置なのです

けれども、そういう部分については電気が供給され

ておりません。それからあと、浄化して川に流す前

に滅菌して流す薬を入れたりするのですが、それも

電気が行っていない状態でございます。 

 今回、こういうような長い時間停電になるという

ことをちょっと想定していませんでしたので、今後
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についてはそういう部分も含めて、動かなかった機

械について、また再検討しまして、今、委託してい

る業者に、ちょっと検討させている最中でございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） ４番長谷川委員。 

○４番（長谷川徳行君） 上富良野は自然流下で、

物すごく経費がかからないようなシステムになって

いるし、給水は。それで、流せられないということ

は、川と同じで、下流が詰まったら何ぼ上流が整備

されてもだめなので、その辺を重点的に、ないとい

う可能性はない、これからは想定外なんてことはあ

りませんから、全部想定内でやっていかないとだめ

なことになっている。住民生活のライフラインを確

保するためにはその辺の早急な検討を考えて、私の

意見としてですけれど、聞いてくれるのはいいので

すけれど、どのように考えているか、お伺いいたし

ます。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） ４番長谷川委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 現在、総務課の防災のほうでも、今回の地震の検

証ということで取りまとめをしていますので、そう

いう部分を含めて、住民生活をとめるわけにはいき

ませんので、何とかそういう部分も動かすような形

でできる範囲、どれくらいの費用がかかるのかも

ちょっと想定しておりませんので、そういう部分も

試算しまして、また検討していきたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これで公共下

水道事業特別会計の質疑を終了いたします。 

 以上をもって、各会計歳入歳出決算の認定につい

ての質疑を終了いたします。 

 ここで、説明員が交代しますので、少々お待ちく

ださい。 

（説明員交代） 

○委員長（村上和子君） それでは、続きまして、

平成２９年度上富良野町企業会計決算の認定につい

ての質疑に入ります。 

 最初に、水道事業会計全般の質疑を行います。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 今回これ見ていますと、

不納欠損処分でしょうか、あったかというふうに思

いますが、この点、確認しておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １１番米沢委員

の、水道事業の不納欠損処分についての御質問にお

答えさせていただきます。 

 今回、不納欠損処分をしております金額につきま

しては、３４万６,７９７円でございます。不納欠

損の人数につきましては１４人でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） こういった世帯について

は、当然給水停止というふうな、こちらにも事業報

告の中に、意見書の中にも実施したというふうに書

かれておりますが、これはどういう、例えば、生活

困窮という形の中でお金が徴収できないというよう

な、恐らく人だというふうに思いますが、どういう

状況の人たちなのか、確認します。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １１番米沢議員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 不納欠損の部分ですが、まず居所不明者が１２

名、それから無財産、破産が一人。それから生活困

窮者が１名というふうになっております。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 居所不明の方について

は、追跡調査してもなおかつわからなかったという

形の居所不明者という形で確認してよろしいです

か。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １１番米沢委員の

御質問にお答えをさせていただきます。 

 そのとおりでございます。追跡を行いましたけれ

ども、わからなくなったということでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢議員。 

○１１番（米沢義英君） この中に、給水停止処分

１０件という形で報告が載っております。この１０

件については、恐らく再三、納めてくださいという

ことで求めたとしても、納めないと。その後、給水

停止をしたという形の状況かというふうに思います

が、それとその後、給水停止を行って納付されたと

いう状況があるのか、確認いたします。 

○委員長（村上和子君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（佐藤 清君） １１番米沢委員の

御質問にお答えさせていただきます。 

 この給水停止１０件につきましては、停止後、全

額納付されております。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これで水道事

業会計の質疑を終了いたします。 
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 ここで、説明員が交代しますので、少々お待ちく

ださい。 

（説明員交代） 

○委員長（村上和子君） 次に、病院事業会計全般

の質疑を行います。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） 町立病院のこの事業報告

の中に、療養型の老人保健施設の利用人数が若干減

り気味だという形になっております。比較的療養型

の老人保健施設については、収益を上げてきたとこ

ろでありますが、これは相手がいることですから、

一概にこの減ったふえたという基準は判断するのは

難しいと思いますが、他の施設等に移行した、ある

いは当然利用する人がいないという形になるという

ふうに思いますが、その原因等については、どのよ

うにお考えられているか、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 町立病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（北川徳幸君） ただいまの１１

番米沢委員の御質問にお答えしたいと思います。 

 うちのまちの療養型老人保健施設については、定

員２８床で運営しているところでございます。前年

度に比べて若干病床率が下がっている原因なのです

けれど、これについては通常、ここ数年見まして

も、９５％前後で推移しているところでございま

す。原因はいろいろあると思いますが、結果的に介

護度が下がって退出されたとか、そういうようなこ

とが原因と考えられますが、安定して９５％という

数字は現在も推移していますし、あわせて待機者も

数名いるというようなことから、今後についてもこ

のような病床回転率で推移していくと思われます。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） もう１点確認したいの

は、従来病床の再編があって、老人保健施設が併設

されたわけですが、その時点では入院の入所日数の

制限がなかったかというふうに思いますが、現状で

は一定数、入所日数を超えた場合、当然改善すれば

退所なるかというふうに思いますが、そういった制

限というのはあるのか、ちょっと確認しておきたい

と思います。 

○委員長（村上和子君） 町立病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（北川徳幸君） ただいま１１番

米沢議員の老健の入所日数の制限という形の御質問

だと思いますが、うちの療養型の老人保健施設につ

いては、従来の保健施設１８０日とかあるのですけ

れど、それとは別に制限はございません。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １０番高松委員。 

○１０番（高松克年君） 昨日、子ども医療のこと

で聞いたのですけれども、これが直接的に関係ある

かというのは、今質問していいかどうかというのは

問われるのですけれども、ちょっと聞いてほしいと

思っています。 

 きのう、子供医療のカードが受けられていない…

…（発言する者あり）受け入れられていない人数が

１４名いられるということなのですね。それがこの

全体の数からすれば３％未満ということで、事務の

受付のところで非常に、実際の窓口業務として、診

察を受けにいって終わって、事務の支払いのときに

カードがあるはずだというやりとりでもって、非常

に時間がかかってしまって、二人の子供を連れて

いったお母さんだったのですけれども、どうしよう

もなくなって家の人を呼ばなければならないような

状況までなってしまったと。これはカードを持って

いないためにそういうことが起きたということなの

ですけれども、自分が受けていないわけですから、

出すことはできなかったのですよね、そこでは示す

ことができなかったのですよ。そういうことで、逆

の差別みたいな形になってしまって、非常に困惑し

たと。お母さんにも来てもらって、そこでまたとい

うことで、かなりの時間かかってしまったというよ

うなことがあったということがあったものですか

ら、この間の質問でもそういうことを聞いたのです

けれども。今、窓口として町立病院でそのことにつ

いて、どういうふうな対応をしてもらえるのか、今

後。 

○委員長（村上和子君） 町立病院事務長。 

○町立病院事務長（北川徳幸君） ただいま、１０

番高松委員の御質問にお答えしたいと思います。 

 基本的にはうちの受付業務につきましては、各種

乳児医療の受給者証というのですか、それもろもろ

については確認させていただいて、その後受診して

いただくというようなことを基本的にとっている状

況でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １０番高松委員。 

○１０番（高松克年君） それで、支払いのときに

言って、結局まだカードを持っていないのかという

ことで、やりとりが非常に、下の係の人にも聞いた

のですけれども、町民課に聞いたら、それはもう電

話が来れば一発というか、パソコンやなんかでも確

認できるので、そういうことはないはずだという話

だったのですけれども、残念ながらそういう状況が

起きていたということで、ぜひその辺は改善してほ

しいというふうに思って発言しました。 

○委員長（村上和子君） 町立病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（北川徳幸君） １０番高松委員
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の再度の御質問にお答えをしたいと思います。 

 ちょっと私承知していなかったのですけれど、そ

ういう事案があったということで、事前にうちのほ

うで役場の担当のほうに確認してからの受診という

ふうに周知というか、指導していきたいと思いま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

 １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） この報告書の中に、例え

ば一般病床の利用率が４５.３％という形で、若干

前年度より改善したという形で、恐らくここの率で

推移するのかなというふうに思いますが、この病床

の利用率が稼働率というのですか、さらに下がった

場合、これは交付税措置等にも影響する部分がある

のかなと思うのですが、そこら辺は現状でどのよう

になっているのか、お伺いいたします。 

○委員長（村上和子君） 町立病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（北川徳幸君） ただいま１１番

米沢委員の御質問にお答えしたいと思います。 

 ここ数年、一般病棟の利用率については４５％程

度で推移している状況でございます。原因について

は、以前から説明している内容ですので、省略させ

ていただきたいと思いますが、交付税の算定基準に

はそこの病床率という項目はございません。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） この医療収益についてな

のですが、なかなかふえない状況、社会的な要因も

ありますから、一概に言えませんが、上富良野町に

おいては投薬を約５０日間という形の中でして、そ

ういう影響も一部あるという形になっております。

それを補おうとした場合には、一定の医師数を配置

しなければならない部分があるのかなというふうに

思いますが、この点は当然、投薬が長くなれば診療

の回数も減るということでありますから、そういっ

た部分の改善するとすれば、医師を確保するか何か

なのか、ちょっとよくわかりませんけれども、現状

ではどうか確認しておきたいと思います。 

○委員長（村上和子君） 町立病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（北川徳幸君） ただいま米沢委

員の御質問にお答えしたいと思います。 

 資料でも示させていただいありますが、特に外来

患者については１,１００人ほど減っているような

状況であります。これは委員言われたように、長期

投薬の影響、あるいは院長等の予約診療の影響で

年々減っているような状況でございます。 

 なかなかここら辺の部分をふやすという部分は非

常に医師の関係、あるいは他の診療科の増設関係

等々があるようでございますが、なかなか新聞報道

でも各病院についてはなかなか医師の確保等々が難

しいというような状況から、うちのまちについて

も、ちょっとそこら辺については、今の段階では

ちょっと困難な状況かなと考えてございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） １１番米沢委員。 

○１１番（米沢義英君） もう１点確認したいので

すが、この間、泌尿器科もなくなりました。当然、

地域の医療機関としてのセンター病院として、協会

病院から派遣されるという状況で来ておりますが、

結局、身近なところに泌尿器科等がなくなり、ある

程度見てはくれますが、富良野に行かなければなら

ないというような状況が見受けられます。 

 現状で、地域の医療機関としての財政的な負担も

まちではして、そういった派遣も要請もしていると

は思うのですが、結局医師数が確保できないという

ことで、結局泌尿器科等についても派遣できなく

なったという状況があるかというふうに思います。

そういった部分も一定のマイナス要因になって、医

療費収益に結びつかないという部分があるかという

ふうに思います。 

 現況として、富良野協会病院の医師の確保につい

て、わからない部分、変わってあるかというふうに

思いますが、どんな状況になっているのか、わかる

範囲でお伺いします。 

○委員長（村上和子君） 町立病院事務長、答弁。 

○町立病院事務長（北川徳幸君） １０番米沢委員

の御質問にお答えしたいと思います。 

 富良野協会病院の今、医師の状況というような御

質問だと思いますが、私自身もちょっと、新聞報道

の範囲でしかわからないのですけれども、特に総合

内科の部分については医師が不足しておりまして、

多くが出張医に頼っているような現状でございま

す。 

 泌尿器科につきましては、以前も説明したのです

けれども、今まで来ていただいた先生が富良野協会

病院の院長ということでなられましたので、こちら

のほうの兼業というのは法的に難しいということ

で、今、休診というような状況でございます。 

 私どもも、富良野協会病院のみならず泌尿器科に

対しての医師の派遣を一定程度の打診はしていると

ころですが、どの病院もなかなか医師不足という状

況は同じですので、今現在ではちょっと確保という

のは困難な状況にございます。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） なければ、これで病院事
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業会計の質疑を終了いたします。 

 以上で、企業会計決算の認定についての質疑を終

了いたします。 

 説明員は退席願います。 

 なお、説明員は町長の所信表明から議事堂にお入

りください。 

（説明員退席） 

○委員長（村上和子君） これより、分科会ごとに

審査意見書案の作成を行います。 

 分科会ごとに審査意見書が作成されましたら、委

員長まで提出願います。 

 会場等について、事務局長より説明いたさせま

す。 

 事務局長。 

○事務局長（深山 悟） 分科会の会場は、第１分

科会は第二会議室。第２分科会は議員控室といたし

ます。 

 分科会での審査意見書案の作成が終了しました

ら、議長室で正副委員長と分科長により成案を作成

します。成案がまとまりましたら、議事堂で成案の

報告審議を行います。 

 以上です。 

○委員長（村上和子君） 暫時休憩いたします。 

─────────────── 

午前１０時１９分 休憩 

午後１２時５６分 再開 

─────────────── 

○委員長（村上和子君） それでは、委員会を再開

します。 

 審査意見書案の整理を行いましたので、事務局長

に朗読させます。 

 事務局長。 

○事務局長（深山 悟君） 平成２９年度決算特別

委員会審査意見書案を朗読いたします。 

 皆様のお手元に配付しているところでございま

す。参考までに、第１分会、第２分科会で出された

意見についても後ろにつけていますので、そういっ

たものをもとに、意見書案まとめさせていただいて

いるところでございます。 

 では、朗読いたします。 

 平成３０年度（平成２９年度会計）決算上富良野

町決算特別委員会審査意見書（案）。 

 一般会計。 

 （歳出）。 

 １、財産管理について。 

 廃校跡の適正な管理と積極的な企業誘致など、利

活用を進められたい。 

 ２、ふるさと応援寄附モニター制度について。 

 （１）苦情処理については、ポータルサイト運営

業者に任せきりにすることなく、まちも責任を持っ

て対応されたい。 

 （２）協力事業者のモニター商品においては、適

切な品質管理がされるよう、指導監督を十分に努め

られたい。 

 ３、定住・移住について。 

 住環境の改善を図り、情報の適切な更新を図られ

たい。 

 ４、防災・減災について。 

 河川管理について、適切に管理されるよう関係機

関に強く要望されたい。 

 以上でございます。 

○委員長（村上和子君） ただいま朗読した審査意

見書案について、御意見はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） では、異議なしと認めま

す。 

 よって、審査意見書はただいまの審議のとおりと

決定いたしました。 

 以上で、審査意見書の審議を終わります。 

 これより、理事者に意見書を提出しますので、こ

の間を暫時休憩といたします。 

─────────────── 

午後１２時５７分 休憩 

午後１３時２９分 再開 

─────────────── 

○委員長（村上和子君） 休憩前に引き続き、委員

会を再開します。 

 理事者より所信表明の申し出がございましたの

で、発言を許します。 

 町長、向山富夫君。 

○町長（向山富夫君） ただいま、委員長のお許し

をいただきまして、私のほうから所信の表明をさせ

ていただきたいと思います。 

 まず、この１日から３日間にわたりまして、皆様

方には平成２９年の決算につきまして、慎重に御審

議を賜りましたこと、心から感謝を申し上げたいと

思います。また、質疑に対しまして私が出席かなわ

なかったこと、おわびを申し上げたいと思います。 

 先ほど、委員長、副委員長を通じまして審査特別

委員会からの意見書を頂戴したところでございま

す。このたび賜りました、それぞれの一般会計歳出

につきまして御意見を賜りましたが、いずれの項目

も大変、私どもも全く重要な課題だということで認

識しているものでございます。一日も早く、こう

いった寄せられました御意見に対して、しっかりと

形を整えていきたいというのは、私どもも全く思い

は一緒でございます。 

 今後、非常に地方自治、地方財政が硬直化してい
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く中でありますけれど、本当に有効に予算を活用し

て、町民の福利厚生が図られるように、こういった

御審議賜りまして、いただきました御意見をしっか

りと心に据えまして行政の運営に取り組んでまいり

たいと思いますので、よろしくお願い申し上げまし

て、所信表明とさせていただきたいと思います。 

 大変皆様、ありがとうございました。 

○委員長（村上和子君） お諮りいたします。 

 ただいまの理事者の所信表明により、今後の町政

執行において、十分その意見を尊重し、最善の努力

をしたいとの確認が得られましたので、討論を省略

し、議案第８号平成２９年度上富良野町各会計歳入

歳出決算の認定について及び議案第９号平成２９年

度上富良野町企業会計決算の認定についてを表決し

たいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） 御異議なしと認めます。 

 よって、討論を省略し、議案第８号平成２９年度

上富良野町各会計歳入歳出決算の認定について及び

議案第９号平成２９年度上富良野町企業会計決算の

認定についてを起立により採決します。 

 最初に、議案第８号平成２９年度上富良野町各会

計歳入歳出決算の認定については、意見を付し、原

案のとおり認定することに賛成の諸君の起立を求め

ます。 

（賛成者起立） 

○委員長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、本件は意見を付し、原案のとおり認定す

ることに決しました。 

 次に、議案第９号平成２９年度上富良野町企業会

計決算の認定については、意見を付し、原案のとお

り認定することに賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○委員長（村上和子君） 起立多数であります。 

 よって、本件は意見を付し、原案のとおり認定す

ることに決しました。 

 お諮りいたします。 

 本委員会の審査報告書の内容については、委員長

及び副委員長に御一任願いたいと存じます。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村上和子君） 異議なしと認めます。 

 よって、本委員会の決算審査報告書の内容につい

ては、委員長及び副委員長に一任されました。 

 以上をもって、本委員会に付託されました案件の

審議は全部終了いたしました。 

 ここで一言、御挨拶を申し上げます。 

決算委員会を閉会するに当たり、一言御挨拶を申し

上げます。 

 ３日間にわたり、本当に御苦労さまでございまし

た。今回の審査に示されました委員各位の熱意に対

し、執行者はもちろん、職員の方にとっても、住民

側に立った行政執行に配慮することになるものと信

じております。 

 多くの議論を重ね、各会計決算は認定すべきもの

と決しましたが、数項目にわたり意見が付されてお

ります。この意見は最大限に念頭に置いて、行政の

執行に当たられることを望みます。 

 委員各位の真剣なる審査に深くお礼を申し上げ、

決算特別委員会閉会の御挨拶といたします。 

 本当にどうもありがとうございました。 

 これをもって、決算特別委員会を閉会いたしま

す。 

 まことに御苦労さまでございました。 

午後 １時３５分 閉会 
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